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　最後の照明が落ちて、ステージは闇やみに包まれた。しかし客席を埋め尽くす人々の興こう奮ふんは今も収まらず、嵐あらしのような声援と拍手が響ひびき続けていた。

　収容人員二千人超。国内最大級のライブハウス。

　コンサートを終えて、軽く息を弾ませながらステージ裏の階段を下りてきたのは、目立つ衣装に身を包んだ少女だ。小柄だが可か愛わいらしい顔立ちで、華やかなオーラを放っている。

「おっ……わったー……！」

　通路にいるスタッフ全員に愛想よく手を振りながら、少女は天てん井じように向かって大きくジャンプ。楽屋の入り口に立っていたスーツ姿の女性を見つけて、満面の笑え顔がおで駆け寄っていく。

「須す賀がさん、やりました！　大成功ですよ！　お客さん、あんなにいっぱい来てくれました！　すごい、盛り上がってくれて……よかった……」

　会場全体を震ふるわせる地鳴りのような歓声を聞きながら、少女は目の端に浮いた涙をぬぐった。そんな少女を見て、スーツの女性は感慨深そうに微ほほ笑えんだ。

「お疲れさま。本当に今までよくがんばったわね」

　優やさしく頭を撫なでられて、へへ、と少女は照れたように笑う。そして彼女は、小さな拳こぶしをぎゅっと握りしめ、

「ありがとうございます。でも、まだまだこれからですよ。目標は五大ドームツアーですから！　レギュラー番組だって増やしたいし、もっともっとがんばらないと！」

　力強く言い切る少女の姿に、スーツの女性は眩まぶしいものを見るように目を細めた。ほんの一いつ瞬しゆん、悲しげな光が瞳ひとみをよぎる。しかし彼女はそれを隠すように首を振り、

「そうね。あなたならきっとやっていけるわ。それが、どんな仕事でも」

「はい、がんばります！」

　小柄な少女は、きらきらと瞳を輝かがやかせながらうなずいた。

　そんな彼女の前に、一通の書類が差し出された。

　薄うす暗ぐらい通路の照明ではよく読めないが、書類は細かい文字でぎっしりと埋め尽くされている。末尾には、直筆の署名をするための空くう欄らんが用意されていた。

「これ、なんですか？」

　少女は怪け訝げんな表情を浮かべて訊きいた。スーツの女性は無表情に署名欄を指し示し、

「新しいお仕事の契約書よ。ここにサインしてくれる？」

「あ、はい。わかりました！」

　どうしてこんなときに契約書なんて……と少女は困惑したように首を傾かしげたが、すぐに気を取り直して渡されたペンを手に取った。自分の担当プロデューサーである須賀宮みや子こに、少女は絶大な信頼を寄せていた。彼女の言葉に従って間違ったことは、これまで一度もなかったのだ。

「ごめんね」

　少女の手からサインを終えた契約書を受け取って、スーツの女性はぽつりと呟つぶやいた。

「え？　須す賀がさん、なにか言いました？」

　驚おどろいたように少女が訊きき返す。

　そんな彼女の視界が、不意に暗転した。

　周囲の光がすべて失われてなにも見えない。観かん客きやくの声も聞こえない。

　足下が突然崩れ去って、どこまでも落ちていくような感覚。

「須賀さん……！　須賀さん──！」

　必死に手を伸ばしながら、少女は叫ぶ。

　だが、その声はもう届かない。

　少女の声に応こたえる者は、もういない──
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「あー……」

　天あま乃の羽は々ば姫きは、折りたたみ式の硬いベッドの上で目を覚ました。

　軍事基地の外れにある兵員宿舎の一室。もともとは物置として使われていた狭い部へ屋やだ。

　小さな窓から見える空はまだ暗い。時計とけいの針は、深夜二時を過ぎたあたりを指していた。

「……またあの夢……か……」

　うー、と不ふ機き嫌げんそうに唸うなりながら、羽々姫はもぞもぞと上体を起こす。

　小柄で可か愛わいらしい顔立ちをしているが、勝ち気そうな瞳ひとみが印象的な少女である。

　目覚めの気分は最悪だった。真夜中だというのに周囲がやけに騒さわがしい。廊下に設置されたスピーカーから、けたたましい騒そう音おんが鳴なり響ひびいている。その音で目が覚めたのだ。

「警けい報ほう？」

　基地のあちこちで鳴っていた騒音の正体は、緊きん急きゆう事態を知らせるサイレンだった。

　それに気づいて羽々姫はベッドを降りた。スピーカーから聞こえてくる通信科オペレーターの声に耳を傾ける。

『──赤あか間まが関せきコントロールより各員へ。哨しよう戒かい中ちゆうの無人観かん測そく機きが、地じの島しま方面に大規模な破局粒子ＤＣＰの放出を検知しました。各巫ふ兵へいには獣装戦闘服ＢＤＵの着装を許可。準備が完了した者より順次発進、以後、個々の判断で迎げい撃げき願ねがいます』

「緊急発注スクランブルって……こんな時間に……！」

　羽々姫は舌打ちして、パジャマ姿のまま部屋を出た。

　行き先は、廊下を挟んだ正面にある士官室だった。羽々姫の私室よりも広くて豪華だが、やけに散らかった部屋である。ベッドの上には、菓子の空き箱や空のペットボトルが散乱。脱ぎ散らかされた服や下着に埋もれるようにして、一人ひとりの少女が横たわっている。

　鳴り響くサイレンの騒音をものともせずに身体からだを丸め、彼女は小さな寝息を立てていた。

　色素の薄うすい栗くり色いろの髪と、雪のように白い肌。どことなく日本人離ばなれした、でたらめに端たん整せいな容姿の美少女だ。公式記き録ろくによれば身長は百六十四センチ。すらりと伸びた長い手脚と小振りな頭のせいで、眠りこけているその姿でさえも、ファッション誌のモデルを見ているようだ。

「先せん輩ぱい！　紗さ々さ羅ら先輩、起きてくださいよ！」

　羽は々ば姫きは声を張り上げながら、眠り続ける少女の肩を揺さぶった。

「んー……」

　極きよく東とう自じ衛えい機き構こう特任大尉、桜さくら狩がり紗々羅は、鬱うつ陶とうしげに眉まゆを寄せながら、渋々と瞼まぶたを開けて羽々姫を見返した。さらさらとこぼれ落ちる髪をかき上げながら、無防備な仕し草ぐさで起き上がる。まるで映画のワンシーンを見ているような美しい光景、だが、

「わっ!?」

　紗々羅の肩から薄い毛布がはらりと落ちて、羽々姫が短く悲鳴を上げた。

　無造作に背伸びをする紗々羅の白い肌が、全身あますところなく露あらわになっている。彼女は毛布以外なにも身につけていなかった。素っ裸のまま寝ていたのだ。

「なっ……な……な……」

「羽々姫か。なんの用だよ、こんな夜中に？」

　剝むき出だしの素肌を隠そうともせずに、紗々羅があくび混じりに訊きいてくる。清せい楚そな美び貌ぼうとは裏腹のぞんざいな口く調ちようである。紗々羅の裸身に見とれていた羽々姫は、その声でハッと我に返って、

「なんの用じゃないですよ!?　なんなんですか、その恰かつ好こう!?」

「なにを着て寝ようが、あたしの勝手だ。人の服装にケチをつけるなよ」

「いや、服装ってか、そもそも服着てないじゃないですか！」

「ああ……風ふ呂ろ入ってそのまま寝ちまったんだっけ。まあ、昨日きのうは暑かったし」

「そんな理由で……！　って、なんでまた寝ようとしてるんですか!?」

　再び毛布をかぶって横になる紗々羅を、羽々姫は無理やり引きずり起こした。紗々羅は露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんそうな表情になって、

「だからなんの用なんだよ？」

「敵てき襲しゆうです。禍憑妃マガツヒですよ、禍憑妃マガツヒ！」

「あっそ」

「あっそ……って!?　出撃命令が出てるんですってば！　迎おし撃ごとしてくださいよ！」

　羽々姫は真剣な表情で叫ぶが、紗々羅はベッドの上で丸まったまま、ぼそりと言った。

「いやだ」

「は!?」

「いやだよ。こんな夜中に出撃なんか。面めん倒どうくせえ」

「な、なにワガママ言ってるんですか！　起きてくださいよ！　あなた小隊長でしょ!?」

「化け物の一匹や二匹、夜勤の連中がなんとかするだろ。つーことで、あたしは寝るから」

「出しゆつ撃げき拒否は三十万新円の罰金ですよ！」

「いいよ、べつに。三十万程度のハシタ金で安眠が買えるなら安いもんだ」

　そう言って紗さ々さ羅らは、あっち行け、というふうに乱らん暴ぼうに手を振った。スレンダーなくせに意外なほどボリュームのある胸がふるふると揺れ、それを見た羽は々ば姫きが悔しげに唇を嚙かむ。

「ぐ……このブルジョアめ！」

　非常警けい報ほうのサイレンは今も鳴り続けていた。毛布をかぶった紗々羅を見下ろして、羽々姫は諦あきらめたように深々と溜ため息いきをこぼした。

「もういいです。わたしだけでも出撃でますからね」

　ほとんどやけくそ気味に叫ぶ羽々姫に、紗々羅はやる気のない口く調ちようで、

「そうしてくれ。あ、帰りに飲み物買ってきてくれよ。炭酸のやつ」

「今から出しゆつ撃げきする人間をパシリに使わないでくださいっ！」

　荒々しく言い残して、羽々姫はやる気のない小隊長の部へ屋やを出た。

　そして更衣室を兼ねた格納庫へと向かう。

　幾重もの結界を張り巡らせたロッカーに、その武装は厳げん重じゆうに保管されていた。

　それは艶つややかな装甲に覆おおわれた〝鎧よろい〟だ。

　しかし通常の軍用防護服ボデイアーマーや、強化外骨格エグゾスケルトンとはずいぶん雰囲気が違っている。

　獣けものの姿を象かたどった装飾と、機き動どう性せいを優ゆう先せんした最小限の装甲面めん積せき。電子機き器きを満載しつつも滑なめらかに成形されたシルエットは、兵器というよりも呪じゆ術じゆつ的てきな衣装を連想させる。

　獣装戦闘服ＢＤＵ。またの名を〝聖衣シュラウド〟──

　それがその奇妙な鎧の名前だった。

「行くよ、クシナダ！」

　整せい備び用ようのハンガーにかけられたその鎧に、羽々姫が優やさしく呼びかけた。

　パジャマを脱ぎ捨て、鎧をまとった羽々姫の背中に、龍りゆうに似た生物の影かげがうっすらと浮かび上がる。まるで羽々姫の背中で生きているかのように、入れ墨のようなその影は、ゆらゆらと動き続けている。

　厚い装甲に覆おおわれた聖衣シユラウドから重さが消えて、逆に、重力から解放されたような浮遊感が羽々姫を襲おそってくる。聖衣シユラウドが放つ魔ま力りよくの働きだ。

　格納庫を出ると、そこはヘリポートによく似た広場になっていた。

　十字型にペイントされた広場の中央に立って、羽々姫は聖衣シユラウドの翼つばさを展開した。

　羽々姫の聖衣シユラウド──ＡＳ５５２の背中には、翼よく竜りゆうのそれを思わせる翼が装着されている。人体を浮上させるには、圧倒的に揚力の足りない小さな翼だ。だが、聖衣シユラウドにとって、そんな常じよう識しきなどなんの意味もない。

「こちらＡＳ５５２、天あま乃の羽々姫少尉よりコントロール！　禍憑妃マガツヒ迎撃のため出撃します！」

『赤あか間まが関せきコントロール、了解。出しゆつ撃げきを許可します。封印解放第四段階アンシール・レベルフオーを承認』

　頭飾りヘッドギアに内蔵された通つう信しん機きから、管制官の返事が聞こえてくる。

「ＡＳ５５２了解！」

　返答すると同時に、羽は々ば姫きは地面を蹴けった。踏みこんだ踵かかとが爆ばく発はつのような轟ごう音おんを立て、その反動で小柄な身体からだが宙を舞まった。それはもはや跳ちよう躍やくなどと呼べる代物ではなく、あえていうならば弾道ミサイルの打ち上げにも近しい光景だった。

　常軌を逸した大加速で上空数十メートルまで上昇した羽々姫は、燐りん光こうをまとった鎧よろいの爪つま先さきで再び空中を蹴りつけた。光り輝かがやく魔ま法ほう陣じんが虚こ空くうに浮かび上がり、それを足場に更に加速。聖衣シユラウドが放つ光の航跡を残して、羽々姫は流星のように夜空を駆け抜けていく。

　その神こう々ごうしくも美しい姿は、戦せん闘とう服ふくを着た兵士というよりも、まさしく神話の中に描かれた天使か、あるいは戦いくさ乙おと女めそのものである。だがしかし、

「今夜は稼かせぐぞおおおおおおお！」

　天を駆ける幻想的な姿とは裏腹の、やけに俗っぽい言葉を叫びながら、聖衣シユラウドをまとう少女は基地を飛び出していくのだった。
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　関かん門もん橋きようを渡った対岸には、光のない廃はい墟きよのような風景が広がっていた。

　それはかつて西さい京きよう市しと呼ばれていた街並みだ。

　人口は九十万を超え、九きゆう州しゆうの玄関口として、そして西日本でも有数の大都市として栄えていた土地らしい。羽々姫が生まれる何年も前の話である。

　だが今やこの土地は人類のものではない。

　西京市だけではない。沖おき縄なわの一部を除く九州全域は、二十年以上も前から、禍憑妃マガツヒと呼ばれる異い形ぎようの怪物たちの棲息圏なわばりと化していた。

　怪物──

　そう。禍憑妃マガツヒとは、人ならぬ奇怪なモンスターたちの総称だった。

　単に妖よう獣じゆうとも呼ばれる彼らは、神話や伝承で語られてきた災さい厄やくの獣けものそのものだ。

　いかなる進化の過程で生まれた生物なのか──そもそも彼らが、通常の意味での生物であるのかさえも定かではない。破局粒子ＤＣＰをまき散らす禍憑妃マガツヒは、それぞれが超常的な〝権能ちから〟を持っており、人類の持つ通常兵器ではほとんど対抗できなかった。

　ただひとつ、獣装戦闘服ＢＤＵ──聖衣シユラウドを除いては。

　破局粒子ＤＣＰとは、物理現象を破局させる、すなわち空間に不連続面カタストロフイを発生させる作用を持った素粒子である。その結果として、破局粒子ＤＣＰ濃のう度どが臨りん界かい点てんを超えた場所では、まるで魔法のような奇妙な現象が発生する。たとえば生身の人間が宙を舞まい、戦車砲の直ちよく撃げきにも耐える無敵の兵士と化す、というような──

　そう。人類の切り札、聖衣シユラウドは、禍憑妃マガツヒと同様に、破局粒子ＤＣＰを操あやつることが可能な唯一の兵器なのである。

　なぜなら聖衣シユラウドは、禍憑妃マガツヒの細胞から生み出され、封印された禍憑妃マガツヒの魔ま力りよくによって駆動しているからだ。

　そして聖衣シユラウドを着こなすことができるのは、その禍憑妃マガツヒと交信コミユニケートする特殊な才能を持った少女だけ──

　災さい厄やくの獣けものを手て懐なずけ、その力を借りて戦う巫み女こ。

　それが聖衣シユラウドの装着者、獣じゆう装そう巫ふ兵へいなのだった。

「禍憑妃マガツヒ……いた！」

　廃はい墟きよと化した建物の屋上に舞まい降りて、羽は々ば姫きは接近してくる怪物を見る。

　飛行能力を持たない陸生型の禍憑妃マガツヒ。それは分厚い外殻に覆おおわれた妖よう獣じゆうだった。遠目に見た印象は、肉食の亀かめにも、あるいは禍まが々まがしい龍りゆうにも似ている。全長は三十メートル以上はあるだろう。これまでに観かん測そくされた禍憑妃マガツヒの中でも、かなりの大型に分類されるはずだ。周囲には、共生している小型の禍憑妃マガツヒが群れをなしている。

「でかっ……」

　闇やみの中に浮かび上がる妖獣の威容を見つめて、羽々姫はごくりと喉のどを鳴らした。

「二百万……ううん、三百万新円を超えるかも……！」

　禍憑妃マガツヒには、その脅威度に応じて賞しよう金きんがかけられている。相手が強力な禍憑妃マガツヒであればあるほど、倒したときに手に入る報賞金の額がくは上がるのだ。

「あれ一匹で、三百万円……！」

　つぶらな瞳ひとみにギラギラとした光を浮かべ、羽々姫は無む意い識しきに舌なめずりをする。

　今や羽々姫の意識を占拠しているのは、敵に対する警けい戒かい心しんでも恐怖でもなく、支払われるであろう賞金の数字だけだった。

　巨大禍憑妃マガツヒの前方には、灰はい色いろの壁かべが立ちはだかっている。高さ十五メートル、全長八キロにも及ぶ巨大な防ぼう壁へき。禍憑妃マガツヒの本ほん州しゆう上陸を阻止するための、門も司じ港こう絶対防衛線ラインである。壁本体は厚さ三百五十センチのコンクリートで防御され、百八門の火砲を装備。さらには無数の自動射しや撃げき装置が配置されている。

　それらの集中砲火を浴びながらも、巨大禍憑妃マガツヒは悠々と歩み続けている。

　砲弾が次々に妖獣の外殻を直撃するが、痛みを感じている気配けはいすらない。魔ま力りよく障壁に覆われた禍憑妃マガツヒには、やはり通常兵器は効かないのだ。だからこそ、羽々姫たちが報賞金を稼げるのだともいえる。

　大型禍憑妃マガツヒと共生している、飛行タイプの小型禍憑妃マガツヒの群れが、絶対防衛線ラインに向けて殺到する。自動射撃装置が応戦するが、敵の数が多すぎた。小型禍憑妃マガツヒが放つ衝撃波シヤウトを浴びて、絶対防衛線ラインの射しや撃げき装置が次々に破は壊かいされていく。

　そんな小型禍憑妃マガツヒたちの数匹が、不意に耳障りな悲鳴を上げた。

　密集していた群れが四散し、撃うち落とされた妖よう獣じゆうが光をまき散らしながら消滅していく。

「獣じゆう装そう巫ふ兵へい──!?」

　その異変の原因に気づいて、羽は々ば姫きがハッと顔を上げる。

　羽々姫と同じように聖衣シユラウドを着た少女が二人ふたり、絶対防衛戦ラインの上に立っていた。

　純白の聖衣シユラウドをまとった長髪の少女。

　そして薄うす紫むらさきの聖衣シユラウドをまとった、おっとりとした顔立ちの少女。

　彼女たちの攻撃が、殺到してくる小型禍憑妃マガツヒの群れを蹴け散ちらしたのだった。

　巨大な絶対防衛線に比べれば、あまりにもちっぽけな二人の少女が。

「鳴な々な葉は！　音ね々ね先せん輩ぱいも！」

　羽々姫が二人の名前を呼んだ。

「あ……羽々姫ちゃん……！」

　振り返ったのは白い聖衣シユラウドの少女だった。

　巨大な手裏剣のような武器を握ったまま、潤うるんだ瞳ひとみを羽々姫に向けてくる。艶つややかな長髪をポニーテール風にまとめた、どことなく幸さち薄うすそうな雰囲気の少女である。

「羽々姫ちゃんも来てくれたの？」

「な、鳴々葉？」

　少女の目からぶわっと噴ふき出した涙を見て、羽々姫はぎょっと身を固くする。

「よ、よかった……寝てるときに非常警けい報ほうが鳴って、慌てて出てきたら禍憑妃マガツヒが大きくて硬くても小さいのも多くて……私、もう、どうしたらいいのか……」

「あ……うん。わかった！　わかったから、武器を握ったまま抱きつかないで……！」

　少女が振り回す専用武装の切っ先を必死でよけながら、羽々姫がぎこちない口く調ちようでそう叫んだ。樛とがの宮みや鳴々葉は、羽々姫と同期の獣装巫兵。責任感の強い、真ま面じ目めな少女だ。正規の巫兵訓練を受けており、実力的にはおそらく羽々姫よりも上だが、要領が悪くていつも苦労しているような印象がある。

「羽々姫さん、一人ひとりなの？　紗さ々さ羅らはー？」

　そしてもう一人の獣装巫兵の少女が、上品に微ほほ笑えみながら訊きいてきた。

「あ……紗々羅先輩はまだ寝てます。出しゆつ撃げきするのが面めん倒どうだとかで……」

「あらあら……紗々羅らしいわねえ」

　薄紫の聖衣シユラウドの裾すそを揺らして、小こ揺ゆる木ぎ音々がクスクスと笑い出す。羽々姫は思わずムッと顔をしかめて、

「笑い事じゃないですよ。たった三人でどうするんですか、あんな大物！」

「そうねえ。周す防おう基き地ちにでも増援を頼んでみるー？」

　音ね々ねがおっとりと首を傾かしげた。それを聞いた羽は々ば姫きの表情が、ぴき、と軽く強こわ張ばった。

「周す防おう基き地ちって国連の多た国こく籍せき部隊ですか？　もし増援を要よう請せいして、あの人たちが禍憑妃マガツヒを倒したら報ほう賞しよう金きんは……」

「もちろん向こうの稼かせぎになるわねえ」

「ダメです──！」

　羽々姫が拳こぶしを握りしめて絶叫する。鳴な々な葉はが、びくっ、と怯おびえたように後ずさった。

「は、羽々姫ちゃん？」

「そんなの絶対にダメです。あの三百万……じゃない、禍憑妃マガツヒはわたしが倒します！」

「そうなの？」

　唐突にやる気を出した羽々姫を眺めて、音々が愉たのしそうに微ほほ笑えんだ。

　羽々姫は彼女を押しのけるようにして、ふわりと空中に舞まい上がり、

「ＡＳ５５２よりコントロール！　封印解放第三段階アンシール・レベルスリーを申請します。許可を！」

『赤あか間まが関せきコントール了解。封印解放アンシールを承認』

　管制塔の返事を待って、羽々姫は聖衣シユラウドの封印リミツターを第三段階まで解放した。聖衣シユラウドを包む光が輝かがやきを増し、聖衣の装甲の形を変えていく。

　背中に出現したのは巨大な翼つばさ、腰部からは龍りゆうの尾に似たバランサーが伸びる。封印されている羽々姫の禍憑妃マガツヒ──〝クシナダ〟の魔ま力りよくがあふれ出し、聖衣シユラウドの姿に影えい響きようを与えているのだ。戦せん闘とう形態。獣じゆう装そうモード。

『なお、今回の出しゆつ撃げきより、封印解放時の基本料金が毎秒六百新円になります。ご注意ください』

「なっ!?　高っ!?」

　何気ない口く調ちようの管制官からの説明に、羽々姫はぎょっと目を剝むいた。

「こないだ値上げしたばかりじゃない！　なんでまた!?」

『大変心苦しいのですが、昨今の物価の高こう騰とうによるやむを得ない処置です。燃ねん料りよう費ひや電力や、設備の維持費や、その他もろもろ……』

「くっ……ＡＳ５５２了解！」

　悔しげに奥歯を嚙かみしめながら、羽々姫はうめいた。

　強力な武装である聖衣シユラウドの最大の欠点は、運用経費が半端なく高いことだった。

　基地の地下に封印された禍憑妃マガツヒから魔力を取り出して、その魔力を聖衣シユラウドに転送する。その送信費用がバカにならないのだ。

　聖衣シユラウドの出力を上げれば上げるほど、消費するエネルギー量は莫ばく大だいとなり、そしてその転送料金の一部は聖衣シユラウドの装着者が負担することになっていた。

　こうしてぼんやりと浮かんでいる今も、羽々姫の口座からは、魔力の使用料金が刻々と引き落とされ続けているのである。管制官と言い争っている暇はない。

「うりゃああああああ！」

　やけくそ気味の咆ほう吼こうを上げながら、羽は々ば姫きは、押し寄せてくる小型禍憑妃マガツヒの群れに飛びこんだ。間近で見た禍憑妃たちは、小型といえどもけっこうでかい。その姿は虫のようでもあり、猛もう禽きんのようでもある。個々の戦せん闘とう能力は、重武装の戦闘ヘリと同程度。これだけの数が集まれば十分に厄やつ介かいな相手だが、一匹あたりの脅威度はそれほど高くない。つまり報ほう賞しよう金きんの額がくも安いということだ。

「は、羽は々ば姫きちゃん！　あ、危なっ、危ない！」

「がんばってー……」

　一人ひとりで奮戦する羽々姫の姿を、鳴な々な葉はと音ね々ねが背後から他ひ人と事ごとのように眺めている。

「応援してないで、援えん護ごしてよっ！」

　羽々姫は、周囲の禍憑妃マガツヒを蹴け落おとしながら喚わめいた。

　すでに十数匹は倒しているはずだが、妖よう獣じゆうの群れは少しも数を減らしているように見えない。

　倒しても倒してもたいした稼かせぎにならず、それどころか戦闘時間が長引くぶん、使用料金がかさんで赤字ということにもなりかねない。そんな現実を本能的に感じとって羽々姫は焦り、

「くそ……やってやる……あの大物をやってやる……！」

　絶対防衛線ラインへと近づいてくる巨大禍憑妃マガツヒを睨にらんで、唇を引き結んだ。

「コントロール、封印解放第二段階アンシール・レベルツーを申しん請せいします」

『赤あか間まが関せきコントロール了解。基本料金は毎秒四千二百新円になります』

「ぐ……ＡＳ５５２了解！」

　十秒間で四万二千新円。一分間だと二十五万以上。シャレにならない出費だが、あの巨大禍憑妃マガツヒを倒せばお釣りが来る──

　自分自身にそう言い聞かせながら、羽々姫は背中の大剣を引き抜いた。全四層の封印のうち、最後の一層を残してすべての封印は解放済み。聖衣シユラウドの爆ばく発はつ的てきな魔ま力りよくが剣身に流れこみ、巨大な破局粒子ＤＣＰの刃やいばを形成する。羽々姫の愛剣〝十束トツカ〟である。

　巨大禍憑妃マガツヒの全身は分厚い外殻に覆おおわれて、戦車砲やロケット弾程度では傷もつけられない。だが、この〝十束トツカ〟なら話は別だ。羽々姫の聖衣シユラウド──ＡＳ５５２の専用武装であるこの大剣は、破局粒子ＤＣＰを相そう殺さいして禍憑妃マガツヒの外殻をも貫くことができるのだ。

　だがしかし──

「えっ……!?」

　無数の小型禍憑妃マガツヒの群れが、唐突に羽々姫のもとへと殺到してくる。街灯に群がる羽虫のように、光剣の輝かがやきに惹ひきつけられて集まってきたのだ。濁だく流りゆうのように押し寄せるその勢いに圧倒されて、羽々姫は思わず硬直した。

「くっ、この……邪魔するなーっ！　三百万が……わたしの三百万新円が……」

　周囲の禍憑妃マガツヒを追い払おうと、羽々姫が剣を振り回す。だがそれはむしろ逆効果となって、ますます小型禍憑妃マガツヒを呼び集めただけだった。その間に巨大禍憑妃マガツヒは、身動きがとれない羽々姫の前を悠々と通過して、最終防衛線ラインに接近し、

「うっ!?」

　突如、その禍憑妃マガツヒの巨体がぐらりと揺れた。

　まったく予想外の反応だった。

　大規模な雪崩なだれか地滑りのように、甲殻に覆おおわれた巨体が転倒し、周囲の大気を震ふるわせた。

　危うく踏ふみ潰つぶされそうになった羽は々ば姫きが、顔面を引ひき攣つらせて逃げ惑う。

　巨大禍憑妃マガツヒの攻こう撃げきかと思ったが、そうではなかった。

　強固な外殻に覆われた巨大禍憑妃マガツヒの脇わき腹ばらが、爆ばく炎えんに包まれて砕けていく。

　炎の源は、一条の鞭むちだ。

　長さ数百メートルにも達する長大な鞭が、炎をまといながら超音速で飛来し、禍憑妃マガツヒの巨体を打ち据えたのだ。やがて炎は禍憑妃マガツヒの全身を覆い尽くし、動けなくなった妖よう獣じゆうを、再度飛来した鞭が容赦なく痛めつける。

「ば、〝散藤バラフジ〟……！」

　その鞭の正体に気づいて、羽々姫がうめいた。超高温の炎をまとって、触れるものをみな焼き尽くす伸しん縮しゆく自在の棘とげ鞭むち。ＭＳ２４０型汎用獣装戦闘服ＢＤＵの専用武装である。

　ＭＳ２４０の愛称は〝サクヤ〟──

　装着者の名前は、桜さくら狩がり紗さ々さ羅らという。

「さ……紗々羅先せん輩ぱい!?」

　羽々姫は周囲の小型禍憑妃マガツヒを振り払うことも忘れて、頭上を見上げた。

　そこには薄うす紅べに色いろの聖衣シユラウドを装備した紗々羅が浮かんでいた。

　巨大禍憑妃マガツヒは地面に横たわったまま激はげしく痙けい攣れんし、やがて断だん末まつ魔まの咆ほう吼こうを放って沈ちん黙もくした。破局粒子ＤＣＰの燐りん光こうが消滅し、堅けん牢ろうだった外殻がボロボロとひび割れて崩れていく。魔力の消失──それは禍憑妃マガツヒの死を意味していた。

　巨大禍憑妃マガツヒは死んだのだ。

「よお、羽々姫」

　目の前で撃げき墜つい目標を奪われ、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす羽々姫に、紗々羅が声をかけてくる。

「雑ざ魚こどもを引きつけてくれてありがとうな。おかげで簡かん単たんに大物に接近できたぜ」

「な……な……なんで紗々羅先輩が!?」

　半ば放心状態のまま、紗々羅を睨にらみつけて羽々姫が訊きいた。

「宿舎で寝てたんじゃなかったんですか？　なのに、なんで人のことを囮おとりみたいに……」

「ナイス囮！」

「な、ナイスじゃない！」

　グッと親指を突き立ててくる紗々羅に、羽々姫は思わず眉まゆを吊つり上げて、

「わたしの三百万新円……なんで!?　わたしの儲もうけは……!?」

「じゃあな。あたしは帰ってもう一眠りしてくるわ」

「あ、ちょ……ちょっと待てコラァ……！　雑ざ魚こがまだ残ってるのに……！」

　残った小型禍憑妃マガツヒの群れを無視して、紗さ々さ羅らはさっさと基地のほうへと戻っていく。そんな紗々羅に、バイバイ、とひらひら手を振る音ね々ね。

「えーと、羽は々ば姫きちゃん？　あの、封印解放したままでいいの……？　その、基本料金が……」

　虚うつろな表情を浮かべる羽々姫を、鳴な々な葉はが心配そうにのぞきこんでくる。

　そんな鳴々葉を、羽々姫はキッと睨にらみつけ、

「バカあああああああああああっ！」

「ええええええっ!?」

　絶叫しながら飛び去っていく羽々姫の後ろ姿を、涙目になった鳴々葉が呆ぼう然ぜんと見送っていた。




　　　　３




　赤あか間まが関せき要よう塞さいは、〝極きよく東とう自じ衛えい機き構こう〟の分ぶん屯とん基地である。

　本ほん州しゆう最西端にあるこの要塞は禍憑妃マガツヒ侵攻阻止を担う最さい前ぜん線せんであり、そこに配置された部隊は当然、選えりすぐりの優ゆう秀しゆうな兵士たちである──べきなのだが、残念ながら現実はそうではなかった。そもそもこの基地にいる人々は、正規の軍人ですらなかった。

　禍憑妃マガツヒの関かん東とう侵攻によって東とう京きようが陥落してから、すでに十六年が経たっている。

　当時の首相は京きよう都とに逃れて暫ざん定てい政府を樹じゆ立りつ。かろうじて独立国家としての体裁は保っていたものの、禍憑妃マガツヒの棲せい息そく圏けんに国土を寸断された日本の国力低下はいかんともしがたく、自衛軍は大幅な戦力の縮しゆく小しようを余よ儀ぎなくされていた。

　そこで余剰となった軍の人員や装備を引き継ぎ、日本各地に設立されたのが、金で雇われて禍憑妃マガツヒ撃げき退たいを請うけ負う武装集団。すなわち民間軍事会社だった。

　株式会社〝極東自衛機構〟も、そんな営利を目的とする軍事企業のひとつだ。

　政府が保有する正規の自衛軍は、そのほとんどが暫定政権のある京都や、関かん西さい地方の主要な工業都市周辺に配置されている。従って、それ以外の地域の防衛は、必然的に民間軍事会社に委託されることになる。

　ところで民間軍事会社と一口にいっても、その装備や人員の質は様々だ。

　最新の装備を揃そろえた練度の高い部隊もあれば、そうでない部隊もある。

　そして民間軍事会社が営利企業である以上、優秀な部隊は当然、人口が多く軍事的重要度の高い場所──つまり儲かる土地に優先的に配置されることになる。

　逆に住民のほとんどが疎開して、臨りん時じ首都からも遠く離はなれた最果ての土地に送りこまれるのは、たとえ全滅しても痛くもかゆくもないような、どうでもいい部隊ばかりであった。

　そのどうでもいい部隊の名を〝極東自衛機構〟赤間関基地第一巫ふ兵へい隊たいという──

　本州のどん詰まりに位置するこの要よう塞さいこそ、まさに最さい果はての地なのだった。

「──たるんでます！」

　羽は々ば姫きは、そう言って机を乱らん暴ぼうに殴りつけた。

　詰め所で待たい機き中ちゆうだった三人の少女が、一いつ瞬しゆんだけそんな羽々姫に視し線せんを向けた。

　そしてすぐに彼女たちは、何事もなかったかのように元の姿勢に戻る。羽々姫を除く全員の顔に、またか、という表情が浮かんでいた。

　赤あか間まが関せき要塞の中である。

　地元の小学校を接収して作られた基地は、正直に言ってかなりボロかった。

　要塞というのは名ばかりで、十分な防備もなされていない。特に巫ふ兵へい部隊の兵舎は酷ひどかった。本社の経費削減のあおりを受けて、小学生用の教室をそのまま使っているのだ。

　学習机を寄せ集めて座っている少女たちの姿は、まるで昼休みに仲良く弁当を食べている女学生のようだった。

「あー……くそ。発見されちまった。やっべー、アラート鳴ってるし……」

　携帯ゲーム機をいじりながら、ぶつぶつと文句を言っているのは紗さ々さ羅らだ。

　彼女が身につけているのはぶかぶかのジャージの上着だけ。下は短パン。すらりとした脚を机の上に投げ出した、実にだらしない姿である。

　しかし彼女はこう見えて、十二歳の頃ころから実戦に参加しているというベテランの巫兵だった。伊い吹ぶき山やま戦せん役えきの数少ない生き残りであり、大型禍憑妃マガツヒ狩猟数七百体を超えるエース──らしい。

「鳴な々な葉はー、お茶のおかわりもらえるかしら？」

　紗々羅の隣となりで、可か愛わいらしく小首を傾かしげたのは音ね々ねだった。おっとりふわふわした雰囲気の、お嬢じよう様さま然とした顔立ちの少女である。清せい楚そな美び貌ぼうと、それに相あい反はんするような豊かなバスト。制服の胸元が窮きゆう屈くつそうに盛り上がっている。とても兵士には見えないが、いちおう彼女も記き録ろくの上では、狩猟数四百体を超える歴戦の猛も者さだという。

「あ、はい。ただいま」

　音々の差し出したティーカップに、鳴々葉が新しい紅茶をそそぐ。

　制服の上にエプロンを着た鳴々葉の姿は、待機中の兵士というよりも、バイト中の女子高生にしか見えない。

「このチーズケーキ、美お味いしいわねー」

「はい。ありがとうございます。脂肪分の少ないカッテージチーズを使って、スフレ風に焼き上げてみました。トッピングにチェリーソースと生クリームを」

「うんうん、このカラメル味のアイシングも効いてるわねー」

　鳴々葉手製のケーキを頰ほお張ばって、音々が幸せそうな声を出す。彼女たちの隣では、紗々羅がくぐもった呻うめき声ごえを洩もらし、

「やべえな、レーションもうねえや」

　ゲーム機きのボタンを連打しながら、中ボスとの激はげしい戦いを繰くり広げていた。

　そんな緩ゆるみ切った光景を、羽は々ば姫きは、小刻みに肩を震ふるわせながら眺めていたが、

「いい加減にしてください！」

　ついに堪こらえかねたように絶叫する。

「え？　え？」

「……羽々姫？」

　鳴な々な葉はと紗さ々さ羅らが、さすがに驚おどろいて顔を上げた。

「う、ぐ……！」

「わ、音ね々ね先せん輩ぱい、しっかりしてください！」

　ケーキを喉のどに詰まらせた音々が胸元を押さえて苦しげに悶もだえ、鳴々葉があわてて背中をさする。紗々羅はうんざりしたような視し線せんを羽々姫に向けて、

「おいおい、急に大声出すなよ。音々は身体からだが弱いんだからよ」

「たるんでますよ、みんな！　もっとちゃんとしましょうよ！」

　羽々姫は声を荒らげながら紗々羅に詰め寄った。紗々羅はやれやれと肩をすくめて、

「あー……たしかに。それはあたしも気になってた」

「紗々羅先輩……！」

「このジャージ、ゴムが安物でさ。袖そで口ぐちなんかもすぐにゆるゆるになっちまうんだ」

「だ、誰だれがジャージの袖そで口ぐちの話をしてますか！　てか、なんで待たい機き中ちゆうにジャージ!?」
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　緊きん張ちよう感かんのない紗さ々さ羅らの態度に、羽は々ば姫きはますます興こう奮ふんして喚わめく。

「ご……ごめんなさい！」

　ポニーテールの長髪を揺らして、唐突に頭を下げたのは鳴な々な葉はだった。

「実は昨日きのう、体重測ったら二キロ増えてて……たるんでるかなあ、やっぱり!?」

　涙目でそう告白しながら、鳴々葉は自分の脇わき腹ばらに触れる。

「そういえば、なんだか最近は制服の胸のあたりもきつくて。でもウエストのサイズはべつに変わってないはずなんだけど……」

　自信なさげに呟つぶやく鳴々葉を、羽々姫はイライラと睨にらみつけ、

「そんなん知るか！　イヤミ!?　イヤミなの!?」

　逆ギレ気味に絶叫する。鳴々葉はますますうろたえて、

「えっ!?　いえ、そんなつもりは……」

「ジャージの袖でも鳴々葉の横腹のことでもないのなら、いったいなんで怒ってんだよ？」

　ゲーム機の画面を見つめたまま、紗々羅が投げやりに訊きき返した。

　そんな紗々羅を、羽々姫は肩を怒らせて睨みつける。

「先輩たちの態度の話をしてるんです！　今は待機任務中ですよね!?」

「だからこうして待機してるだろ」

「ダラダラしてるだけじゃないですか。そんなんだから昨夜ゆうべみたいに大赤字を出したり、周す防おう基き地ちの多た国こく籍せき部隊に獲え物ものを横取りされたりするんですよ！」

　興こう奮ふんで声を上うわ擦ずらせながら、羽々姫は怒ど鳴なった。

〝極きよく東とう自じ衛えい機き構こう〟は禍憑妃マガツヒ退治を請うけ負う営利企業。そして赤あか間まが関せき要よう塞さいにいる兵士は全員、金で雇われた傭よう兵へいである。地位も名誉も、身分の保証もない代わりに、戦功に応じて莫ばく大だいな報ほう賞しよう金きんが与えられる──そんな契約に従って命を賭かける戦せん闘とうのプロ。

　それが聖衣シユラウドをまとうことを許された、獣じゆう装そう巫ふ兵へいの本来あるべき姿なのである。

　にもかかわらず、この第一巫兵隊のゆるい雰囲気はなんなのか。獣装巫兵をなめてんのか!?

「あたしはべつに赤字じゃなかったぜ」

　まったくやる気の感じられない口く調ちようで、紗々羅が言った。私もー、と音ね々ねが手を挙げる。

　羽々姫は、ぎりっ、と奥歯を嚙かみ鳴らし、

「それはあんたたちがサボってたくせに美お味いしいとこだけ持っていくから！」

「あら、羽々姫さんのケーキもあるわよー」

「いやだからケーキの話じゃなくて！」

「美味しいのにー。食べないのー？」

　音々が、険悪な空気を完全に無視して訊きいてくる。紗々羅がゲームを一時停止して、

「ああ、だったらあたしが喰くう」

「誰だれも食べないなんていってません！」

　そういって羽は々ば姫きは、強引に紗さ々さ羅らの腕からケーキの皿を奪い返した。紗々羅は面おも白しろそうに羽々姫を横目で眺め、

「待たい機き任務中じゃなかったのかよ」

「に、任務に必要なカロリーの摂取です」

　羽々姫は仲間に背中を向けて、もそもそとケーキをむさぼり始めた。

　それを見た鳴な々な葉はは、多少なりとも羽々姫の態度が軟化したと踏んだのか、

「そういえば、もうすぐ給料日ですね。今度の非番の日に、みんなで買い物に行きませんか？」

　わざとらしく明るい声を出し、強引に話題を変えようとする。

「給料……？」

　ケーキを口に運ぶ手を止めて、羽々姫がゆっくりと振り向いた。羽々姫が浮かべていたのは、死んだ魚のような目のうつろな笑え顔がお。あまりにも荒すさんだその表情に、鳴々葉が、ひっ、と悲鳴を洩もらした。

「給料日ね……ふ、世の中にはそんなのもありましたね。わたしには関係ないですけど」

「は、羽々姫ちゃん？」

　思いがけない羽々姫の反応に、鳴々葉は怯おびえながら後ずさる。羽々姫は追い打ちをかけるように、拗すねた態度で、さらになにか言葉を続けようとした。

　だがその声は、突然、窓の外から聞こえてきた耳障りな騒そう音おんにかき消される。

　大音量で再生されたポップなダンスミュージックと、それに合わせて鳴なり響ひびく野太い歓声。

　おそろいの法被はつぴを着た男の整せい備び兵へいたちが、十数人ばかり兵舎の中庭に集まって、うちわなどを振りつつ奇妙な振り付けで踊っていた。

「息抜きをしてるのは、あたしたちだけじゃないようだな」

　無関心な口く調ちようで紗々羅が言った。

「なんですか、あれ？」

　羽々姫が眉み間けんにしわを寄せた。その質問に答えたのは音ね々ねだった。

「市民の慰い問もんにアイドルが来るらしいわよー」

「アイドル？」

「氷ひ川かわ凍とう華かっていったかしらー。ほら、このチラシー」

　音々が机の中をまさぐって、一枚のリーフレットを取りだした。赤あか間まが関せき市民のために催される小さなチャリティーイベントのチラシである。そこには華やかなドレスを着た愛くるしい少女の姿が印刷されていた。どうやら売り出し中の新人アイドルらしい。

　中庭で踊っている整備兵たちは、おそらく彼女のファンなのだろう。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい、と言わんばかりの態度で羽々姫はそのチラシを眺めていたが、裏面に印刷された一枚の白黒写真に気づいて小さく息を吞のんだ。アイドル氷川凍華の楽屋の風景である。

「須す賀がさん……!?」

　羽は々ば姫きの唇から、独り言のようなうめきが洩もれた。

「知ってる人？」

　音ね々ねが優やさしく微ほほ笑えみながら訊きいてきた。その言葉に羽々姫はハッと我に返って、

「いえ。なんでもないです」

　硬い表情で首を振る。これ以上、この話題を続ける気はないという断固とした意思表示だ。怪け訝げんそうに首を傾かしげる音々に、無理やり押しつけるようにしてチラシを返すと、

「ロードワークに行ってきます」

　無感情な声でそう言い残し、羽々姫は部へ屋やを出て行った。

　その後ろ姿を不安げな表情で見送りながら、鳴な々な葉はがぼつりと呟つぶやいた。

「どうしちゃったんでしょう、羽々姫ちゃん……」

　紗々羅が、ふん、と鼻を鳴らした。

「そういえば羽ア々イ姫ツが、金使ってるところって見ないな。あんだけ賞しよう金きんに執着してるくせに」

「そうねえ」

　音々も、優ゆう雅がに紅茶をすすりながら頰ほお杖づえをつき、

「鳴々葉ー、お願ねがいできるかしら」

　悪戯いたずらっぽく微笑みながら、彼女は鳴々葉に目配せした。鳴々葉が、ぎょっとしたように自分の鼻先を指さして、

「え、私が調しらべるんですか、羽々姫ちゃんのこと」

　あくまでもおっとりふわふわと、けれど有無を言わさぬ謎なぞの迫力で頷うなずく音ね々ね。

「得意でしょう、そういうの」

「ええー……」

　鳴々葉は今にも泣き出しそうな表情になって、溜ため息いき混じりに肩を落とした。
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　夕暮れ時。待たい機き任務をほかの小隊に引き継いだ直後の、つかの間の自由時間。

　制服姿の羽々姫が、基地の外れの小さな建物に入っていく。

　そしてそんな羽々姫の背後に、純白の鎧よろいをまとった怪しげな人ひと影かげの姿があった。

「こちら七七八号。羽々姫ちゃん……じゃない、目標ターゲツトは、基地の購買部ＰＸに入りました。どうやら雑誌の立ち読みに来た模様」

『本部了解。追跡を続行せよ』

「はあ……」

　通つう信しん機きから流れてくる紗さ々さ羅らの声に、鳴々葉は弱々しい溜息を洩もらした。

　鳴な々な葉はの聖衣シユラウドは、〝波動制御〟という特殊な権き能のうを有している。空間を伝わる〝波〟を制御するその能力は、振動によって攻こう撃げき対象にダメージを与えるだけでなく、光や電波、音などもある程度までコントロール可能だった。

　今の鳴々葉はそれを使って羽々姫の目から姿を隠し、ついでに足音なども消している。

　羽々姫をこっそりと尾行して、彼女の行動を探るためである。

「でも……いいんですかね、こんなことに聖衣シユラウドを使って……」

　不安げな声こわ音ねで鳴々葉が訊きいた。聖衣シユラウドはれっきとした兵器であり、無断使用は犯罪である。しかし紗さ々さ羅らはそんなことはお構いなしに、

『部隊内の信頼関係にかかわる問題だからな。やれ』

「うう……あんまり気が乗らないんですけど……」

　上官の命令には逆らえず、鳴々葉は渋々と監かん視しを続けた。

「あ、目標ターゲツトが雑誌を確かく保ほしました」

『本部了解。雑誌名を報告せよ』

「えーと……ＤＯＭドムですね。男性向けアイドル雑誌の」

　羽々姫が手にした雑誌名を、鳴々葉は真ま面じ目めに報告する。通信機の向こう側から、紗々羅の困惑する気配けはいが伝わってきた。

『アイドル雑誌？』

「えーと、巻頭特集は氷ひ川かわ凍とう華かです」

『今度うちに来るって若手アイドルか』

「はい。どうやらスタッフのコメントのページを読んでるみたいです」

『いきなりそこからか。マニアックだな』

　紗々羅が淡々と感想を口にする。ですねえ、と鳴々葉も頷うなずいて、

「あ、目標は雑誌を持ってレジに移動する模様……と思ったら、戻ってきました」

『気づかれたのか？』

　紗々羅の声に、緊きん張ちようの響ひびきが混じった。しかし鳴々葉は首を振り、

「いえ……お金が足りなかったみたいです」

『あ？　カードの残高不足ってことか？　そんなはずないだろ、あんながめつく稼かせいでるのに』

「言われてみれば変ですね……」

　鳴々葉も困惑気味に呟つぶやいた。

　自じ衛えい機き構こうの傭よう兵へいたちが稼いだ給与や報ほう賞しよう金きんは、専用のチップカードに記き録ろくされることになっている。基地の中での買い物や食事は、そのカードから自動的に引き落とされるので、現金を持ち歩く必要はなかった。逆に言えばカードの残高が、その兵士の持つ全財産ということでもある。やたら金にうるさくドケチなあの羽は々ば姫きに限って、カードの残高不足など、あり得ないことだと思われた。

『鳴な々な葉はー、ちょっと羽は々ば姫きさんの口座の残高を調しらべてきてくれる？』

　通つう信しん機きから、音ね々ねのおっとりとした声が聞こえてくる。語り口は相変わらず上品だが、言ってることはかなりえげつない内容だ。

　鳴々葉は本気でうろたえながら、

「えええっ!?　それって犯罪じゃないですか!?　さすがにそれはちょっと、羽々姫ちゃんにも悪いし……」

『聖衣シユラウドを私用に使ってたことを訴えられてもよければ、べつにいいけどー』

　音々がにこやかにプレッシャーをかけてくる。

「そんな、だってそれは先せん輩ぱいたちの命令で……」

『訴えられてもよければ、べつにいいけどー』

「うう……やりますよ。やればいいんでしょ……」

　目にいっぱいに涙を溜ためながら、鳴々葉は近くにあるＡＴＭ端末へと向かった。コンピューターのハッキングは、聖衣シユラウドではなく鳴々葉個人の特技である。旧日本政府の諜ちよう報ほう員いんだった父親の影えい響きようで、鳴々葉はその手の技能を幼いころから叩たたきこまれているのだ。

　聖衣シユラウドの助けも借りながら、鳴々葉はわずか九十秒ほどで基地の経理サーバーに侵入した。もちろんこれもバレれば重罪。下へ手たしたら軍法会かい議ぎモノである。そして、

「ええっ……!?」

　端末に表示された数字を見て、鳴々葉は言葉を失った。

『七七八号、どうした？』

　紗さ々さ羅らが驚おどろいたように訊きいてくる。鳴々葉は動揺で声を裏返らせながら、

「なんか……すごい金きん額がくです。羽々姫ちゃんの口座の残高……えーと、千、万、十万、百万、一千万……一億……」

『……一億？』

「いえ……じゅう……十五億新円……とちょっと……」

『なんだそりゃ。いくら傭よう兵へいでも、一年やそこらで稼かせげるような金額じゃないだろ』

　啞あ然ぜんとした口く調ちようで紗々羅が言った。鳴々葉は半泣きになって端末を見つめながら、

「そうなんですけど、でも……あれ？　なんだろ、これ？」

『なんだ？』

「残高の数字の頭に、△マークがついてるんですけど……」

『△マーク？』

『それはマイナスって意味ね』

　ただ一人ひとり冷静な声で音々が説明する。鳴々葉は納得したようにうなずいた。

「はあ。するとこれは、残高がマイナスって意味ですか。ってことは、羽々姫ちゃんの口座にあるお金って……マイナス十五億新円？」

『十五億の借金ってことだな』

　なんじゃそりゃ、と紗さ々さ羅らがうめいた。鳴な々な葉はは表情を強こわ張ばらせたまま、

「しゃっ、借金が十五億!?」

『それも個人で作れるような借金の額じゃねえな……』

　紗々羅が低く沈んだ声を出す。部隊の仲間の思いがけない秘密を知ってしまって、さすがの彼女も困惑を隠せないでいるらしい。

『なにか犯罪の臭においがするわねえ』

　音々がおっとりと指摘した。

「そんな……は、犯罪……なんて……」

　鳴々葉は顔色を蒼そう白はくにして、ぶるぶると肩を震ふるわせた。
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　数日後。

　いつものように詰め所に出勤した羽は々ば姫きは、見み慣なれない光景に目を見張った。

　第一巫ふ兵へい隊たいの三人の少女が、トレーニングをしていたのだ。

　紗々羅は黙もく々もくと腹筋を繰くり返し、鳴々葉は腕立て伏せに励んでいる。音ね々ねは床にマットを敷しいて、逆立ちするアシカのような姿でヨガのポーズを取っていた。

「……どうしたんですか、皆さん」

　羽々姫は、疑惑の眼まな差ざしで同じ小隊の同僚たちを眺めた。

　本来ならなにもおかしなことはない。傭よう兵へいである羽々姫たちに基き礎そ的てきな訓練は義務づけられていないが、戦せん闘とうのプロである以上、体たい調ちようの自己管理は基本中の基本である。待たい機き任務中の自主トレは、羽々姫がいつもやっていることだ。

　しかしこの部隊に限っては、それは決してあり得ない光景だった。鳴々葉はともかく、紗々羅や音々がトレーニングしている姿など、これまで一度も見たことがない。絶対になにか裏があるに違いない──と羽々姫は思う。

「いえ……その、なんでもないの……本当に！」

　腕立て伏せの姿勢のまま、鳴々葉がぎこちなく、答えにもなっていない答えを返してきた。

　音々はヨガマット上で華か麗れいにイナバウアーを決めながら、

「待機任務中だから、トレーニングでもしようと思ってー」

　普ふ段だんと変わらない態度でにっこりと微ほほ笑えみかけてくる。

　羽々姫は猜さい疑ぎ心しんで眉まゆをひそめつつ、

「なにかあったんですか？　急にトレーニングだなんて」

　そんな羽々姫に、紗々羅が素っ気なく言い返す。

「今日きようから本気出すことにしたんだよ」

「はあ……まあ、べつにいいですけど……」

　羽は々ば姫きは戸惑いながらも渋々と納得した。いかなる理由であれ、真ま面じ目めに訓練に励んでいるのなら文句を言うことではないと思い直したのだ。

「じゃあ、わたしはロードワークに行ってきます」

　そう言い残すと羽々姫は、スポーツタオルを引っかけて外に出た。彼女の足音が遠ざかっていくのを確かく認にんして、紗さ々さ羅らたちはおもむろに顔を寄せ合った。トレーニングしていると見せかけて、三人は密みつ談だんの真っ最中だったのだ。

「よし、行ったな」

「それでどうだったのー？」

「それが……その、これを見て欲しいんですけど……」

　鳴な々な葉はがトレーニングウェアの胸元から、一冊の雑誌を取り出した。ＤＯＭドムと書かれた表紙を紗々羅は一いち瞥べつし、

「例のアイドル雑誌か」

「でも、これ去年の号ね？」

　雑誌の発行月に気づいて、音ね々ねが訝いぶかしげに訊きいた。

「はい。それで……このページなんですけど……」

　鳴々葉は雑誌を開いて、二人ふたりの上官の前に差し出した。アイドルの水着グラビアのページである。赤いビキニを身につけた少女が、海辺でポーズを決めている。年ねん齢れいは十四、五歳といったところだろうか。その少女の写真を見て、紗々羅たちは激はげしく微妙な表情を浮かべた。

　曇くもりのない笑え顔がおを浮かべたアイドルの少女は、決して可か愛わいくないわけではない。

　可愛くないわけではないのだが──

「羽々姫さん？」

「本人……だよな？　なにやってんだ？」

　激しく見覚えのあるその少女の姿に、音ね々ねと紗々羅が嘆息する。

「このころの羽々姫さんも可愛いわねえ」

　いち早く立ち直った音々が、うっとりしたように頰ほおに手を当て、

「胸ないな、あいつ」

　紗々羅が失礼な感想を述べた。

「素敵すてきな水着ねー」

「半ケツ出てるし」

「えーと……羽々姫ちゃん、この基地に来る前まで、アイドルをやってたらしいんです」

　鳴々葉が怖おず怖おずと言葉を続けた。音々は大きく目を瞬しばたいて、

「まあ」

「それはまた意外な事実だな」

　紗さ々さ羅らが、タチの悪い冗じよう談だんを聞いた、と言わんばかりに顔をしかめる。

「期待の新人ということで、専門家やマニアの評価もなかなか高かったそうです」

「それがなんで傭よう兵へいなんかに？」

「それが、その……羽々姫ちゃんが所属していた事務所が倒産してしまったみたいで……」

　鳴な々な葉はがぼそぼそと言いにくそうに説明した。

「事務所の社長は失しつ踪そうして今も行方ゆくえ不ふ明めいだそうです。で、連帯保証人の契約をしていた羽々姫ちゃんが、事務所の負債をまるまる背負うことになってしまって……」

「騙だまされたのか？」

　紗々羅が眉み間けんを押さえて訊きき返す。

「はい、たぶん。知らないうちに契約させられていたんだと思います」

　まるで自分が責められているようにしおれた態度で、鳴々葉は顔を伏せた。

「あら……じゃあ彼女が傭兵になったのも……？」

「騙されて契約書にサインしてしまったみたいで……借金を全ぜん額がく返済するまでは除隊できないとか」

「十五億新円の借金か……まあ、まあ何年か連続で撃げき墜つい王おうにでもなれば、返せる可能性がないわけじゃないが……」

　しかめっ面つらのまま紗々羅が息を吐いた。

　生命の危険と引き替え、という条件付きではあるが、民間軍事会社の傭兵なら年ねん齢れいや性別に関係なく、高こう額がくの報ほう賞しよう金きんを稼かせぐことができる。未成年の少女が十五億新円もの借金を返そうとするなら、ほかに職しよく業ぎよう選択の余地はないだろう。

「それであんなにがんばってたのねー」

　音ね々ねが感心したように吐と息いきを洩もらす。ふむ、と紗々羅もうなずいて、

「須す賀がってのは？」

「たぶん彼女のことだと思います」

　そう言って鳴々葉は、もう一冊の雑誌を取り出した。同じくＤＯＭドムの最新号。購買部ＰＸで羽は々ば姫きが立ち読みしていたやつである。

　その女性の名前と顔写真が掲載されていたのは、アイドル本人ではなく、関係者インタビューのページだった。その小さな記事に紗々羅はざっと目を通し、

「須賀宮みや子こ？　氷ひ川かわ凍とう華かのプロデューサーか。若いな」

「はい。事務所は変わってるんですけど、この女ひ性とが、アイドル時代の羽は々ば姫きちゃんのプロデュースを担当していたらしいんです」

　鳴々葉の解説に、あら、と音々が眉まゆを上げた。

「じゃあ、もしかして羽々姫さんを騙して契約書にサインさせたのって……」

「はい。傭よう兵へい契約の証人の欄らんに、この女ひ性との名前がありました」

　鳴な々な葉はがぎゅっと唇を嚙かむ。紗さ々さ羅らは不ふ機き嫌げんそうに目を眇すがめた。

「つまりこいつが羽は々ば姫きを陥おとしいれた実行犯ってことか」

「氷ひ川かわ凍とう華かのプロデューサーってことは、うちの基地にも来るのかしら？」

　紗々羅の手から雑誌を受け取って、うーん、と音ね々ねが唇に手を当てる。

「そうかもしれないですね」

　鳴々葉が頼りなくうなずいた。げっ、と紗々羅は表情を険しくして、

「ちょっと待て。羽々姫はこいつに騙だまされて自じ衛えい機き構こうに放り込まれたんだよな？　十五億の借金を背負わされて」

「ですね……」

「やばくないか、それ？」

「え？」

「だってこいつ、今日きよう、赤あか間まが関せきに来るんだろ？　氷川なんちゃらと一いつ緒しよに」

「羽々姫さん、きっと恨うらんでるわよねえ、この女ひ性とのこと」

　まだよく事情が吞のみこめていない鳴々葉の耳元で、音々が静かに呟つぶやいた。

「それは……まあ……」

「聖衣シユラウドの力を使えば、新人アイドルのプロデューサーを、事故に見せかけて跡形もなく消し飛ばすくらい簡かん単たんよね」

　音々の言葉を聞いた鳴々葉の頰ほおに、じわりと冷たい汗が流れ落ちた。

「こ、恐いこと言わないでくださいよ。いくら羽々姫ちゃんだって、人殺しなんてそんな……借金を押しつけられたくらいで……」

「十五億新円の借金か……殺人の動どう機きとしては十分だな」

　紗々羅が冷静に指摘する。

　鳴々葉は潤うるんだ瞳ひとみを泳がせながら、

「で、ですけど……聖衣シユラウドの使用許可が出なければべつに……」

　赤間関要よう塞さい全域に騒そう々ぞうしいサイレンが鳴なり響ひびいたのは、まさにその瞬しゆん間かんだった。

　詰め所の天てん井じようにあるスピーカーから、管制官の声が流れ出す。

『──赤間関コントロールより各員へ。周す防おう灘なだ方面より大型禍憑妃マガツヒの上陸を確かく認にん。出しゆつ撃げき可能な獣じゆう装そう巫ふ兵へいは全員ただちに聖衣シユラウドを着装。これらを迎撃してください』

「こ、こんなときに緊急発注スクランブルですか!?」

　鳴々葉が髪を振り乱して跳ね起きた。迎撃の依頼ということは、問題の羽々姫も当然、聖衣シユラウドを着装して出撃することになるだろう。そして、

『なお、禍憑妃マガツヒの進路上で、民間人を乗せた臨りん時じ列車が停車している模様。列車には当基地の来らい賓ひんである氷川凍華さんとスタッフが搭乗しています。最さい優ゆう先せんで乗客の安全確かく保ほを願います。最さい優ゆう先せんで乗客の安全確かく保ほを願います』

「なにぃ……！」

　およそ考え得る限り最悪の事態に、紗さ々さ羅らが歯を剝むいて低く唸うなった。

「は、羽は々ば姫きちゃん！」

　鳴な々な葉はの声は、ほとんど悲鳴と化していた。
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　真っ先に聖衣シユラウドに着替えて外に出たのは、羽々姫だった。

　ロードワークの途中だった彼女は、誰だれよりも早く格納庫に駆けこむことができたのだ。そして羽々姫は紗々羅たちを待たずに、

「ＡＳ５５２、天あま乃の羽々姫少尉──先行します。許可を！」

　勝手に発進準備を整ととのえてそう言った。着替えの途中だった紗々羅が、げほっ、と咳せきこみ、

「ちょっと待て、羽々姫！　おまえなに勝手に……!?」

『コントロール、了解。許可します』

「きょっ、許可しないでええええええ！」

　鳴々葉が絶叫するが時すでに遅く、羽々姫は轟ごう音おんとともに基地を飛びだしていく。

　傭よう兵へい部隊である〝極きよく東とう自じ衛えい機き構こう〟では編へん隊たい行動はそれほど重視されないし、手柄にがめつい羽々姫が単たん機きで先行するのはよくあることだ。だがしかし今日きようの羽々姫は、いつもに増して焦っているように感じられた。そのことが鳴々葉たちを不安のどん底に突き落とす。

「ああっ、くそっ！　うちらも出るぞ、コントロール！」

『コントロール、了解』

　着替えもそこそこに格納庫を出た紗々羅たちが、羽々姫を追って慌ただしく出しゆつ撃げきした。

　軍用機扱いである聖衣シユラウドの着装者は、道路交通法や航空法の制約を受けない。道路だろうが市街地だろうがお構いなしに、地上すれすれをぶっ飛んでいく。

　封印解放状態の聖衣シユラウドの装着者は、百メートルを一秒フラットで駆け抜ける。秒速百メートル。時速三百六十キロ。生身でありながら攻撃ヘリにも匹敵する超人的な速度だ。

　三分足らずで十数キロを駆け抜けたところで、鳴々葉たちは、ようやく前を行く羽々姫の姿を確かく認にんした。

「は、速い……！」

　鳴々葉が冷や汗を浮かべてうめいた。

　羽々姫までの距きよ離りは約六千メートルほど。予想以上に差が開いている。突撃型である羽々姫の聖衣シユラウドは、鳴々葉たちよりも速いのだ。

「もう……ダメ……」

　息も絶え絶えになった音ね々ねが、弱々しく呟つぶやいて速度を落とした。

　音々の聖衣シユラウドは淡い紫。優ゆう美びな観かん賞しよう魚ぎよを思わせる艶あでやかな意い匠しようが特徴的だ。大火力の範はん囲い攻こう撃げきを得意とする支援型聖衣シユラウドだが、おっとりほわほわした持ち主の性格を反映してか、機き動どう力りよくはそれほど高くない。

　続いて紗さ々さ羅らも速度を落とした。加速するのをやめた彼女は、聖衣シユラウドまかせでのんびりと滑空を始める。追いかけるのが面めん倒どう臭くさくなったらしい。

「あー、こりゃダメだ。あたしのＭＳ２４０サクヤじゃ追いつけないわ」

「諦あきらめないでくださいー……羽は々ば姫きちゃんを止めないと！」

「臨りん時じ列車って、あれのことかしら？」

　山さん麓ろくを走っている線せん路ろに気づいて、音々が言った。

　隠れるもののなにもない無防備な姿で、六両編へん成せいの装甲列車が止まっている。禍憑妃マガツヒの攻撃で線路が破は壊かいされ、立ち往生しているらしい。

「おお、すげえな。護ご衛えい車両つきの貸し切り列車だぜ。金かけてんなー」

「そういう問題じゃないですよ。こ、このままじゃ羽々姫ちゃんが犯罪者に……！」

　のんきな感想を洩もらす紗々羅に、鳴な々な葉はが涙声で抗こう議ぎする。

　すでに戦域に到着した羽々姫は、禍憑妃マガツヒと戦い始めていた。群がる小型の妖よう獣じゆうたちを切り裂いて、赤い聖衣をまとった少女が一いつ直ちよく線せんに列車を目指している。

　あと六十秒もあれば鳴々葉たちも追いつくが、それは羽々姫が、列車の中にいる須す賀が宮みや子こを血祭りにあげるのに十分すぎる時間である。

「もういっそ、あたしたちも共犯になっちまうか。目もく撃げき者しやを皆殺しにすれば、羽々姫の犯罪もバレないだろ」

「なにさらっと恐ろしいこと言ってんですか!?」

「いや、まあ冗じよう談だんだけどな」

「紗々羅先せん輩ぱいが言うと冗談に聞こえませんー！」

「仕方ないわね。鳴々葉ー、あれやって」

「え、ええっ!?　あれって、まさか〝還矢カエシヤ〟ですか!?」

　お気楽な口く調ちようの音々の発言に、鳴々葉の顔から血の気が引く。

「ま、それしかないか。迷ってる時間はないぜ」

　紗々羅が悟ったような表情で肩をすくめた。

　鳴々葉は聖衣シユラウドの専用武装を握りしめ、神に懺ざん悔げするように目を閉じた。

「う……ごめん、羽々姫ちゃん……！」




　そのころ羽々姫は、大剣を振りかざし、禍憑妃マガツヒの群れに苦戦していた。

　聖衣シユラウドの封印は、すでに第二段階まで解放済み。ザコ禍憑妃マガツヒを相手にするには、過剰なほどの魔ま力りよくを放出中である。

　しかし羽は々ば姫きのＡＳ５５２クシナダは、単体の禍憑妃マガツヒとの格かく闘とう戦せんに特化した突とつ撃げき型がた聖衣シユラウドで、このような殲せん滅めつ戦せんには向いていない。斬きっても斬っても敵の数は減らず、賞金スコアも稼かせげず、目標の装甲列車に近づくこともできず、苛いら立だちばかりが募っていく。

「この羽虫どもっ、わたしの邪魔をするなっ！」

　羽々姫が剣を振り回しながら絶叫した。

　小型の禍憑妃マガツヒは運がよければ通常兵器でも撃退可能だが、それでも数が多過ぎた。列車の護ご衛えい車両が機き関かん砲ほうなどで応戦しているが、虫むし除よけスプレー程度の効果も与えられていない。

　今回出現した群れの親ボスは、十五メートル級の陸戦型禍憑妃マガツヒだった。

　翼つばさの生はえた蛇に似たその姿は、数日前に遭遇した大型禍憑妃マガツヒに比べれば細身だが、それでも装甲列車程度を一撃で破は壊かいするくらいの力はある。護衛車両の弾幕を歯し牙がにもかけず、禍憑妃マガツヒが列車に近づいていく。それを見た羽々姫が、ついにキレた。

「その列車に、おまえらが手を出すなあああっ！」

　獣けもののような咆ほう吼こうとともに、羽々姫は敵の群れに突っこんだ。怒りに任せた抜剣突撃だった。

　封印解放第一段階アンシール・レベルワン──

　弾幕のように密集する雑ざ魚こをすべてかわし、コマ落ちしたかのような超高速移動で、陸戦型禍憑妃マガツヒの背後に出現。その勢いのままに剣を振り下ろす。

　羽々姫の聖衣シユラウドの特殊権能〝生体感覚加速〟である。

　常人の最大一千倍近くまで反応速度を加速するこの能力は、使うとやたら腹が減る、疲れる、汗だくになる、空気抵抗で肌も荒れる、多用するとほかの人々よりも速く老ふける、と実はあまりいいことがない。おまけに基本料金はバカのように高く、使い過ぎれば確かく実じつに破産である。しかしその威力は絶大だ。

　超音速まで加速された大剣〝十束トツカ〟が妖よう獣じゆうの外殻をぶち破り、断だん末まつ魔まの叫さけびを残して陸戦型禍憑妃マガツヒは沈ちん黙もくした。

「やった……！」

　羽々姫は大剣を構えたまま膝ひざを突く。

　列車はギリギリで無事だった。特別に貸し切られた車両の中に、乗客の数は多くない。知り合いの顔を見つけるのは、それほど難むずかしいことではなかった。

　細身のスーツを着た、理知的な雰囲気の若い女性だ。

　須す賀が宮みや子こ。かつてアイドルとして将来を嘱しよく望ぼうされていた羽々姫を、傭よう兵へいとして売り飛ばし、赤あか間まが関せき要よう塞さいに送りこんだ女だ。

　宮子の隣となりには、私服姿の可か愛わいらしい少女がいた。怯おびえたような表情で、宮子にしがみついている。氷ひ川かわ凍とう華かとかいう新人アイドルだ。互いに支え合うように寄り添う二人ふたりを見て、羽々姫は剣の柄つかを握る手に力をこめた。そこは本来なら、羽々姫がいるべき場所だったのだ。

「行くよ、クシナダ！」

　羽は々ば姫きが剣を振り上げた。素肌を剝むき出だしにした羽々姫の背中で、ゆらりと龍りゆうに似た影かげが揺らめいた。羽々姫の全身を淡い燐りん光こうが包み、次の瞬しゆん間かん、凄すさまじい勢いで彼女の剣が一いつ閃せんした。

　列車に攻こう撃げきをしかけようとした小型禍憑妃マガツヒの生き残りが、その一撃で跡形も残さず消滅する。宮子たちを乗せた客車は無事だ。それを確かく認にんして、羽々姫は微ほほ笑えんだ。

「須賀さん……よかった、無事で……」

　小さくそう呟つぶやいて、羽々姫はそっと剣を下ろした。

　一瞬だけ、列車の窓越しに宮子と目が合ったような気がした。そして、その直後──

「ぐぼっ!?」

　爆ばく発はつ的てきな衝しよう撃げきが、いきなり背後から羽々姫を襲おそってきた。

　破局粒子ＤＣＰをまとった光剣の直撃。

　誰だれかが羽々姫の背中を撃うったのだ。

　生身でトラックに激げき突とつしたようなダメージを受けて、羽々姫の小柄な身体からだがきりきりと宙を舞まった。壮絶な土煙を噴ふき上げながら、羽々姫は幾度となく地面をバウンド。最後に、直径十メートルほどのクレーターを穿うがって、無残に地面にめりこんだ。

　いくら聖衣シユラウドを着ているからといって、とても耐えられるものではなかった。

　朦もう朧ろうとした意い識しきの中で、羽々姫の視界が捉とらえたのは、ブーメラン型の巨大手裏剣を回収する鳴な々な葉はの姿だった。鳴々葉の聖衣シユラウドの専用武装〝還かえ矢しや〟である。羽々姫の背中を、鳴々葉がそいつで狙そ撃げきしたのだ。

「な、鳴々葉……なんで!?」

　どうにか上体を起こしたところで、力尽きたように羽々姫は地面に突っ伏す。

　いったいなにがどうなって、どうして自分がこんな目に遭っているのか──

　まったく理解できないまま、羽々姫の意識は、闇やみに沈んでいった。
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　翌日。勤務を終えた紗さ々さ羅らたちは、基地の医務室を訪れていた。

　負傷した羽々姫を見み舞まいに来たのである。

「ごめんね、羽々姫ちゃん」

　包帯まみれの羽々姫の足下にすがりついて、涙目になっているのは鳴々葉である。今にも切腹しそうな勢いで土下座した彼女は、ぐりぐりと額ひたいを床にこすりつけ、

「本っ当に、ごめんなさい！」

　そんな鳴々葉のポニーテールを眺めながら、羽々姫は小さく溜ため息いきをついて、

「もういいよ。どうせ紗々羅先せん輩ぱいたちの命令だったんでしょ」

　半はん眼がんの羽は々ば姫きに睨にらまれた紗さ々さ羅らが、素知らぬ顔で目を逸そらす。

「ごめんねー」

　音ね々ねが両手を合わせながら、悪戯いたずらっぽく微ほほ笑えんだ。紗々羅はそっぽを向いたまま、

「てっきりおまえが、あの須す賀がって女の乗った列車を襲しゆう撃げきすると思ったからな」

「なんで私が須賀さんを襲おそわなきゃならないんですか」

　羽々姫が呆あきれたような顔で訊きき返す。紗々羅は、困惑したように唇を曲げた。

「恨うらんでるんじゃなかったのか。おまえを騙だましてこの部隊に放り込んだんだろ。十五億の借金を背負わせたりして」

　はあ、と羽々姫は曖あい昧まいに首を振り、

「それは最初はびっくりしましたけど……でも、べつに須賀さんのことを恨んだりしませんよ。借金は彼女のせいじゃないですし、わたしのことを助けてくれた恩人なんですから」

「……助けた？」

　羽々姫の意外な返答に、紗々羅たちは驚おどろいて顔を見合わせる。

　包帯まみれの手で、羽々姫はコリコリと自分のこめかみをかき、

「うちの社長が借金した相手はタチの悪いマフィアみたいな人たちだったらしくて、連帯保証人にされたわたしは、あのままだったらかなり悲惨な目に遭わされていたはずだったんです。裏ビデオに出演させられたり、どっかの変態趣しゆ味みの金持ちの愛人として売り飛ばされたり。自己破産したくらいで許してくれる相手じゃないですし……」

「そうか……おまえが獣じゆう装そう巫ふ兵へいになったのは……」

　紗々羅がなにかに気づいたように、眉まゆを上げた。

　羽々姫は屈託なく笑ってうなずいた。

「はい。たまたまわたしに巫み女この素質があることを知ってた須賀さんが、わたしの身柄を自じ衛えい機き構こうに預けてくれたんです。いくらマフィアの人たちでも、軍事会社を敵に回したりはできないですから」

　なるほど、と紗々羅たちは納得した。

　民間企業とはいえ、〝極きよく東とう自衛機構〟の戦力は小国の軍隊並。ましてや聖衣シユラウドを着装した獣装巫兵は、たった一人ひとりで一個師団の戦車部隊とも互角に渡り合う。マフィアといえども容易たやすく手が出せる相手ではない。

　だから須賀宮みや子こは羽々姫に傭よう兵へいの契約を結ばせたのだ。羽々姫の安全を守るために──

「そういうことだったんだ……」

　ようやく事情を把握し終えて、鳴な々な葉はの表情から緊きん張ちようが解けた。まあね、と羽々姫は息を吐き、不意に冷ややかな表情を浮かべた。キッ、と紗々羅を睨ねめつける。

「ところで、どうして先せん輩ぱいたちはわたしの借金のことを知ってるんですか？」

「細かいことは気にするなよ」

　紗さ々さ羅らが面めん倒どう臭くさそうに言う。羽は々ば姫きは髪を逆立てて、

「細かくありません！　他人の過去をあれこれ詮せん索さくするのはよくないと思います！　プライバシーの侵害です！」

「こんな写真を雑誌に載せといて、プライバシーもクソもないだろ……」

「ぎゃーっ！」

　紗々羅がベッドの上に投げ出した雑誌を見て、羽々姫が絶叫した。アイドル時代の羽々姫の水着グラビアが載ったＤＯＭドムである。

「な、なんなんですか。なんでその雑誌がここに……!?」

「半ケツ出してポーズ決めてるヤツが、今さら恥ずかしがるなよ」

「半ケツいうなっ！　す、捨てろっ！　そんなもの燃もやしてしまえーっ！」

「は、羽々姫ちゃん、そんな暴あばれたら傷にさわるよ！」

「誰だれのせいだと思ってんのよ！」

「ふふ……羽々姫さん、可か愛わいいわよ」

「くっ……く……こんな部隊、出て行ってやる！」

　傷の痛みと屈辱に震ふるえながら、羽々姫は叫んだ。

　心の底から絶叫した。

「借金返したら、絶対に出て行ってやるんだから──────────！」
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　禍まが々まがしい色の朝焼けが、東の空を染めていた。

　かつて空港と呼ばれていた巨大な廃はい墟きよの片隅に立って、一人ひとりの少女がそれを見上げている。

　少女の年ねん齢れいは十三、四歳ほど。すらりと背が高く、大人おとなびた雰囲気の綺き麗れいな娘だ。

　飾り気のない栗くり色いろの髪。整ととのった面おも差ざしと、どこか寂しげに澄すんだ瞳ひとみ。

　普通に学校に通っていれば、清せい楚そな優ゆう等とう生せいとして密ひそかな人気者になっていたかもしれない。

　しかし彼女が身につけているのは、中学校の制服などではなく無骨な軍服だ。

　そして彼女が立っている場所は、苛か烈れつな戦争の最さい前ぜん線せんの基地だった。

「……厳きびしい戦いになりそうですね」

　身じろぎもせずに空を見上げたまま、栗色の髪の少女がぼそりと呟つぶやいた。

　崩れかけた階段を上って近づいてくる、誰だれかの気配けはいに気づいたのだ。

　しばらくして姿を現したのは、同じ軍服を着たもう一人の少女だった。

　眼鏡めがねのよく似合う真ま面じ目めそうな顔立ち。淡い桜さくら色いろのマフラーが、冷たい風に舞まっている。

「侵攻中の敵の群れは、十五年前の関かん東とう侵攻時に確かく認にんされた数を凌しのいでいるそうよ。対して、こちらの戦力は、多く見み積つもっても当時の七割ってところね」

　階段を上ってきた眼鏡の少女が、溜ため息いきをつきながらそう言った。

　二人ふたりの身長は同じくらいだが、遅れて現れた少女のほうが、少しだけ年上なのだろう。緊きん張ちよう気味に目を伏せる後こう輩はいに、彼女は優やさしく微ほほ笑えみかける。

「でも、大丈夫。あなたがいるものね」

「…………」

　栗色の髪の少女が、無言で強く唇を嚙かんだ。

　そんな後輩の首筋に、眼鏡の少女が、自分のマフラーを外してふわりと巻きつける。

　驚おどろいて振り返る後輩の耳元に、眼鏡の少女はそっと唇を寄せ、

「頼りにしてるわ、撃げき墜つい王おう。私だけじゃない、みんなあなたのことを信じているから──」

「私は……」

　呪じゆ文もんのように繰くり返される先輩の言葉を聞きながら、栗色の髪の少女は、少し悲しげに目を閉じた。桜色のマフラーを指先でぎゅっと握りしめ、声もなく呟つぶやく。

「私は……」
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　ポニテふうに髪を結わえた美しい少女が、時速三百キロで空中を疾走していた。

　極きよく東とう自じ衛えい機き構こう所属の獣じゆう装そう巫ふ兵へい、樛とがの宮みや鳴な々な葉は、十五歳である。

　彼女が身につけているのは純白の鎧よろい。

　金属のようでもあり生物の甲こう羅らのようでもある、艶つややかな装甲に覆おおわれた戦せん闘とう服ふくだ。

　獣けものの姿を象かたどったシルエットは、兵器というよりも、どこか呪じゆ術じゆつ的てきな衣装を連想させる。

　獣装戦闘服ＢＤＵ。またの名を〝聖衣シユラウド〟──

　それがその奇妙な鎧よろいの名前だった。

「ＡＳ５５０、目標捕ほ捉そく！　羽は々ば姫きちゃん、お願ねがい！」

　無む線せん機きに向かって叫びながら、鳴な々な葉はが、ブーメラン型の巨大手裏剣を投げつける。それは複雑な軌跡を描きながら高層ビルの残ざん骸がいを貫通し、ビルの陰に隠れていた巨大な何かが、その攻こう撃げきを避けるために姿を現す。

　恐怖そのものを形にしたような不気味な輪郭シルエツト。全長十数メートルにも達する、金属質の甲こう羅らに覆おおわれた怪物だった。

　人類の天敵、そして災さい厄やくの獣とも称される妖よう獣じゆう──〝禍憑妃マガツヒ〟だ。

「正面から突っこんで動きを止めるわ。鳴々葉、援えん護ごして！」

　手裏剣を回収する鳴々葉を追い抜いて加速したのは、天あま乃の羽々姫。小柄で可か愛わいらしい顔立ちをしているが、勝ち気そうな瞳ひとみが印象的な少女である。

　彼女がまとう聖衣シユラウドの装甲は、宝石のように輝かがやく真紅。聖衣シユラウドの背中には、翼よく竜りゆうのそれを思わせる翼つばさが装着されている。

　そして彼女の右手に握られていたのは、光輝く巨大な剣だった。

　羽々姫の聖衣シユラウド〝ＡＳ５５２クシナダ〟の専用武装、大剣〝十束トツカ〟──

　それを頭上に振り上げたまま、羽々姫は禍憑妃マガツヒの巨体へと突撃。類人猿に似た禍憑妃マガツヒの四本の腕をかいくぐって、その胴体へと斬きりつける。が、

「げっ……硬かたっ！」

　斬りつけたのと同じ勢いで剣を弾はじかれて、伝わってくる異様な手て応ごたえに羽々姫はうめいた。

　体勢を大きく崩した彼女へと禍憑妃マガツヒの反撃が殺到し、その風圧にほとんど吹っ飛ばされるような形で、羽々姫は必死に逃げ惑う。

「あっ、わっ……」

　狙そ撃げきタイプの聖衣シユラウドを着た鳴々葉が、羽々姫を援護しなければ、と焦りまくりながら短剣ダガーをばらまくが、

「は、迅はやいっ！」

　禍憑妃マガツヒは巨体に似合わぬ敏びん捷しようさで、それらを回かい避ひ。逆に一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、射撃を終えた直後の無防備な鳴々葉に向けて跳ちよう躍やくした。

　予想外の敵の逆ぎやく襲しゆうに、鳴々葉は涙目になって硬直。身動きできずにいる彼女へと、禍憑妃マガツヒの巨大な拳こぶしが迫り、

「ひっ!?」

　そんな妖獣の禍まが々まがしい巨体が、鳴々葉の眼がん前ぜんで凍りついたように静止する。

　潤うるんだ瞳ひとみを呆ぼう然ぜんと見開いて、その異様な光景を凝ぎよう視しする鳴々葉。

　苦しげな咆ほう吼こうとともに禍憑妃マガツヒは抵抗するが、その全身は、鎖くさりに縛しばられたように動かない。

　禍憑妃マガツヒの動きを封じているのは、眩まばゆく輝かがやく幾何学的な魔ま法ほう陣じんだった。

　無数に重ねられた魔法陣が強固な檻おりとなって、妖よう獣じゆうの自由を縛っている。破局粒子ＤＣＰによって紡がれた対禍憑妃マガツヒ用の結界だ。

「音ね々ね先せん輩ぱい──！」

　ようやく体勢を立て直した羽は々ば姫きが、空を見上げて、安あん堵どの息を吐いた。

　禍憑妃マガツヒの頭上で、薄うす紫むらさき色いろの鎧よろいを着た少女がふわりと天女のように舞まっている。

　彼女が両手に広げているのは、鉄てつ扇せんに似た破局粒子ＤＣＰの輻ふく射しや板ばん。

　小こ揺ゆる木ぎ音々が、聖衣シユラウド〝ＬＳ２４９オトタチバナ〟の権能のうりよくを使って、禍憑妃マガツヒの捕ほ縛ばく結界を展開しているのだ。

「二人ふたりとも、あとよろしくー」

　ふわふわとした微ほほ笑えみを浮かべながら、音々が上空から声をかけてくる。

　鳴な々な葉はと羽々姫は、互いに顔を見合わせてうなずき合い、

「は、はいっ！　行きます！　サグメ、還矢カエシヤ！」

「クシナダ──封印解放第二段階アンシール・レベルツー！」

　動きを封じられたままの妖獣に向けて、至近距きよ離りからそれぞれ必殺の攻こう撃げきを叩たたきこむ。

　小規模な爆ばく発はつとともに閃せん光こうに包まれて、禍憑妃マガツヒの巨体が吹き飛んだ。

　同時に、禍憑妃マガツヒの動きを封じていた音々の結界も消滅した。

　しかし禍憑妃マガツヒはまだ生きていた。身体からだの半分を吹き飛ばされながらも、凄すさまじい生命力で妖獣は逃走。逃走経路上にある建物に気づいて、鳴々葉たちの表情が凍りつく。

「あ、わ……逃げられる!?」

「しまった……！　ちょ……待ちなさいっ、こらっ！」

　地面を乱らん暴ぼうに蹴けりつけて、羽々姫は禍憑妃マガツヒを追撃しようと加速する。と、そんな羽々姫の背後から、どことなく気け怠だるげな声がした。

「動くな、羽々姫！」

「はぇ!?」

　反射的に羽々姫が立ち止まり、その視界を、唐突に凄まじい閃光が覆おおい尽くす。

　閃光の正体は、渦を巻く灼しやく熱ねつの炎だった。

　炎の奔ほん流りゆうは、逃走する禍憑妃マガツヒを背後から強きよう襲しゆう。傷ついた妖獣の巨体を一いつ瞬しゆんで焼き尽くし、勢い余ったついでに、その先にあった建物をまとめて薙なぎ払う。

　瞬まばたきする暇ひまもない、一瞬の出来事だった。

　禍憑妃マガツヒの巨体は塵ちりとなって消滅し、あとには壮絶な爆煙と、焦土と化した街が残された。

「あ……」

　焼け落ちる建物の姿を眺めて、羽々姫が弱々しくうめいた。

　がっくりと膝ひざを突く羽々姫の背後に着地したのは、薄うす紅べに色いろの聖衣シユラウドを着た四人目の獣じゆう装そう巫ふ兵へい。すらりとスタイルのいい、栗くり色いろの髪の少女だった。

「楽勝、楽勝……たく、手間かけさせやがって。この程度の雑ざ魚こにいつまで手間取ってんだよ、おまえら」

　炎をまとった鞭むちを回収しながら、四人目の少女が退屈そうにあくびを洩もらす。

　爆ばく炎えんに包まれたその鞭の名は〝散藤バラフジ〟──桜さくら狩がり紗さ々さ羅らの聖衣シユラウド〝ＭＳ２４０サクヤ〟の専用武装だった。

「……紗々羅先せん輩ぱい」

　力なくうなだれた姿勢のまま、羽は々ば姫きがか細い声で呟つぶやく。

　そんな羽々姫を、紗々羅は怪け訝げんそうに見下ろして、

「どうした？　早く帰ろうぜ？」

「先輩、作戦会議ブリーフイング聞いてました？」

　無表情な声で羽々姫が訊きく。紗々羅は、なぜか遠い目になって、

「作戦会議ブリーフイング？　あー、あれな……そんなのもあったな」

「また寝てたんですか？　寝てたんですね!?」

　キッと眉まゆを吊つり上げて、羽々姫が紗々羅に詰め寄った。握りしめた大剣で、そのまま紗々羅を斬きりつけそうな勢いだ。予想外の羽々姫の反応に、紗々羅はじりじりと後ずさり、

「あの、今回の作戦は……禍憑妃マガツヒの予想進路上にある美術館を守ることだったんですけど……」

　泣き出しそうな表情になった鳴な々な葉はが、上うわ目め遣づかいで説明する。

「美び術じゆつ館かん？　どこにあるんだそんなもん？」

　紗々羅は困惑の表情で首を傾かしげ、

「そこにあったの。ついさっきまで」

　ふわりと舞まい降りてきた音ね々ねが、にこやかに微ほほ笑えみながらそう告げた。

　しかし彼女が鉄てつ扇せんで指し示した場所には、黒焦げの焦土が茫ぼう漠ばくと広がっているだけだ。

　紗々羅は、ぽりぽりと頭をかきながら、

「んあ？」

「先輩が吹っ飛ばしたんですよ！　禍憑妃マガツヒと一いつ緒しよに跡形もなく！」

　羽々姫がついに声を裏返らせて吼ほえた。

　彼女たちの小隊に与えられた今回の最さい優ゆう先せん任務は、禍憑妃マガツヒの殲せん滅めつではなく、美術館の建物と、その中に残された美術品の保ほ護ご。そのために羽々姫たちは武器の威力を落として、地道な近接戦せん闘とうを続けていたのだった。

　そして、ようやく事情を吞のみこんだ紗々羅は、ああ……と呟いて、無造作に手を叩たたき、

「羽々姫、じゃんけんしようぜ」

「は……？　な、なに？」

　咄とつ嗟さに言われて思わずパーを出してしまう羽々姫。チョキを突き出した紗々羅が、ニヤリと笑って、

「んじゃ、そういうことで。始末書、よろしく」

「え？　え？」

　まったく想定外の紗さ々さ羅らの言葉に、羽は々ば姫きは不意を衝つかれて立ち尽くす。その間に紗々羅は、羽々姫に背を向け、基地に向かって飛び去っていった。

　取り残された羽々姫は、困惑の表情のまま、焦土となった美び術じゆつ館かん跡地を見回し、

「はいぃぃぃっ!?」

　頭を抱えて絶叫する羽々姫を、鳴な々な葉はと音ね々ねが哀れむような目つきで眺めていた。
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　桜さくら狩がり紗々羅という少女について、正しく説明するのは難むずかしい。

　とはいえ、彼女が美人であることは間違いない。

　端たん整せいな顔立ち。長い手足。細身だが、出るべきところの出たバランスのいいボディ。売れっ子の雑誌モデルだと紹介されても、誰だれも疑わないだろう。

　年ねん齢れいは十七歳になったばかり。しかし彼女は、十二歳になる前から獣じゆう装そう巫ふ兵へいとして最さい前ぜん線せんで戦い続けていたベテランでもある。総狩猟数は七百体を超え、伝説的な撃墜王エースとして、世界的にも名前を知られているという。

　そんな彼女の名を一いち躍やく有名にしたのは、三年前に起きた伊い吹ぶき山やま攻こう防ぼう戦せんだった。

　自じ衛えい軍ぐんが全兵力の四割を失ったともいわれるあの過酷な戦場で、当時十四歳だった紗々羅は、孤立無援の状況下、たった一人ひとりで敵の主力を殲せん滅めつした。日本を消滅の危き機きから救った彼女は、救国の英雄として民間人の間にも広く存在を知られることになる。

　しかし、それからわずか数カ月後、紗々羅は突然、軍を辞めた。

　そんな彼女の現在の身分は、弱小民間軍事会社〝極きよく東とう自じ衛えい機き構こう〟に雇われた、しがない契約社員──傭よう兵へいにすぎない。所属は赤あか間まが関せき基き地ち第一巫兵隊。

　本ほん州しゆう最西端に位置する、最果ての土地のちっぽけな守備部隊。どうして彼女が軍を辞め、そんな身分に甘んじているのか。その理由は誰も知らない。

　桜狩紗々羅とは、つまりそんな少女なのだった。そして、

「ううう……なんでわたしが始末書の代筆なんか……」

　その紗々羅の僚機バデイである羽々姫が、机に突っ伏したまま、呪じゆ詛その声を洩もらす。

　美術館を跡形もなく吹き飛ばした粗そ暴ぼうな先せん輩ぱいの尻しりぬぐいで、大量の始末書を書かされているのだ。あれこれ文句を言いながらも、なんだかんだできっちり書類を埋めるあたりが、無む駄だに生き真ま面じ目めな羽々姫らしいといえなくもない。

　ちなみに赤間関基地の兵舎というのは、接収した地元の小学校である。

　小柄な羽は々ば姫きがそうやって机で書き物をしていると、たまに宿題を忘れて居残りさせられている小学生と素で間違えられたりもする。羽々姫が書類仕事を嫌いやがるのは、実はそれも理由のひとつだ。

「まあ、紗さ々さ羅ら先せん輩ぱいのやることだから……」

　憤ふん慨がいする羽々姫を慰なぐさめるように、エプロン姿の鳴な々な葉はが冷えた麦茶を運んでくる。

　羽々姫は、くるくると手の中でボールペンを回しながら、

「納得いかない……ちょー納得いかないわ！」

「でも、紗々羅先輩に任せてたら絶対やらないよね、始末書の提出なんて」

「うー、たしかに……」

　至極もっともな親友の指摘に、羽々姫は深々と溜ため息いきをついた。始末書の提出が遅れた場合のペナルティは、小隊全員でのトイレ掃除だったりする。紗々羅がサボったぶんのツケは、どう足あ搔がいても、羽々姫たちに回ってくるという逃れられない運命なのだ。

「どういうことなのよホントにもう、あの人は……！　待たい機き中ちゆうはゲームしてるか寝てるかだし、訓練はサボるし、任務もサボるし、手を抜くし……もしかして無能なんじゃないの!?　そりゃ、聖衣シユラウドはデタラメに強いし腕も立つけど、そういうのを補ってあまりあるほどに」

「む、無能って……」

　恐れを知らない羽々姫の発言に、鳴々葉がぶるっと肩を震ふるわせる。それは、これまで誰だれもが一度は考えて、しかし決して口にしなかった禁句タブーだった。

「でも、紗々羅先輩って有名人だよね。伊い吹ぶき山やま戦せん役えきの生き残りだし、おまけにあのルックスだから一時期はテレビにも出まくってたし……」

「あり得ない、絶対あり得ない」

　なんとかフォローしようとする鳴々葉の言葉を、羽々姫は乱らん暴ぼうに遮さえぎって、

「だってあの紗々羅先輩だよ。なんで救国の英雄が、格かく闘とうゲームで後輩をボコボコにしたり、対戦ＦＰＳで後輩をボコボコにしたり、賭かけ麻雀マージヤンで後輩をボコボコにしたり、後輩の冷蔵庫からプリン奪ったりするのよ!?」

「そんなことされてたんだ、羽々姫ちゃん……」

　鳴々葉が、本気で哀れむような表情で羽々姫を見る。

　そして羽々姫は、ハッとなにかを思いついて顔を上げ、

「もしかして、あの紗々羅先輩は別人？　替え玉？　双子のデキの悪いほうとか……!?」

「いや、さすがにそれはない……と思うけど」

　困ったような顔で、麦茶を注ぐ鳴々葉。羽々姫がそれに手をつける前に、横から伸びてきた手が、すっとグラスを掠かすめ取った。

「本人は燃もえ尽き症候群だって言ってるわよー」

「はあ？　あんだけダラけた生活してる人間が、どうやったら燃え尽きるんですか!?　なんてウソくさい……仮病にもほどが……って、わ！　音ね々ね先せん輩ぱい!?」

　脊せき髄ずい反射的に文句を言いかけた羽は々ば姫きが、声の主に気づいて表情を強こわ張ばらせた。

　いつの間にか気配けはいもなく現れて、美お味いしそうに麦茶をすすっていたのは音々だった。

　現在十六歳の小こ揺ゆる木ぎ音々は、三年前から赤あか間まが関せき基き地ちにいる最古参兵だ。紗さ々さ羅らとの付き合いも羽々姫たちよりもずっと長い。しかし、そんな親友の悪口を聞かされても、音々はいつもと同じふわふわとした笑えみを浮かべたまま、

「あなたたち二人ふたりだけ？　紗々羅はー？」

「さ、紗々羅先輩なら、部へ屋やに戻りました。新作のゲームが届いたとかで……」

　羽々姫がぎこちない口く調ちようで答えた。

　音々は、少し思案するように唇を尖とがらせる。

「そう」

「あの……なにか急ぎの用事ですか？」

「急ぎというわけでもないんだけどー、いちおう知らせておこうと思って。予算のこと」

「予算？」

　羽々姫が、きょとんと目を瞬しばたいた。季節的に、今は来期の活動予算の心配をするような時期ではない。しかし音々は、どうでもいい世間話のような調子で口を開き、

「今度ね、うちの小隊に特別予算がつくことになりそうなのー。六百万新円くらいー」

「六百万っ!?」

　思いがけない金きん額がくの大きさに、羽々姫が声を荒らげた。

　鳴な々な葉はも、麦茶のボトルを抱いたまま目を丸くして、

「本当ですか……？　こんな中途半端な時期に？」

「新しい出資者スポンサーが見つかったとか？」

「ううん。政府の補助金。えーとね、特殊……さいせん……せいせんしょくひん……」

「もしかして特殊災害生物殲せん滅めつ奨しよう励れい金きんですか？　国防省の？」

　鳴々葉が怖おず怖おずと確かく認にんして、音々がふわりと笑みを大きくする。

「そう、それ」

　はう、と鳴々葉は怯おびえたように声を震ふるわせて、

「すごいですね……あれって審しん査さ基準が厳きびしくて、大手の軍事会社でも滅多めつたに申しん請せいが通らないって聞いてたんですけど」

「まあね。でも、うちには紗々羅がいるからー」

「へ……？　紗々羅先輩？」

　羽々姫が無む意い識しきに頰ほおを引ひき攣つらせる。音々はゆっくりとうなずいて、

「ほらー、政府の補助金って、政治家や政党の人気取りに使われるみたいなところもあるから、どうしても目立つところに優ゆう先せん的てきに配分されるでしょうー？」

「はあ……ありそうですよね、そういうの」

　不愉快そうに息を吐く羽は々ば姫き。なにしろ生き真ま面じ目めな性格だけに、そういう不公平なやり方が嫌いなのだ。音ね々ねはどこか愉たのしげに声を弾ませる。

「その点、紗さ々さ羅らは知名度も実じつ績せきも文句ないし」

「まあ……わかります。わかりたくはないですけど」

「あの桜さくら狩がり紗々羅が、民間軍事企業の弱小部隊を率いて、しかもこんな地の果ての最さい前ぜん線せんで禍憑妃マガツヒと戦ってる──ってことになれば、世間の注目や同情も集まるでしょうしー」

　うう、と握っていた鉛筆の背中を嚙かみながら羽々姫はうめき、

「いろいろと納得いかないところもありますけど、補助金がもらえるのなら、この際なんでもいいです。聖衣シユラウドの交換部品のストックも欲しいですし、宿舎の壁かべとか水漏れとか直せますよね？　この兵舎にもエアコンをつけたりとか……」

「あの……あとは洗せん濯たく機きと電子レンジも……今使ってるのはもう限界で……！」

　鳴な々な葉はが控えめに挙手をしながら、弱々しく主張する。音々は悠然とうなずいて、

「大丈夫よー。六百万だからー。一年間毎日ケーキバイキングに通ってもまだ余裕よー」

「そうですね、六百万ですもんね」

　ホッとしたように胸を撫なで下ろす鳴々葉。羽々姫はうっとりしたように天てん井じようを見上げて、

「四人で山分けにしても、一人ひとりあたま百五十万かあ……わたしの借金も減るかなあ……」

「それでね、来週から視察の人が来るんですって」

　音々の何気ない発言に、ピキ、と音を立てて羽々姫たち二人ふたりが硬直した。

「……え？」

「だから視察に来るの。国防省の人が」

「し、視察って……なにを視察するんですか？」

　鳴々葉の声はすでに半泣きになっている。音々はふわふわとした微笑を絶やさぬまま、

「うちの部隊じゃなかしら。補助金の交付対象だから」

「ということは、もしかして、紗々羅先せん輩ぱいのことも……」

　羽々姫が上うわ擦ずった声で訊きき返し、音々は容赦なく頷いた。

「もちろん視察の対象でしょうね。普ふ段だんの勤務態度とかー」

「き、勤務態度……!?」

　羽々姫は一いつ瞬しゆん、言葉をなくして涙目の鳴々葉と顔を見合わせる。指先を離はなれた鉛筆が、机の上を転がっていく。それを追いかけるようにぐったりと顔を伏せ、羽々姫は静かに嘆息した。

「…………終わった」
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「──というわけで、視察が終わるまでの今日きようから三日間、私たちで紗さ々さ羅ら先せん輩ぱいのフォローをしなければなりません」

　数日後。どうにか気力を取り戻した羽は々ば姫きが、兵舎の控え室で力説していた。

　噂うわさによれば、今日きようあたりから国防省の監かん査さ官かんが視察にやってくるのだといわれている。が、それらしき人物の姿は、今のところまだ目もく撃げきされていない。

「え、と……フォロー？」

　小学生用の小さな椅い子すに腰掛けたまま、鳴な々な葉はが困惑気味に訊きき返してくる。

　羽々姫は、ぎちぎちと拳こぶしを握りしめながら、

「具体的に言うと、サボってるところとか、怠なまけてるところとか、やる気のないところとか、視察に来た担当者にそういうのを絶対に見せないように！」

「それは不可能じゃないかしらー」

　あっさりと諦あきらめの言葉を口にしたのは音ね々ねだった。羽々姫は、ぐっと言葉に詰まりながらも、

「不可能でもなんでもやるんです！　紗々羅先輩が任務に忠実で勇猛果敢、子どもに懐なつかれ、地域で愛され、地球環かん境きようにも優やさしい、部下思いで冷静沈着な小隊指揮官だと思わせるんです！」

「あの……さすがにそれ全部は無理があるんじゃないかな……」

　鳴々葉がぼそぼそと頼りなく呟つぶやく。ほとんどやけくそ気味に声を張り上げる羽々姫。

「わたしもそう思うけど、補助金をもらうためにはやるしかないの！」

「で、でも……どうやって？」

「こんなこともあろうかと、整せい備び科かの袖そで乃の森もりちゃんに頼んで造っておいてもらいました」

　そう言って羽々姫は、自分の右腕を高らかに掲げた。

　彼女の右手首に嵌はめられていたのは、男性用の無骨な腕うで時計どけいだった。よく見ると、文も字じ盤ばんのガラス蓋ぶたの部分に、照準器に似た奇妙な模様が描かれている。

「えーと……これは？」

「腕時計型麻酔銃よ。中に即効性の麻酔針が内蔵されていて、瞬しゆん時じに相手を眠らせることができるの」

「どこかで見たことがあるようなデザインとスペックね」

　音々が淡々と感想を述べた。気のせいです、と羽々姫はきっぱり断言した。

「視察員の前で、紗々羅先輩が不用意な言動を取りそうになったら、これを使って眠らせます。で、先輩の代わりにわたしたちの誰だれかが喋しやべるってことで」

「勤務時間中にいきなり眠り始めたら、それはそれで問題なんじゃ……」

　鳴々葉が冷静に指摘する。羽々姫は真顔で首を振り、

「そこは、ほら、紗さ々さ羅ら先せん輩ぱいが推理を披ひ露ろうするときのいつものクセってことにして……」

「推理って……事件も起こってないのにいったいなにを？」

「じゃあ、鳴な々な葉はが第一の被害者ってことで」

　あからさまに不ふ穏おん当とうな羽は々ば姫きの発言に、鳴々葉がぎょっと息を吞のんだ。

「なんで私!?」

「大丈夫よ。死んだと見せかけて実はしぶとく生き延びて、真犯人として第二、第三の殺人を行った挙げ句に、最後はひと気のない岬みさきから壮絶な転落死を……」

「結局死ぬの!?　しかも私が犯人だったの!?」

「やっぱり推理モノってのは無理がありましたかね」

　予想以上の鳴々葉の拒絶反応に、羽々姫は少し困った顔をして、

「そうねー……」

　音ね々ねが頰ほおに手を当ててなにかを考えこむ。

「どうせ薬品を使うのなら、麻酔薬の代わりにこっちの、目つきが少し虚うつろになったり返事が機き械かい的てきになったりしつつも、本人はとてもハッピーな気分で三日間ほど一睡もせずに働き続けられるようになる謎なぞの錠じよう剤ざいを飲ませてみたらどうかしら」

「なるほど。その手がありましたか」

　ポン、と手を叩たたいて納得する羽々姫。鳴々葉はぶるぶると背中を震ふるわせて、

「恐い……恐いよ、この人たち……」

「なによ。だったら鳴々葉には、なにか策があるわけ？」

　羽々姫が不ふ機き嫌げんそうに鳴々葉を睨にらんで言った。鳴々葉は戸惑ったように目を泳がせながら、

「普通に紗々羅先輩を説得して、視察の間だけでも真ま面じ目めに過ごしてもらえばいいんじゃ……」

「そっか……さもなければ聖衣シユラウドを着た鳴々葉が狙そ撃げきするって警けい告こくするわけね」

　ふむ、と感心したように羽々姫が言う。鳴々葉は焦りながら手を振って、

「ちょ……狙撃するなんて、私、ひと言も言ってない……」

「あの紗々羅先輩を説得するっていうのは、つまりそういうことなんじゃないの？」

　羽々姫の口く調ちように、ふざけているような響ひびきは微み塵じんもない。鳴々葉は弱々しく溜ため息いきをついた。

「それは説得じゃなくて脅迫だよ。事情をきちんと説明すれば、紗々羅先輩だって、きっとわかってくれると思うんだけど」

「……甘い。甘いわ、鳴々葉」

　呆あきれたように羽々姫は首を振る。

「そ、そうなのかな？」

「そうよ。あの全細胞の八十パーセントが無気力と怠たい惰だで出来てる穀ごく潰つぶしの失格人間が、ちょっと話をしたくらいで真人間のフリができるとでも思ったら大間違いよ。まったく、あの女は夜昼構わずどこでもグースカ眠りこけやがって……そんなに眠りたければ棺かん桶おけに詰めこまれて地面の下で寝てろってのよ。ちなみに残りの二十パーセントは水分よ」

「自分とこの小隊長に向かってすごいこと言うね、羽は々ば姫きちゃん」

　思わず感心したように呟つぶやく鳴な々な葉は。

「とにかく……！」

　羽々姫は乱らん暴ぼうに机を叩たたいて、ぐっと前に身を乗り出した。

「こちらの準備が整ととのうまでは、国防省の監かん査さ官かんを紗さ々さ羅ら先せん輩ぱいと会わせるわけにはいかないわ。わたしたちが先に接触して、なんとかして二人ふたりの直接対決を阻止しないと」

「そ、そうだね。べつに対決しにきたわけじゃないとは思うけど」

　鳴々葉も戸惑いながら大筋で同意する。補助金が欲しいという気持ちでは、彼女も羽々姫と同じなのだ。そして、

「ところでさっきから気になってたんだけどー」

　音ね々ねの唐突な呟きに、嫌いやな予感を覚えて羽々姫は振り返る。

「え？」

「その失格人間の小隊長とあそこで話をしてるのって、噂うわさの監査官じゃないのかしらー」

　そう言って音々が指さしたのは、兵員食堂のカフェテラスだった。

　カフェテラスといっても特に洒落しやれっ気のある場所ではない。プラスチック製の白いベンチとテーブルを並べた、陽ひ当あたりのよさだけが取り柄の空間だ。そしてそんな安っぽいテーブルを挟んで座っている二つの人ひと影かげがある。

　一人ひとりは、国防省の制服を着た若い女。黒髪に眼鏡めがねをかけた真ま面じ目めそうな女性だ。

　そしてもう一人は、ジャージ姿で携帯ゲーム機きを片手に焼やき芋いもを頰ほお張ばっている紗々羅。

　あまりにも対照的な二人の姿に、羽々姫は一いつ瞬しゆん、我が目を疑い、

「なっ……なんでこんなことに!?　ちょ……ちょっと待てえええええ……！」

　そして次の瞬間、彼女は脱だつ兎とのごとく駆け出していた。
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　人類にとって貴重な戦力であるところの獣じゆう装そう巫ふ兵へいたちは、基地内においても護ご身しん用ようの武器の携帯が認められている。聖衣シユラウドなしでは無力な少女に過ぎない彼女たちが、男性兵士などからの理不尽な暴ぼう力りよくにさらされるのを予防するためである。それは極きよく東とう自じ衛えい機き構こうの傭よう兵へいも例外ではない。

　公式に支給されている武器は、自動拳けん銃じゆう一丁と、五十万ボルト級の電磁警棒スタンバトン。その電磁警棒スタンバトンを振りかざし、紗々羅の背後から殴りかかったのは羽々姫だった。

「紗々羅先輩、危ないっ！」

「あ？」

　背後から振り下ろされた羽は々ば姫きの電磁警棒を、紗さ々さ羅らがギリギリで回かい避ひする。よけられるようなタイミングではなかったはずだが、本能的に羽々姫の殺気を感じ取ったのかもしれない。

　空振りした電磁警棒が、置かれていた紗々羅のティーカップごとテーブルを粉砕。黒髪眼鏡めがねの監かん査さ官かんが、その光景を啞あ然ぜんと見つめている。

「てめえ、羽々姫。いったいなんのつもりだコラ？」

　追つい撃げきしようとした羽々姫の手首を、常人離ばなれした反応速度で押さえつけながら、紗々羅がぎらりと犬歯を剝むき出して訊きいた。

「いや、それは……その、人体に寄生する粘菌タイプの禍憑妃マガツヒが、先せん輩ぱいの後頭部に張りついているような気がしたのですが……」

　引ひき攣つった笑えみを浮かべた羽々姫が、苦し紛れの言い訳を口にする。本当なら、今の一撃で紗々羅を昏こん倒とうさせて、監査官から引ひき離はなす計画だったのだ。

　紗々羅は右手を羽々姫の脇わき腹ばらに押しつけながら、これでもかというくらい凶悪な笑え顔がおで、

「ほお……そりゃ危ないところだったな。助かったぜ、羽々姫」

「せ、先輩……そうやって腹筋ごと胃袋をわしづかみにされると、とても痛いです……」

　全身を軽く痙けい攣れんさせながら、羽々姫が弱々しい声を絞り出す。

　息を切らせながら羽々姫を追いかけてきた鳴な々な葉はが、そんな惨状にうろたえながら、

「あ、あの、紗々羅先輩、そちらの方は……」

　どうにかして紗々羅の怒りを静めようと、おそるおそる質問する。

　紗々羅は、息も絶え絶えの羽々姫を無造作に地面に放り捨て、素っ気ない口く調ちようで返答した。

「ああ、カヤノか」

「カヤノ……さん？」

　鳴々葉は、落ち着きのない視し線せんを黒髪の女性に向ける。

　彼女は流れるような仕し草ぐさで立ち上がり、お手本のような見事な敬礼を決めてみせた。

「国防省防ぼう衛えい産業振しん興こう課かの櫟いち井い茅かや乃の従軍監査官です。初めまして」

「は、はい……初めまして。極きよく東とう自じ衛えい機き構こうの樛とがの宮みや鳴々葉です」

　鳴々葉もつられてあたふたと敬礼する。そんな鳴々葉の肩越しに、ひょいと音ね々ねも顔を出し、

「小こ揺ゆる木ぎ音々ですー」

「あ、天あま乃の羽々姫特任少尉であります」

　脇腹を押さえたままの羽々姫が、苦しげに息を吐きながら立ち上がった。心配そうに自分を見ている茅乃の視し線せんに気づいて、羽々姫は慌てて姿勢を正し、

「えーと、わたしたち、紗々羅先輩の部下でして」

「え？　ええ」

「その……普ふ段だんから紗々羅先輩には大変お世話になってたりなんかしまして。つ、つまり人は見かけによらないというか、紗々羅先輩はこう見えて実は非常に立派な上官ということで、そ、尊敬とかしちゃってたりして……はは」

「は？」

　唐突に訊きかれもしない説明を始めた羽は々ば姫きを、困惑顔で振り返ったのは紗さ々さ羅らだった。

　まるで普ふ段だんとは別人のような後こう輩はいの言動に、虚を衝つかれたような表情になっている。

「そ、そうなんです。私たち、紗々羅先輩にはいつも助けてもらってます。こないだも羽々姫ちゃんの過去を詮せん索さく……いえ、プライベートな相そう談だんに乗ってもらっちゃったりなんかして……」

　鳴な々な葉はも必死の身振り手振りで、なんとか紗々羅を持ち上げようとする。

　愛想笑いを浮かべる後輩二人ふたりを、紗々羅は露ろ骨こつに警けい戒かいした表情で睨にらみつけ、

「なに言ってんだ、おまえら？　いつも文句たらたらで、他人のことを無気力だの無能だの失格人間だの棺かん桶おけで寝てろだの陰でボロクソ言ってやがるくせ……むがっ」

「またそんな、先輩ってば、冗じよう談だんきついんですからー……がっ!?　ぐっ!?」

　余計なことを言い出した紗々羅を黙だまらせようと、羽々姫が、彼女の頸けい動どう脈みやくに裸はだか絞じめを仕掛けた。しかし紗々羅は、凶悪な目め潰つぶし攻こう撃げきと顔面への頭突きで、あっさりと羽々姫の絞め技から脱出。逆に反撃のアームロックを極きめて、羽々姫の肩関節を痛めつける。

　激げき痛つうに顔を歪ゆがめながらも、羽々姫は悲ひ愴そうな笑え顔がおを浮かべ、
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「あいたたたたたた……こ、こうやって紗々羅先輩は、わたしたちみたいな駄だ目めな部下にも、いつもフレンドリーに接してくれてまして……お互いスキンシップを図ったりとか、たた！」

「フレンドリーっていうのかしら、そういうの……私にはただの関節技の応酬に見えるけど？」

　軽く呆あきれたような表情で、茅かや乃のが首を傾かしげた。

　それを傍ぼう観かんしていた音ね々ねが、強引に羽は々ば姫きたちの前に割りこんできて、

「ところで、さっきまで紗さ々さ羅らと二人ふたりでどんな話をしてたのかしらー？」

　咄とつ嗟さに話題を逸そらした音々に、肩関節を極きめられたままの羽々姫が、ナイスです先せん輩ぱい、と親指を立ててみせる。そのまま半失神状態に陥った羽々姫を、紗々羅はぞんざいに放り捨て、

「べつにたいした話はしてねえよ」

「そうね。ただの世間話よ。休日はどんなふうに過ごしてるのか、とか」

　茅乃も、軽く苦笑しながら答えた。

「きゅ、休日の過ごし方ですか……!?」

　まずい、と思わず顔をしかめる鳴な々な葉は。

　しかし紗々羅は、そんな鳴々葉の表情に気づかず、

「まあ、休暇なんていつも徹てつ夜やでゲームして寝て起きたときには終わってるけ──」

「わ、じゃあ、もしかして紗々羅先輩が日につ課かにしている飛ひ驒だ山さん脈みやくでの地獄の特訓のことも！」

　鳴々葉がものすごい早口で、紗々羅の言葉を遮さえぎって叫んだ。

　なんだそりゃ、と紗々羅は眉まゆを寄せ、

「地獄の特訓……？」

「は、はい。巨大な野生生物のようなものと素手で戦ったりとか、降り注ぐ落石をよけながら必殺技的ななにかを編あみ出したりとか」

「したことねえよ、んなもん！　あたしは休日には布団から出ないで、ゲームして過ごすって神に誓いを立てたんだ」

「ま、またそんな謙けん遜そんしちゃって……紗々羅先輩の照れ屋さん！」

　鳴々葉が、無理やりな笑え顔がおを浮かべて、紗々羅の肩をポンポンと叩たたく。紗々羅は、その手を鬱うつ陶とうしげに払いのけ、

「さっきからなに言ってんだ、おまえら。気持ち悪わりィな」

「でも、ちょうどよかったわ」

　倒れた羽々姫を助け起こしながら、茅乃が穏おだやかに微ほほ笑えんで言った。音ね々ねと鳴々葉、そしてどうにか復活した羽々姫の顔を、黒髪眼鏡めがねの監かん査さ官かんは順番に見回して、

「あなたたちの話も聞きたいと思ってたところだったの。最近の紗々羅のことも知りたいし」

「……最近の紗々羅？」

　やけに親しげな茅乃の物言いに、羽々姫が戸惑いの声を洩もらす。

「カヤノとは昔、同じ部隊にいたんだよ。あたしが自じ衛えい軍ぐんにいたころにな」

　ふん、と鼻を鳴らしながら、紗々羅が投げやりに説明した。羽々姫は軽く動揺して、

「じゃあ、櫟いち井い監査官は紗々羅先輩のことを昔からよく知っていた……とか？」

「ええ。でも、紗さ々さ羅らが三年前にいきなり軍を辞めてからは、一度も会えなかったのだけど」

　茅かや乃のが微ほほ笑えんでうなずきながら、責めるような視し線せんを紗々羅に向けた。紗々羅は、まるで他ひ人と事ごとのような態度で目を逸そらす。

　羽は々ば姫きは思わず頭を抱えて、隣となりにいた音々の耳元に顔を寄せ、

「どうなってるんですか、音ね々ね先せん輩ぱい？」

「え？　なにが？」

「聞いてませんよ、監かん査さ官かんが紗々羅先輩の知り合いだったなんて」

「びっくりしたわねえ」

「これじゃあ、紗々羅先輩をまともな人間に見せかけて最後まで誤ご魔ま化かし切るのって、相当難むずかしくないですか？　お互いに顔見知りじゃ、紗々羅先輩を簀す巻まきにしてロッカーに放りこんで、変装した鳴な々な葉はを替え玉に仕立て上げるという作戦プランＢも使えませんよ」

「そんな恐い作戦聞いてないよ、私……！」

　鳴々葉が小声で抗こう議ぎする。

　その間に音々は豊かな胸の隙すき間まから、ごそごそとなにかを取り出して、

「困ったわねー……こうなったら監査官には、この無条件に他人に言われたことを信じるようになる謎なぞの粉末を飲んでもらうしかないのかも……副作用でたまに凶きよう暴ぼう化かしたり、変な電波を受信するようになっちゃったりするけどー」

「どこからそんな危ない薬物持ってきたんですかー！」

　常じよう識しき人じんの鳴々葉が、ついに掠かすれた悲鳴を上げた。

「なんの話をしているの？」

　さすがに不ふ審しんげな表情になって、茅乃が訊きいてきた。羽々姫が大慌てで首を振り、

「ああ、いえいえ……そうだ。昔の紗々羅先輩って、どんな感じだったんですか？」

　唐突な羽々姫の質問に、茅乃は少し面めん喰くらったような表情を浮かべた。だが、すぐに気を取り直したように微ほほ笑えんで、どこか懐なつかしげな口く調ちようで答えてくる。

「優ゆう秀しゆうな巫ふ兵へいだったわ」

「ゆ、優秀……？」

　羽々姫は思わず訊き返した。紗々羅をよく知っているはずの人物の口から、よもやそのような言葉が出てくるとは予想だにしていなかったのだ。

　しかし茅乃は、当然のように深々とうなずいて、

「戦せん闘とう能力が図抜けていたのはもちろんだけど、それ以上に素す晴ばらしかったのはカリスマ性とでも呼ぶべき統率力ね。上官や同僚からの信頼も厚かったわ」

「カリスマ……？　信頼……!?」

　まったく耳みみ慣なれないそれらの単語に、羽々姫は軽いパニックに陥った。

　ふと見れば、鳴々葉も目め眩まいを起こしたように柱にもたれている。音々だけは、いつもと同じように微ほほ笑えんでいたが、彼女の瞳ひとみはどこにも焦点を結んでいなかった。

　そんな羽は々ば姫きたちの混乱にも気づかず、茅かや乃のは淡々と説明を続ける。

「任務の遂行率も極めて高く、命令にも忠実。そのくせ本人は驕おごり高ぶることなく、いつも毅き然ぜんとしていたわね。物静かで、それに見た目も天使みたいに可か愛わいかったしね……」

「……て、天使？」

　羽々姫の頰ほおから、ぽたぽたと脂汗が流れ落ちた。彼女の呼吸は激はげしく乱れて、指先が小刻みに震ふるえている。それでも羽々姫は、ゆっくりと右手を挙げ、

「部隊にいた誰だれもが紗々羅に憧あこがれていたわ。英雄と呼ばれていたのも無理はないわね。〝炎えん桜おうの熾し天てん使し〟の名前は、あなたたちも聞いたことが……うっ!?」

　滔とう々とうと話し続けていた茅乃が、不意に首筋を押さえてうめいた。近くにあった椅い子すの上にふらふらと倒れこみ、彼女はそのままがっくりとうなだれる。

　茅乃の首筋に刺さっていたのは、麻酔薬が塗られた小さな針。

　羽々姫の腕うで時計どけい型がた麻酔銃から発射されたものである。

「はあはあ……この人があまりにも変なことを言い出すから、取り乱して思わず麻酔銃を使ってしまったわ。これ以上、聞き続けていたら精神崩ほう壊かいするところだった。危なかった……」

　腕時計の照準器をのぞきこんだまま、羽々姫が荒々しく息を吐く。

　その背後では、鳴な々な葉はと音々が互いに抱き合って震ふるえながら、

「うう、恐かったです……」

「もう大丈夫よ。きっとこの監かん査さ官かんも疲れていたの。彼女も戦争の犠ぎ牲せい者しやなのよ」

　そんな意味不明の光景を眺めて、紗さ々さ羅らは不愉快そうに唇を歪ゆがめた。ベンチに倒れこんだ旧友の姿を見下ろし、面めん倒どうくさそうに肩をすくめる。

「いやまあ、なんでもいいけどな……どうすんだ、これ？」

　陽ひ当あたりのいいカフェのベンチでは、黒髪眼鏡めがねの監査官が、すやすやと寝息を立てていた。
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　茅乃が麻酔から目覚めたのは、三時間ばかり昏こん々こんと眠り続けたあとのことだった。太陽はとっくに地ち平へい線せんに沈んで、窓の外は闇やみに包まれている。

「あ……き、気がつきました？」

　うう、とうめきながら起き上がる茅乃の姿に気づいて、鳴々葉が慌てて駆け寄ってくる。昏睡させた犯人の羽々姫と二人ふたりで、監視を兼ねて、眠っている茅乃に付き添っていたのだ。

「ここは……兵員宿舎？　私はいったい……」

　自分が眠っていたベッドを見下ろして、茅乃が困惑の声を出す。

　そんな彼女に、羽々姫が目一杯の愛想笑いを浮かべて、

「お話の途中でうたた寝を始められたので、宿舎に運ばせてもらいました。た、たぶん長旅で疲れてたんですよ」

「私が、うたた寝？」

　茅かや乃のは驚おどろいたように目を見開く。

「疲れていた……のかしら。誰だれかに腕うで時計どけい型がたの麻酔銃で撃うたれたような気がしたんだけど」

「ははは、そんなバカな。どっかの名探偵じゃあるまいし」

　羽は々ば姫きは引ひき攣つった笑え顔がおのまま、額ひたいに噴ふき出した汗を拭ぬぐった。

　しかし茅乃は、なおも記き憶おくを辿たどるように目を細め、

「いやでも、たしかにあのときなにか事件の真相を閃ひらめいたような気が……」

「あの、それよりも、そろそろ夕飯の時間なんです。監査官もご一いつ緒しよにいかがですか？」

　なにやら迷走を始めた茅乃の思考を遮さえぎるように、鳴々葉が無む駄だに明るい声を出した。

　茅乃は、少し名残なごり惜おしげに溜ため息いきをついた。

「そうね。いただくわ。今度は居眠りしないように、体力つけないと」

「すみません。紗さ々さ羅ら先せん輩ぱいたちは、たぶん先に食べ終わってると思いますけど」

「気にしないで。軍人は食べられるときに食べておかなきゃね」

「わたしたちは軍人というか、ただの契約社員ですけどね」

　羽々姫が悪戯いたずらっぽい口く調ちようで告げる。茅乃は、それを聞いて不意に表情を曇くもらせた。かつての戦友だった紗々羅が、軍を辞めてしまったことを、今さらのように思い出したのだろう。

　そんな茅乃の反応を見て、羽々姫が意を決したように口を開いた。

「あの……ずっと気になっていたんですけど……」

「なにかしら？」

「紗々羅先輩のことなんですけど……英雄とまで呼ばれていたあの人が、どうして軍を辞めちゃったんでしょう？」

「そうね……そう……」

　茅乃は、まるで答えを探しているかのように、ゆっくりと部へ屋やの中を見回した。そして諦あきらめたように弱々しく目を伏せる。

「いろんな噂うわさがあったけど、本当のことは誰だれも知らないの。軍が、あの子のことをあっさりと手放したことも、正直信じられなかったし……」

「そう……なんですか？」

　羽々姫は驚いたように茅乃を見つめた。茅乃は、そんな羽々姫のことを、なぜか眩まぶしそうに見つめ返して、

「正直なところ、私はその答えが知りたくて、ここに来たのよ。でも、そのおかげで少しだけわかった気がする……彼女は、きっと…………え？」

　そう言って茅乃は、ふと頭上を見上げた。

　彼女の言葉を遮さえぎったのは、基地全体に鳴なり響ひびく警けい報ほうだった。来客用の寝室でもお構いなしに、けたたましい音量でサイレンが響き渡る。

「羽は々ば姫きちゃん！」

「緊急発注スクランブル!?　って……こんなときに！」

　鳴な々な葉はと羽々姫が、二人ふたり同時に悲鳴を上げた。禍憑妃マガツヒの接近を感知した哨しよう戒かい機きが、この基地の巫ふ兵へい部隊に出しゆつ撃げき要よう請せいを出してきたのだ。

　巫兵部隊に出撃要請。それは羽々姫たちの小隊が──つまり紗さ々さ羅らが出撃するということである。

　ただでさえ食事を終えた直後のだらけた時間に、予定外の出撃。紗々羅のやる気は限りなくゼロに近いはず。まるで問題を起こしてくれと言われているようなものだった。よりによって国防省の監かん査さ官かんが目覚めたばかりのこのタイミングで。

「あなたたちも出撃するの？」

「いやあの……それは、その……」

　茅かや乃のの質問に、羽々姫はもごもごと言いい淀よどみながら、

「きゅ、休暇！　そう、わたしたちは特別休暇中なんです。監査官も到着したばかりですし、今日きようのところはのんびりと旅の疲れを癒いやして──」

　その直後、天てん井じようのスピーカーから管制官の声が流れ出す。

『……赤あか間まが関せきコントロールより各員。当社管かん轄かつの赤間関発電所付近に禍憑妃マガツヒが出現。出しゆつ撃げき可能な獣じゆう装そう巫ふ兵へいは全員ただちに聖衣シユラウドを着装。これらを迎撃してください』

「指令部はあんなことを言ってるみたいだけど……」

　茅乃が冷静に指摘して、羽々姫は、ぐぐ、と言葉を詰まらせた。代わりに鳴々葉が口を開く。

「とりあえず私たちは出撃しますから、監かん査さ官かんはどこか安全な場所に待たい避ひしてください」

「そ、そうですね。どこか地下深くのなにも見えないところで──」

「私も出撃でるわ」

　羽々姫の言葉を無視して、茅乃が言った。

「へ!?」

「まさか……監査官も聖衣シユラウドを？」

　驚おどろく羽々姫たちにうなずき返して、茅乃は部へ屋やの奥に置かれたケースを指さした。

　厳げん重じゆうな装甲と呪じゆ的てき封印処理がなされた軍用のスーツケース。表面に刻まれたＢＤＵの刻印がケースの中身を示している。獣装戦闘服ＢＤＵ──すなわち聖衣シユラウド。

「従軍監査官って言ったでしょう。戦場に同行して、戦せん闘とう記き録ろくを録とるのが私の任務しごとよ。準備をするから先に行って。すぐに追いかけるわ」

　少し得意げに微ほほ笑えんで、ケースのロックを解除する茅乃。

　鳴々葉と羽々姫は、途方にくれたように顔を寄せ合って、

「ど、どうしよう……羽は々ば姫きちゃん」

「まずいわね。基地にいる間はどうにかごまかせても、紗さ々さ羅ら先せん輩ぱいのあの腑ふ抜ぬけた戦いっぷりを目もく撃げきされたら言い訳がきかないわ。麻酔銃の針も残ってないし……！」

「うう……新しい洗せん濯たく機きと電子レンジ……揚げ油を使わないオーブン機き能のうつきのが欲しかったのに……」

　絶望に声を震ふるわせて、泣きつく鳴な々な葉は。そんな彼女の背中を撫なでさすりながら、羽々姫は、キッと決意の表情を浮かべた。

「こうなったら、やるしかないわ」

　え、と驚おどろいて顔を上げた鳴々葉も、すぐに羽々姫の意図を悟ったのだろう。唇を嚙かみしめ、グッ、と強く拳こぶしを固める。

「うん」

「紗々羅先輩がボロを出す前に……」

「わたしたちだけでケリをつけるしかない！」

　鳴々葉と羽々姫は力強くうなずき合うと、脇わき目めもふらずに走り出した。

　聖衣シユラウドの格納庫へと向かって──
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　赤あか間まが関せき発電所は、赤間関旧市街地の湾岸部にある古い火力発電施設だった。この地方では数少ない、禍憑妃マガツヒによる破は壊かいを免まぬかれた発電所で、赤間関基地も必要電力の大部分を依存している。

　その発電所の上空を、黒い影かげがびっしりと覆おおい尽くしていた。

　空中を漂うイカのような姿の禍憑妃マガツヒの群れだ。

　時折点滅する青白い光は、彼らが発電所から奪った電力の一部なのだろう。それほど巨大な妖よう獣じゆうではないが、群れの規模はすでに数百体を超え、しかも休みなく増え続けている。

「あれが現場ね」

　廃ビルの屋上に着地した茅かや乃のが、発電所の建物を眺めて言った。

　彼女が身につけているのは、無数のアンテナ状の突起に覆おおわれた灰はい色いろの聖衣シユラウドだった。索さく敵てきと情報収集の機き能のうを飛ひ躍やく的てきに高めた電子戦型獣装戦闘服──〝ＥＳ６０ノヅチ〟である。

「発電設備に取りついてやがるのか。厄やつ介かいだな」

　錆さびたフェンスの上にあぐらをかきながら、そう呟つぶやいたのは紗々羅だった。食後の気け怠だるげな表情を浮かべた彼女は、専用武装である火か炎えん鞭むちをもてあそびながら、

「面めん倒どうくせえ……この際、発電所ごとまとめて焼き払っ……うぼっ!?」

　そんな紗さ々さ羅らが、突然くぐもった悲鳴を洩もらした。

　羽は々ば姫きが、自分の聖衣シユラウドの特殊権能〝生体感覚加速〟を発動。常人の目には止まらないほどの速度で、不適切な発言をしようとした紗々羅のみぞおちに右フックを叩たたきこんだのだ。声も出せずに悶もん絶ぜつする紗々羅を、茅かや乃のが怪け訝げんな表情で見下ろし、

「どうしたの？」

「なんでもないんです。はは……」

　悶絶している紗々羅の代わりに、羽々姫が愛あい想そ笑わらいを浮かべる。そして、

「大丈夫よー。私たちがやるから、紗々羅はなにもしないで見てて」

　そう言って前に進み出たのは、音ね々ねだった。美しい観かん賞しよう魚ぎよを連想させる、薄うす紫むらさき色いろの聖衣シユラウド。その両腕には、鉄てつ扇せん型がたの粒子輻ふく射しや板ばんが握られている。

　もちろん彼女にも羽々姫たちの作戦は伝達済みだ。滅多めつたにない音々の独断専行に、紗々羅は困惑気味に顔を上げ、

「おい、音々……？」

「オトタチバナ、行くわよー」

　そんな紗々羅にひらひらと手を振って、音々は空中に舞まい上がった。

　彼女の〝ＬＳ２４９オトタチバナ〟は分隊支援型の聖衣シユラウドで、近接戦せん闘とうはそれほど得意ではない。しかし音々はそんなことには構わず敵の群れに突っこんでいく。

　そして凄すさまじい閃せん光こうを放ちながら、両手の鉄てつ扇せんを一閃した。

　彼女を中心に描き出されたのは、直径数キロにも達する巨大な魔ま法ほう陣じんだった。それは発電所の敷しき地ちを覆おおい尽くし、発電設備に取とり憑ついていた禍憑妃マガツヒたちが閃光に包まれて弾はじけ飛ぶ。

　茅乃は、呆ぼう然ぜんとその光景を見つめていた。信じられない、というふうに頭を振る。

「破局粒子ＤＣＰの制圧結界!?　こんな広こう範はん囲いに展開できる獣じゆう装そう巫ふ兵へいがいるなんて……！」

「さすがだな、音々……んじゃ、まあ、あとはあたしがさっさと終わらせるか……」

　紗々羅は特に驚おどろいた様よう子すもなく立ち上がり、右手に炎の渦うずをまといながら、ちらりと唇を舐なめた。発電所から吹き飛ばされた妖よう獣じゆうの群れを、まとめて焼き払うつもりなのだ。もちろん、そんなことをすれば市街地にもそれなりの被害が出るのだが──

　その紗々羅を強引に押しのけるようにして、白い鎧よろいを着た少女が前に出る。

「わ、私がやります！　紗々羅先せん輩ぱいは下がっててくださいっ！」

「んあ？　鳴な々な葉は？」

「行きますっ！　サグメ！」

　鎧に覆おおわれた鳴々葉の背中に、魚ぎよ竜りゆうに似た水妖の姿が、光ひかり輝かがやくタトゥーとなって浮き上がった。同時に彼女の聖衣シユラウドから、爆ばく発はつ的てきな魔力が噴ふき出した。

　聖衣シユラウドの動力源である霊獣マガツヒの封印を、第五段階から第二段階まで一気に解放したのだ。

　やがてその魔力の奔ほん流りゆうは、光輝く無数の短剣となって、鳴々葉の姿を覆い尽くした。

　鳴な々な葉はの〝ＡＳ５５０サグメ〟は狙そ撃げき型がたの聖衣シユラウドだ。

　彼女が生み出した光の短剣は、轟ごう音おんとともに撃うち出され、無数の弾丸と化して敵の群れへと襲おそいかかる。

「すごい……」

　まき散らされた衝しよう撃げき波はに目を細めながら、茅かや乃のが驚きよう嘆たんの声を洩もらした。

　鳴々葉の攻撃は、狙ねらい違たがわずに目標を次々に貫通。発電所を取り囲んでいた禍憑妃マガツヒたちの数が一気に半減する。

「いやべつにいいんだけど……おまえら、大丈夫なのか？　そんな魔力を使いまくって……？」

　紗々羅が珍しく心配そうな口く調ちようで呟つぶやく。

　聖衣シユラウドは強力な兵器だが、なんの代だい償しようもなくその能力ちからを使えるわけではない。基地の地下に封印された禍憑妃マガツヒから聖衣シユラウドに魔力を転送するには、膨ぼう大だいな費用がかかるのだ。そしてその転送料金の一部は、聖衣シユラウドの使用者の負担である。つまり魔力を使えば使うほど給料が目減りして、最悪、借金を背負うことになってしまうのだ。

　しかしなぜか今日きように限っては、音ね々ねも鳴々葉も採算度外視で魔力を使いまくっていた。なに考えてんだこいつら、と紗さ々さ羅らは首を傾かしげ、

「紗々羅、十二時方向に大型の禍憑妃マガツヒの反応！　来るわよ！」

　そのとき茅乃が、鋭するどい声で忠告する。索さく敵てき能力に優すぐれた茅乃の聖衣シユラウドが、海中にいる禍憑妃マガツヒの姿を感知したらしい。

　やれやれ、と紗々羅は振り向いて、

「あー……んじゃ、今度こそあたしが……」

「紗々羅先せん輩ぱい、邪じや魔まです！　引っ込んでて！」

　そんな紗々羅を容赦なく突き飛ばして、飛び出したのは羽は々ば姫きだった。

「うおりゃああああああああああ！」

　啞あ然ぜんとしている紗々羅の眼がん前ぜんで、羽々姫は魔ま力りよくをまき散らしながら加速。巨大な光剣を実体化させながら、海面に浮上した禍憑妃マガツヒへと斬きりかかっていく。

「羽々姫まで……なにやってんだ、あのバカ。借金はいいのかよ？」

　倹約家で金にうるさい羽々姫までもが、コストパフォーマンスを無視して、いきなり大技を繰くり出している。あまりにも不可解なその光景を、紗々羅が不気味そうに眺めていると、

「ほーほっほっほ、爆ばく縮しゆく結界・自じ壊かい・全方位連れん鎖さ！」

　発電所中心部から聞こえてきたのは、音々の哄こう笑しようと、彼女の攻こう撃げきが巻き起こした巨大な爆発音だった。なにやら恐ろしげな技の名前に、紗々羅は、ますます不安げな表情になって、

「いや、だから……そんな大技は……」

　その言葉は、上空にいた鳴々葉の叫び声にかき消される。

「サグメ！　〝磐船イワフネ〟二百四十連──撃うてっ！」

「おーい……」

　花火のようにまき散らされる無数の光剣を眺めて、完全に出番を奪われた紗さ々さ羅らが溜ため息いきをついた。装甲に覆おおわれた爪つま先さきで、退屈そうにコンクリートの壁かべをいじり始める。

「紗々羅先せん輩ぱい、うろちょろしないでくださいってば！」

「…………」

　羽は々ば姫きが、そんな紗々羅を荒っぽく怒ど鳴なりつける。発電所を襲しゆう撃げきした禍憑妃マガツヒの群れはすでに壊かい滅めつ状態になっており、生き残ったわずかな個体の多くは逃走を始めたようだった。

　一方、茅かや乃のは、なぜか無口になってしまった紗々羅には気づかず、

「たいしたものね、紗々羅。あなたの小隊は……こんな辺境サイハテの小部隊なのに……」

　駆逐されていく禍憑妃マガツヒの群れを眺めて、素直に感嘆の息を吐く。その声音はどことなく複雑そうな響ひびきをも含んでいる。しかし紗々羅の返事はない。

「って、あら？　紗々羅？」

　茅乃が訝いぶかしげな表情を浮かべて振り返る。

　しかしそこに紗々羅の姿はなかった。完全に姿が消えている。

　さっきまで彼女がいたはずの場所には、やつあたり気味に破壊されたコンクリートの壁が残されているだけだ。

「はー……なんとか終わりました。監かん査さ官かん、お怪け我がは？」

　困惑する茅乃の眼がん前ぜんに、真紅の鎧よろいをまとった羽々姫が舞まい降りてくる。すでに戦せん闘とうモードを解除したのか、彼女の手からは光剣が消えていた。禍憑妃マガツヒたちを完全に制圧し終えたらしい。

「あの、どうかなさったんですか？」

　同じく戦闘を終えて戻ってきた鳴な々な葉はが、茅乃を気遣うように訊きいてくる。茅乃は儀ぎ礼れい的てきに微笑して、

「あ、ええ。私は大丈夫よ、ありがとう」

「……あれ、紗々羅先輩は？」

　そこでようやく小隊長の不在に気づいて、羽々姫がきょろきょろと首を振った。

　茅乃は小さく肩をすくめた。

「途中でいなくなってしまったわ」

「いなくなったって……帰っちゃったんですか？」

　啞あ然ぜんとしたように硬直する羽々姫。音ね々ねが、あらあらと両手を頰ほおにあて、

「もしかして、紗々羅ったら拗すねちゃったのかしら。自分の出番がなかったからー」

「そんな……いくらなんでも、大人おとなげない……」

　ひどい目め眩まいに襲われたように、羽々姫がふらふらとよろめいた。

　羽々姫たちは、たしかに紗々羅の暴ぼう走そうを防いだ。やる気のない彼女が発電所を破は壊かいしたり、無差別に市街地を攻こう撃げきに巻きこむのを防いだのだ。だがしかし──

「あの、帰っちゃったってことは……紗さ々さ羅ら先せん輩ぱいの評価って……」

　鳴な々な葉はが軽く青ざめながら、誰だれにともなく質問する。

　一いつ瞬しゆんの気詰まりな沈ちん黙もくが、その場にいた全員の間に流れた。

「敵前逃亡、いえ……今の彼女は傭よう兵へいだから、職しよく場ば放棄ってことになるのかしらね。どちらにしても問題だわ。由ゆ々ゆしき問題だわ……」

　重々しい口く調ちようで呟つぶやいたのは茅乃だった。残りの三人が絶句する。

　羽は々ば姫きががっくりと膝ひざを突き、虚うつろな顔でぼそりと呟いた。

「……終わった」

　冷たい夜風が、静けさを取り戻した市街をさらさらと吹き抜けていく。
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　数日後──

　櫟いち井い茅かや乃のは、迎えの車を待ちながら、ぼんやりと海を眺めていた。

　その海を渡った対岸は、禍憑妃マガツヒに支配された妖よう獣じゆうたちの棲息圏なわばりだ。本ほん州しゆうの最西端。極きよく東とう自じ衛えい機き構こう赤あか間まが関せき基き地ち。ここは戦争の最さい前ぜん線せん。人類にとっての最さい果はての土地なのだった。

「よう。今、帰りか？」

　兵舎の外に出た茅乃に、誰だれかが声をかけてくる。

　玄関扉の陰に座りこんでいたのは、携帯ゲーム機きを握った長身の少女。栗くり色いろの髪を風に遊ばせながら、悪戯いたずらっぽく笑いかけてくる。

　茅乃は呆あきれたように嘆息し、

「ええ。報告書の提出も済んだしね」

「ふーん」

　ゲーム機の画面に目を落としたまま、紗々羅が気のない相あい槌づちを打った。

　茅乃は、そんな旧友を少し怒った顔で睨にらんで、

「それよりもあなた、待機任務中でしょう、紗々羅？」

　紗々羅は笑いながら顔を上げた。

「今日きようのところは見逃してくれよ。カヤノだって見送りの一人ひとりもなしじゃ、寂しいだろ」

　何気なく訊きき返してくる紗々羅の姿に、茅乃は一いつ瞬しゆん、言葉をなくした。

　それは、かつての紗々羅の口からは、決して出てこない類たぐいの言葉だったからだ。

　見逃してくれ、と彼女は言ったのだ。救国の英雄、桜さくら狩がり紗々羅が、見逃してくれ、と。

「……あなた、変わったわね、紗々羅」

　思わず口元をほころばせながら、茅乃は言った。紗々羅は皮肉っぽく笑って唇を歪ゆがめた。

「落ちぶれたって言いたいのか？」

「そうね」

　茅かや乃のは懐なつかしげに目を細め、そして背後の兵舎を静かに見上げる。

「軍にいたころのあなたは、いつも一人ひとりだったわ。私たちは、あなたを信じてるといいながら、本当はあなたに一方的に頼ってただけだった。でも、ここにいる娘こたちは違うのね」

「生意気なんだよ、あいつら」

　紗さ々さ羅らが、ぶっきらぼうな口く調ちようで悪態をつく。茅乃はそれを優やさしく眺めながら、

「今なら、あなたが軍を辞めた気持ちがわかる気がする」

「え？」

「……あなたは寂しかったのね、紗々羅。あの娘こたちに出会うまで、ずっと」

　そう言って茅乃は、クスクスと声を洩もらして笑い出す。

　紗々羅は一いつ瞬しゆん、放心したような表情で茅乃を見上げ、

「な、な……なに言ってんだ、てめ、カヤノ……」

　カッと頰ほおを紅こう潮ちようさせながら、紗々羅が立ち上がって茅乃に詰め寄る。茅乃はそれをあっさりといなして手を振った。ちょうど国防省からの迎えの車が到着したところだった。

「また来るわ。今度は仕事抜きで、友達としてね」

　聖衣シユラウドを詰めこんだスーツケースを抱いて、茅乃は車に乗りこんでいく。

「けっ」

　紗々羅はそれを見送りながら、舌打ち混じりに手を振った。

　茅乃を乗せた車は、荒れた路面の上をよたよたと走り出し、門を出てすぐに見えなくなる。

　よく晴れた空を見上げて、紗々羅はひとつ溜ため息いきをつく。

　そして何事もなかったかのように、兵舎のほうへと引き返していく。

　行き先はいつもの詰め所だった。

　待たい機き任務中ということで、羽は々ば姫きたちもそこにいるはずだ。その証拠に廊下の遥はるか向こう側から、彼女たち三人のうめき声が絶えることなく聞こえてくる。

「ううう、補助金が……補助金が……」

「この電子レンジ、本当に限界なんですよぅ……」

「スイーツの通販カタログ、こんなに取り寄せたのにー」

「…………」

　廊下の途中で立ち止まって、紗々羅は、ふむ、と思案する。

　彼女たちの恨うらみ言ごとの原因はわかっている。もらえるかもしれなかった補助金が駄だ目めになって、それで落ちこんでいるのだろう。それについては多少の責任を感じなくもないが、紗々羅に言わせれば、軍からの補助金なんか欲しくもない、というのが本音だ。

　金を出すやつらは口も出す。軍からの補助金を受け取って、くだらないしがらみに巻きこまれるのはご免だった。

　とはいえ羽は々ば姫きたちの落胆を思えば、食事ぐらいおごってやるべきなのかもしれないが──

「やめた、面めん倒どうくせ……」

　そう呟つぶやいて、紗々羅は再び携帯ゲーム機きを取り出した。

　兵舎の窓からは明るい陽ひ射ざしが穏おだやかに射さしこみ、今日きようもまた気け怠だるい午後が過ぎていく。
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　廃はい墟きよの中を支配していたのは、濃のう密みつな闇やみと静寂だった。

　厚い雲に遮さえぎられて月の光は届かない。虫の声も葉は擦ずれの音も聞こえない。時間が静止したような沈ちん黙もくの中、少女のかすかな泣き声だけが、途と切ぎれ途と切ぎれに洩もれ響ひびいてくる。

「どうして……？」

　儚はかなげで、どこか頼りない雰囲気の少女だった。

　若いというよりも、まだ幼い。十二、三歳といったところだろう。

　彼女が身につけているのは迷彩柄の野戦服だった。小柄な身体からだは傷つき、薄うす汚よごれて、まるで彼女自身がこの廃墟の一部のようにも思える。

　闇が、怖いか──

　少女の耳元で声が聞こえた。

　それが幻げん聴ちようであることは彼女にもわかっていた。静寂に耐えかねた彼女の聴覚が、無む意い識しきに記き憶おくの中の声を再生しているのだ。

「どうしてなの……お父とうさん……」

　少女が、かすれた声でうめく。

　その声はひび割れた壁かべに弱々しく反はん響きようして、その反動で、さらに闇と静寂が深くなる。

　闇雲に逃げ出したくなる衝しよう動どうを、少女は必死に堪こらえていた。ここは奥深い山中に取り残されて、見捨てられた無人の廃村だ。一度迷ってしまえば、おそらく二度と生きては出られない。

　物音のない夜の廃墟が、時間の感覚をも鈍にぶらせて、ただ恐怖だけを無限に増幅させていく。

　闇を怖れるならば、おまえも闇になればいい──

　怯おびえる少女を嘲あざけるように、幻聴が鮮せん明めいさを増していく。

　己おのれを消せ。輪りん郭かくを溶かせ。なにも見るな。聞くな。考えるな──

「置いていかないで……一人ひとりにしないで……」

　途切れ途切れの言葉が、少女の唇から洩れた。

　しかし彼女の呼びかけに応こたえる者はいない。甘美な誘惑を囁ささやく幻聴を除いては。

　肌も、肉も、骨も、存在のすべてを闇に溶かしてひとつとなれ。闇はもはや二度とおまえを侵おかさず、おまえもまた闇を怖れる理由を失う。闇はおまえの鎧よろいとなり、そしておまえの刃やいばともなるだろう──

「闇は私……私は闇……」

　まるで自分自身に言い聞かせるように、少女がぼそりと呟つぶやいた。血の気を無くした唇が、うっすらと笑えみの形を作る。彼女の瞳ひとみから光が消える。

　かすかな大気の震ふるえを感じて、少女が顔を上げたのはその直後だった。

「ああ、こんなところにいたのか」

　一いつ瞬しゆん遅れて、瓦が礫れきを踏みしめる足音が聞こえてくる。

　そして聞き覚えのある声が響く。どこか焦ったような早口で、誰だれかの声が聞こえてくる。

「捜したよ。遅くなってしまってすまない。決して忘れていたわけではないんだが……本当に」

　廃はい墟きよの陰で、少女は音もなくゆらりと立ち上がった。

　無感動な瞳ひとみが、迎えに来た男を冷ややかに見返す。気にすることはない。どうせこれも闇やみが生み出した幻覚まぼろしなのだ。怖いものは、みんないなくなってしまえばいい。闇の中に消えてしまえばいい。

「闇は私、私は闇──」

　膨ふくれあがる少女の殺気に気づいて、男がぎょっとしたように足を止めた。反射的に身構える。

「ま、待て……おまえは……」

　少女を制止しようと、男が叫んだ。だが、そのときはもう少女の姿は、闇に溶けこんで消えていた。無音の衝しよう撃げきが男を襲おそい、終わりのない絶叫が廃墟の中を満たしていく。
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　その日、樛とがの宮みや鳴な々な葉はは、両手いっぱいに食料を抱えて板張りの廊下を走っていた。

　ポニテ風に長い髪を結わえた少女である。赤あか間まが関せき要よう塞さい所属の獣じゆう装そう巫ふ兵へいの一員で、年ねん齢れいは十五歳。綺き麗れいな顔立ちをしているが、どことなく気弱げで幸さち薄うすそうな雰囲気の娘だ。

　赤間関要塞は、極きよく東とう自じ衛えい機き構こうの基地だった。本ほん州しゆう最西端の最さい果はての土地で、九きゆう州しゆう地区からの禍憑妃マガツヒ侵攻阻止を担う民間軍事会社の支店である。

　鳴々葉はその極東自衛機構の契約社員。つまり金銭によって雇われた傭よう兵へいの一人ひとりである。

　しかし今、彼女が走っている理由は、傭兵としての仕事とはあまり関係がない。

「ただいま戻りました」

　軽く息を弾ませながら、鳴々葉は作戦室の扉を開けた。

　赤間関要塞の兵舎というのは、地元の小学校から接収した古い木造の校舎だった。

　鳴々葉の部隊で作戦会かい議ぎといえば、小学生用の机を寄せ合って、だらだらと食事をしたり、カードゲームに興きようじることを意味している。鳴々葉が購こう買ばい部ぶまで出かけていたのも、全員分の昼食と、午後のおやつを買うのが目的だった。平たく言えば、使いっ走りというヤツである。

　しかし今日きように限っては、作戦室の空気はいつもとは少し違っていた。

「あー……おかえり」

　教室に入ってきた鳴々葉に気づいて、天あま乃の羽は々ば姫きが、どこか投げやりに手を振ってくる。

　羽々姫は、鳴々葉と同期の獣装巫兵。小柄で可か愛わいらしい顔立ちをしているが、勝ち気そうな瞳ひとみが印象的な少女である。溜ため息いきをつく羽々姫の向かい側には、同じ小隊の先せん輩ぱい二人ふたりの姿がある。

　ふわふわした印象の、お嬢じよう様さま然とした美人は小こ揺ゆる木ぎ音ね々ね。

　すらりとした長身の少女が、小隊長の桜さくら狩がり紗さ々さ羅らだ。

　彼女たち二人は付き合いも長く、普ふ段だんははっきり言って迷惑なくらい仲がいい。なのに今は、お互い相手に背中を向けて、不ふ機き嫌げんそうに頰ほお杖づえを突いていた。露ろ骨こつにピリピリとした雰囲気を漂わせている年長組二人ふたりのせいで、作戦室の空気が重い。

「どうしたの、羽は々ば姫きちゃん？　なにかあったの？」

　不安げな表情の鳴な々な葉はが、小声で訊きいた。

「いやー……全然たいした話じゃないんだけどね」

　羽々姫が面めん倒どうくさそうに答えてくる。音ね々ねと紗さ々さ羅らが、ほとんど同時に振り返り、

「そんなことないわよー」

「重大な問題だろ。おまえらの生き死によりか重大だ」

　妙に真剣な口く調ちようでそう言った。羽々姫が呆あきれ顔がおで首を振る。

「そんなわけないでしょうが。まったくもう」

　うんざりしたような羽々姫の声を聞いても、音々たちは反省した様よう子すを見せない。

　一いつ瞬しゆんだけ互いの顔を見合わせて、年長組の二人はすぐに目を背けた。理由はわからないが、完全に仲なか違たがいしてしまっているらしい。ついさっきまで仲よく談だん笑しようしていたはずなのだが。

「あの……どういうことですか？」

　鳴々葉が怖おず怖おずと問いかける。二人は、ふて腐れたような態度で渋々と視し線せんを上げ、

「紗々羅が悪いの」

「いいや、誰だれがどう考えても音々のほうが間違ってる」

　同時に相手を指さして、憎々しげに顔を歪ゆがめる。

「あの……えーと……」

　一人ひとり事情のわからない鳴々葉は、途方に暮れたような表情を浮かべる。

　見かねた羽々姫が、やれやれ、と億おつ劫くうそうに口を開いた。

「あのね」

「うん」

「鳴々葉って霊れいを信じる人？」

「……霊？　幽霊がいるかどうかってこと？」

　唐突な羽々姫の質問に、鳴々葉はちょこんと小首を傾かしげる。と、

「当然、いるよな。鳴々葉もそう思うだろ？」

　そう言って大きく身を乗り出してきたのは、紗々羅だった。普ふ段だんのやる気のない彼女の姿が、噓うそのような勢いだ。

　一方の音々も、紗々羅と張り合うように鳴々葉に顔を近づけて、

「そんなことあり得ないわよね。ねえ、鳴々葉」

「なんであり得ねえんだよ。霊魂の存在は、世界中の文化や宗教が認めてきたことだろうが」

　紗々羅がめずらしく真剣に反はん論ろんする。

　音々は、哀れむような表情を紗々羅に向けて、

「あいにくだけど真実は、信じた人間の数ではなくて客きやつ観かん的てきな測定で証明されるものなのよ。いまだかつて信頼のおける状況で霊れい魂こんの実在が観かん測そくされた例はないわよねー」

「これまで証明できなかったからって、この先もそうとは限らないよな？　証拠もなしに霊はいないって決めつけるほうが非科学的なんじゃねえのかよ」

　苛いら立だった口く調ちようで言い返す紗さ々さ羅ら。音ね々ねも刺とげ々とげしく眉まゆを吊つり上げた。

「霊魂が人間の意い識しきと同じものなら、細胞などから独立して存在し続けることはあり得ないわ。ましてや現実世界に影えい響きようを与えることなんてできないし、観測できなくて当然ね」

「いいや。あたしはたしかにこの目で見たし、実際にあいつらのおかげで命を救われてる」

「そ、そうなんですか？」

　思いがけない紗々羅の言葉に、鳴な々な葉はは思わず訊きき返してしまう。

　紗々羅は、遠くを見るような目をして、重々しくうなずいた。

「ああ……あれは九く頭ず竜りゆう湖この第七次防ぼう衛えい戦せんだった。ラスボスを前にして聖衣シユラウドは大破、力尽きて死を覚悟したあたしの前に、戦いの中で散っていったかつての戦友たちの霊が現れて……感じたんだ！　彼女たちの想おもいが……人の意志が力となっていくのを！」

「……どこの番組の最終回ですか、まったく」

　羽は々ば姫きが目を半開きにして、馬ば鹿か馬ば鹿かしい、と息を吐く。

「それは脳内で生じたただの幻覚よ。でなければ無意識に記き憶おくが都合よく改かい竄ざんされてるだけ。人間なんて、死ねば終わりなのよー……うふ……うふふふふふふふ」

　音々は、なぜか暗い目をしてうっすらと微ほほ笑えんだ。幼いころから病弱だった音々は、過去に何度も生死の境目を経けい験けんしているという。彼女が頑かたくななまでに心霊現象を否定するのは、その体験と無関係ではないのかもしれない。幽霊肯定派の紗々羅も否定派の音々も、お互いの実体験に基づいて主張しているのだから、議ぎ論ろんが嚙かみ合うわけもなかった。

「で？」

「あなたはどう思うのー、鳴々葉？」

　業を煮やした紗々羅と音々が、ぎろり、と鳴々葉を睨にらんで意見を求めてくる。

　二人ふたりが発する強烈な無言の圧力に、鳴々葉は思わず後ずさり、

「こ、この流れで答えるんですか……!?」

　涙目になりながら弱々しくうめいた。とにかく話の矛ほこ先さきを変えようと、運んできた荷物を机の上に広げて、

「あの、とりあえず休きゆう憩けいにしませんか。お菓子と飲み物も買ってきましたから。ほら、紗々羅先せん輩ぱいおすすめのハバネロ饅まん頭じゆうと音々先輩が好きな塩コーラも」

「ふん」

「こっちでいただくわ」

　肩をぶつけ合うようにして、置かれた食料を手に取る年長組二人。互いに相手の好物を奪い合っているのは、おそらく嫌いやがらせのつもりなのだろう。ほとんど小学生レベルの喧けん嘩かである。

　音ね々ねはハバネロ饅まん頭じゆう、紗さ々さ羅らは塩コーラをそれぞれ勢いよく口に放りこみ、

「「不ま味ずっ……！」」

　二人ふたり同時に吐き出した。双方、口元を押さえて激はげしく咳せきこむ。

　彼女たちが喋しやべれずに苦しんでいる隙すきを衝ついて、鳴な々な葉はは、こっそりと羽は々ば姫きに質問した。

「あのー……いったいどうしてこんな話に？」

「ああ、それはね、これが原因」

　羽々姫が、素っ気ない仕し草ぐさで一通の書類を差し出してくる。

「新しい任務の発注書？」

　書類を眺めて、鳴々葉は首を傾かしげた。なんの変哲もない、見み慣なれたいつもの事務用紙である。

「中ちゆう国ごく山さん地ちにあった地じ獄ごく台だい基き地ちって知ってる？」

「自じ衛えい軍ぐんのレーダー基地だよね」

　曖あい昧まいな記き憶おくを探りながら、鳴々葉が言う。地獄台基地は、赤あか間まが関せき要よう塞さいから東に六十キロほど離はなれた山間部にあるレーダーサイトである。だが、今はもう稼か働どうしていない。

「半年くらい前の禍憑妃マガツヒの大だい襲しゆう来らいで、守備隊が壊かい滅めつして放棄されちゃったはずだけど……」

「そうそう。その基地を再建しようって計画があるんだって」

　なるほど、と書類に目を通しながら鳴々葉はうなずいた。

　死角の多い山間部では、禍憑妃マガツヒの接近を知らせるレーダー基地の存在は貴重だ。再建してもらえるのなら、鳴々葉たち赤間関要塞の守備部隊にとってもありがたい話である。

「それでね、基地の周辺の安全性とか、残った設備がどの程度まで使えるか調しらべて欲しいって依頼が来てるの」

「そうなの？」

　羽々姫の説明に、鳴々葉は少し不ふ思し議ぎそうな表情を浮かべた。

「でも、あの地区って、極東自衛機構わたしたちの管かん轄かつじゃないよね」

「そうだね。山陰ミリタリーコミュニケーションズＳＭＣの営業範はん囲いかな」

　そう言って羽々姫は小さく肩をすくめる。

　民間軍事会社である極きよく東とう自じ衛えい機き構こうが、日本政府から請うけ負った仕事は、主に九きゆう州しゆう方面からの禍憑妃マガツヒ侵攻の阻止である。内陸部の国防活動はライバル企業の縄なわ張ばりだ。

「だけど、そのＳＭＣが手を引いて、依頼が極東自衛機構うちに回ってきたみたい」

「え？　手を引いたって、どうして？」

　きょとんとした顔で訊きき返す鳴々葉。羽々姫は、言いにくそうに口ごもりながら、

「出るんだって」

「なにが？」

「だから、幽ゆう霊れい」

「え？」

　鳴な々な葉はの表情が固まった。

「禍憑妃マガツヒとの戦せん闘とうで亡くなった人々の魂が、今も成じよう仏ぶつできないまま残ってて、基地を訪れた人たちを呪のろったり祟たたったり仲間に引き入れようとするんだとかなんとか……」

「じょ、冗じよう談だん……だよね？」

「どうかなあ。とりあえずＳＭＣの獣じゆう装そう巫ふ兵へいが何人か、精神的に参って入院したって噂うわさだけど」

　興きよう味みなさげに呟つぶやく羽は々ば姫き。

　そして、ようやく復活してきた音ね々ねと紗さ々さ羅らが、いつになく気合いの入った表情で笑い、

「いいじゃない。幽ゆう霊れいなんて存在しないことを科学的に証明するいい機き会かいだわー」

「話が逆だろ。現代科学では説明できない現実があるのを思い知るといいぜ」

「ひ……引き受けちゃうんですか、この任おし務ごと……？」

　鳴々葉が引ひき攣つったような声で頼りなく言った。

　有無を言わせない勢いで、力強くうなずく紗々羅と音々。そして彼女たちは、それぞれ手に持っていた飲み物と菓子を口に含むと、

「楽しみだな……っ！」

「そうね……っ！」

　ハバネロの粉と塩コーラを、相手に向かって毒どく霧ぎりのように噴ふき出した。

　強烈な刺し激げき物ぶつを眼がん球きゆうに浴びて、二人ふたりはたまらず悲鳴を上げる。

　悶もだえ苦しむ年長組二人を見下ろし、鳴々葉は泣きそうな声で呟いた。

「うう……っ……嫌いやだなあ」
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　地じ獄ごく台だいと地図上に表示されたエリアは、カルスト地形と呼ばれる石灰岩質の土地だった。

　脆もろい岩がん盤ばんが雨水や地下水に浸食されて、陥没したような深い縦たて穴あなや、尖とがった石灰岩の柱を無数に形成している。保水性の悪い土ど壌じようのせいで、植物もまばらだ。地獄台の名にふさわしい、荒涼とした台地である。

　自じ衛えい軍ぐんのレーダー基地は、そんな殺風景な高台に、ぽつんと取り残されたように建っていた。

　敷しき地ち内ないにあるのは通信用のマイクロウェーブ鉄塔や、各種レーダー用のアンテナ。変電設備と管理施設。そしてヘリポートや兵員宿舎など。意外に大規模な施設である。

「なんだか思っていたより綺き麗れいですね……」

　カルスト台地の上空を飛行しながら、羽々姫がのんびりとした感想を洩もらす。

　彼女が身につけているのは、龍りゆうのような翼つばさを広げた真紅の鎧よろい。金属のようでもあり、生物の甲こう羅らのようでもある、艶つややかな装甲に覆おおわれた戦せん闘とう服ふくだ。

　獣装戦闘服ＢＤＵ。またの名を〝聖衣シユラウド〟──

　それがその奇妙な鎧よろいの名前だった。

「半年も放置されてたにしてはマシなほうだよな。これなら野宿しなくて済みそうだ」

　同じく薄うす紅べに色いろの聖衣シユラウドを身につけた紗さ々さ羅らが、どこか愉たのしげな口く調ちようで言った。

　それを聞いた鳴な々な葉はが、寂せき寥ばくとした地表を不安そうに見回して、

「え……もしかして今夜はここに泊まるんですか？」

「除じよ霊れいグッズも大量に持ってきてあるから、心配すんな。お札ふだとか御守りとか、あと十字架とニンニクも」

「うう……ニンニクは幽霊とは関係ないんじゃ……」

　ほとんど聞き取れないくらいの声で、鳴々葉がぼそぼそと反はん論ろんする。

「お肉やお野菜も用意してきたから安心してー」

　そう言って音ね々ねが指し示したのは、輸ゆ送そう用ようのコンテナケース。鳴々葉と二人ふたりがかりで運んでいる、金属製の巨大なコンテナである。空くう挺てい部隊が物資投下に使うタイプのごついやつだ。

「これって食材だったんですか……!?」

　鳴々葉は啞あ然ぜんとしてコンテナを見つめる。あまりにもでかくて重いので、てっきり調ちよう査さ用ようの機き材ざいが入っていると思っていたのだ。

「寝袋とパジャマも入ってるわよー。あとは暇つぶし用のボードゲームも」

「遊ぶ気まんまんですね、先せん輩ぱいたち……どうせそんなことだと思ってましたけど」

　冷たく呟つぶやきながら、羽は々ば姫きが高度を下げていく。残りの三人も彼女に続いた。ヘリポートの中央にコンテナを置いて、音々と鳴々葉が着地する。

　その間に、羽々姫と紗々羅は施設内部の偵察に向かった。上空からではわかりづらかったが、やはり基地には禍憑妃マガツヒとの戦せん闘とうの痕こん跡せきが生々しく刻みこまれている。

　無傷の建物は、全体の半分にも満たない。ほとんどのガラスは砕け散り、崩落した天てん井じようや壁かべの破片があちこちに散らばっていた。

「うーん、中はやっぱり廃はい墟きよって感じですね」

　羽々姫が、埃ほこりまみれの無残な光景を見回して言った。

「気にするな。今回は掃除が目的じゃねえ」

　そう言って紗々羅が、旧式のデジタルカメラを放り投げてくる。

「とりあえず手分けして施設内の写真を撮とりまくるか。あたしと音々でレーダー施設のほうを見てくるから、おまえらは兵舎のほうを頼む……って、なんだよ、その顔」

　異星人にでも出会ったかのような表情の羽々姫を見て、不ふ思し議ぎそうに訊きいてくる紗々羅。

「いえ、紗々羅先輩が真ま面じ目めに仕事してる姿なんて、ずいぶん久しぶりに見たなあと思って」

「当然だ。遊びに来たわけじゃねえからな。おまえらもそれっぽい場所を見落とさないように、気を抜かないで行動しろよ」

「それっぽい場所……ってなんですか？」

　羽は々ば姫きが困惑気味に眉まゆを寄せる。紗さ々さ羅らは、ふふん、と得意げに鼻を鳴らし、

「心しん霊れい写真が撮とれそうな場所に決まってんだろうが。死体が転がってれば最高だが、この際、血けつ痕こんだけでも残ってればいいや。あとは壁かべや天てん井じようの不自然な染みも見落とさないようにな」

「……さっきの発言は取り消します。たまには真ま面じ目めに仕事してくださいよ」

　羽々姫が呆あきれ果てたように嘆息した。

　そのとき、まるで勝ち誇ったように話に割りこんできたのは音ね々ねだった。

「羽々姫さんの言うとおりよ。心霊写真なんて容易に偽造できるものー。ましてや、デジタルデータなんかじゃ、証拠能力はないに等しいわ」

「え？　いや、わたしが言ってるのはそういうことじゃなくて……」

　だいぶ的外れな音々の指摘に戸惑う羽々姫。紗々羅が、攻こう撃げき的てきな笑え顔がおで音々を睨にらみ返し、

「だからおまえも一いつ緒しよに来て、撮さつ影えい時じの状態をチェックしてろよ」

「ええ。もちろん、そうさせていただくわ」

　つん、と顎あごを上げて優ゆう雅がに飛び立つ音々。紗々羅も彼女を追ってドップラーレーダーのアンテナ施設へと向かう。

　なんとなく取り残された気分を味わいながら、羽々姫は手渡されたデジカメを呆ぼう然ぜんと眺めた。

「もう、仕方ないなあ、あの人たちは……結局、私たちが尻しりぬぐいすることになるんだから。行こ、鳴な々な葉は」

「あ、うん……」

　大おお股またに歩き出した羽々姫の背中を、鳴々葉が慌てて追ってきた。

　二人ふたりはそのまま、薄うす暗ぐらい兵舎の中へと入っていく。

　夕焼けが西の空を染めていた。日没までは、あと一時間足らずといったところだろう。

　兵舎は鉄筋コンクリートの三階建て。それほど大きな建物ではない。食堂や浴室など最低限の生活に必要な空間をのぞけば、あとは兵士たちの私室があるだけだ。しかもその半分ほどは、禍憑妃マガツヒとの戦せん闘とうによって破は壊かいされてしまっている。

　建物の残り半分は、意外に綺き麗れいな形で残っていた。だが、それが逆に廃はい墟きよらしさを強きよう調ちようしてもいた。土つち埃ぼこりをかぶった無人の通路に、少女たちの足音がやけに大きく反はん響きようする。

「ねえ。羽々姫ちゃんは平気なの？　その、幽霊とか……」

　無む意い識しきに羽々姫の鎧よろいの裾すそをつかんで、鳴々葉が訊きいた。

　羽々姫は、どうということもない無関心な口調で、

「怖くないってことはないけど、慣なれてるから」

「え……？」

「芸能事務所にいたころは、そういう話をよく聞かされたんだよね。放送局って、霊が溜たまりやすいっていうしね。心しん霊れい番組の特番にも何度か呼ばれたことあるし。ああいうのはヤラセがほとんどなんだけど」

「そ、そうなんだ」

　どことなく気後れしたような表情で、手を離はなす鳴な々な葉は。羽は々ば姫きは兵舎を淡々と撮さつ影えいしながら、

「幽霊がいてもいなくても、べつにどっちでもいいんだけど、個人的には、いてくれたほうが嬉うれしいかな」

「え、どうして？」

「心霊現象が写ってる映像とかって、テレビ局あたりが買ってくれそうな気がするんだよね。それを売れば、少しはわたしの借金返済の足しになるかなあって」

「現実的シビアだね……羽々姫ちゃん」

　群れの仲間とはぐれた子犬のような表情で、鳴々葉が小さく溜ため息いきを洩もらした。

「ここって、医務室かな」

　やがて辿たどり着いた部へ屋やを見回して、羽々姫が言った。空になった輸ゆ血けつ用ようパックや、血ち塗まみれのメスと包帯など。負傷した兵士を手術した直後のような、妙に生々しい器具が置き忘れられたままの部屋である。

「このベッドはまだ使えそうだね」

　ロッカーの中身を勝手に漁あさって、羽々姫がクリーニング済みのシーツを引っ張り出してくる。鳴々葉は、ぎょっとしたように不気味な医務室を見回して、

「こ、ここで寝るの？　今夜？」

「うん。だって床で寝るよりはマシでしょ」

　羽々姫がなんの迷いもなく答える。鳴々葉は、うう、と声を震ふるわせながら、

「でも、この部屋、生々しい感じの血けつ痕こんとか、黒ずんだ包帯とかが放置されてるんだけど……」

「医務室だからね。よくあることだよ」

「そ、そうかなあ」

　足元の乾いた血ち溜だまりを眺めて、鳴々葉は弱々しくうめいた。土つち埃ぼこりの上からでもはっきりとわかる流血の痕跡は、素人しろうと目めにも尋常な量ではないと感じられた。この医務室で五、六人死んでると言われても素直に納得できる。

「ああ。たしかに、その血痕は気になるよね」

「そ、そうだよね。だから……」

　今夜は泊まるのはやめようよ、と言いかけた鳴々葉を、羽々姫が軽く押しのけて、

「とりあえず写真撮とっとくね。紗さ々さ羅ら先せん輩ぱいが喜びそうだし」

「だから、そうじゃなくって……」

　思わず涙声になる鳴々葉。

　その直後、兵舎の外で悲鳴が響ひびいた。鳴々葉がつられて短くうめき声を上げた。

　羽々姫が驚おどろいて振り返る。悲鳴はすでにやんでいた。だが、それが誰だれの悲鳴だったのかは、わかっていた。聞き間違えようがない、よく知った声。

　小こ揺ゆる木ぎ音ね々ねの声だった。
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　慌てて外に出た羽は々ば姫きたちが見たのは、ヘリポートに立ち尽くす年長組二人ふたりの姿だった。

　それなりに真剣な表情で、むっつりと腕を組んでいる紗さ々さ羅ら。音々が放心したように、その場にぺたんと座りこむ。

「どうしたんですか……音々先せん輩ぱい……？」

　駆け寄ってきた羽々姫が、周囲を警けい戒かいしながら訊きいた。

　めずらしく怒りを露あらわにした音々は、キッと唇を嚙かみながら顔を上げ、

「ないの」

「え？」

「なくなったのよ、食べ物が……！」

「は、はあ……」

　羽々姫は困惑の声を洩もらした。なんの話だかさっぱりわからない。

「あたしらがちょっと目を離はなした隙すきに、食材を詰めたコンテナが消えたんだ」

　不ふ機き嫌げんそうな口く調ちようで紗々羅が説明する。

「たしかにここに置いてあったよな？」

「ああ……そういえばそうですね」

　ようやく事情を把握して、羽々姫がうなずいた。言われてみれば、鳴々葉たちが運んできた金属製のコンテナケースが、跡形もなく消えていた。ヘリポートには、コンテナを引きずった痕こん跡せきが残されているような気もしたが、もともと地表が傷だらけだったせいで、正せい確かくなことはよくわからない。

「まさかおまえら、あたしたちに黙だまってこっそり喰くっちまったってことは……」

「ありませんよ。調ちよう理りする時間なんてなかったじゃないですか」

　紗々羅に疑いの眼まな差ざしを向けられて、羽々姫が呆あきれたように言い訳する。

　音々も、容疑者を追及する刑事のような視し線せんで羽々姫たちを睨にらみ、

「あれはいいお肉だったから、生でも美お味いしくいただけるわよー」

「そういう問題じゃないですってば。生肉だけで何キロあったと思ってるんですか。わたしと鳴々葉だけじゃ食べきれませんよ」

「そうか……」

　紗々羅は、いちおう納得したような表情で呟つぶやいた。そして彼女は、真顔で拳こぶしを固く握りしめ、

「するとこれは、やはりあれか……神隠しってやつ」

「は？」

　羽は々ば姫きがぽかんと口を開けた。紗さ々さ羅らは額ひたいに手を当て、ぶつぶつとなにかを語り出す。

「いきなり超常現象の洗礼とは、恐れ入ったぜ。これはなにかの警けい告こくなのかもしれないな。何者かの意志が、あたしたちをこの場所に近づけないようにしているのか……!?」

「いやいやいやいや……神隠しって、そういうものじゃないですよね。生肉が消えるとか」

　つっこむのもアホらしい、と言わんばかりのぞんざいな口く調ちようで、羽々姫が指摘した。

　音ね々ねも、ようやく冷静さを取り戻したように、ゆっくりと立ち上がり、

「そうねー……私の科学的な検証によると、ズバリこれはサルのしわざね」

「科学と関係ねえだろ、どこにサルなんかいるんだよ!?」

　今度は紗々羅が呆あきれ顔がおになる番だった。しかし音々は余裕の笑えみを浮かべて、

「逃げたに決まってるじゃない。サルをなめてはいけないわ。野生生物だけあって、筋力も人間とは比較にならないし、知能も高いのよー。変なオカルトにかぶれたりしないもの」

「あ？　もしかしてあたしの知能がサル以下だって言いてえのか？」

　再び険悪な表情を浮かべて睨にらみ合う年長組二人ふたり。

「あ、あの……先せん輩ぱいたち、こんなところで喧けん嘩かは……その……」

　鳴な々な葉はが気弱げに言いながら、顔を突き合わせる紗々羅たちをなだめようとする。

　羽々姫は気の抜けた溜ため息いきをつきながら、

「まあ、霊れいでもサルでもいいですけど、食材のコンテナがなくなってるのは事実なんだから、誰だれかに持ち去られたのはたしかですよね」

「そうね」

　なにかを決意したような瞳ひとみで、力強くうなずいたのは音々だった。

「そういうことだから、私の爆ばく縮しゆく結界で隠れたサルどもを燻いぶり出してあげるわー」

　おもむろに彼女が取り出した鉄てつ扇せんを見て、鳴々葉が、ひっ、と息を吞のんだ。その鉄扇の正体は、音々の聖衣シユラウド〝ＬＳ２４９オトタチバナ〟の固有武装。最大で半径数キロ圏内に致命的な破は壊かいをもたらす、分隊支援型の粒子輻ふく射しや兵器なのである。

「ま、待って……やめてください。こんなところで爆ばく撃げきなんかされたら、燻り出すどころか、この付近一帯が焼け野原になっちゃいますよ……」

「いいのよー。私のお肉を盗んだド畜生には、ふさわしい末路だわ」

「だめですよう……この施設も壊滅しちゃいますから……」

　どことなく目つきの据わっている音々を、必死でなだめようとする鳴々葉。

　紗々羅は、そんな騒さわぎを他ひ人と事ごとのように醒さめた目で見つめ、

「まあなんでもいいけどよ、食料なしで泊まりこみなんてできねーぞ。羽々姫、おまえ、ちょっと赤あか間まが関せきまで戻ってなんか買ってきてくれよ」

「気軽に言わないでくださいよ。嫌いやですよ。聖衣シユラウドの使用料だってタダじゃないんですから。追加料金取られちゃうじゃないですか」

　羽は々ば姫きがきっぱりと拒絶する。紗さ々さ羅らは、ちっ、と舌打ちし、

「はー……仕方ねえな。現地調ちよう達たつするか」

「現地調達って？」

「サルがいるんなら、野ウサギやらイノシシやらがいてもおかしくないだろ。ついでに山菜とかキノコも探してこいよ。今夜はウサギ鍋なべにしようぜ」

「えー……わたし、ウサギを絞めたりできませんよ。そんな残酷な」

　しかめっ面つらで首を振る羽々姫を、紗々羅が真ま面じ目めくさった表情で睨にらむ。

「なにが残酷だ。人間ってのは、ほかの生き物の命をいただいて生きてんだよ。感かん謝しやして喰くえ」

「なに綺き麗れい事ごと言ってるんですか。そういうのは紗々羅先せん輩ぱいがやってくださいよ。いつも自分が食物連れん鎖さの頂点にいるみたいな顔してるんですから」

「どんな顔だよ……!?　イメージだけで勝手なことを言うんじゃねえよ。だいたい、あたしの聖衣シユラウドは、そういうチマチマした作業に向いてねえんだよ。知ってんだろ」

「持ち主に似て大おお雑ざつ把ぱなんですから」

　羽々姫が大おお袈げ裟さに息を吐いた。そのとき音ね々ねが、なぜか頼もしげに鳴な々な葉はを前に押し出して、

「心配しなくても、大丈夫よ。そういうのは鳴々葉が得意だから」

「そうなの？」

　羽々姫は意外そうに目を瞬しばたいて、鳴々葉を振り返る。鳴々葉はぶるふると首を振り、

「ち、違っ……得意じゃなくて、一通りやり方を習っただけだし。それに今日きようは無理だと思うし……」

「なんで？」

　三人に同時に訊きき返されて、鳴々葉が、ううっ、と力なくうめく。

「この基地の周りには、動物の気配けはいが全然ないの。鳥や魚も……」

　そう言って、鳴々葉は、髪飾り型のアンテナをピクピクと動かした。

　彼女の聖衣シユラウド〝ＡＳ５５０サグメ〟の特殊権能は波動制御だ。超音波を利用した反響定位エコロケーシヨンによって、コウモリなどのように周囲の状況を調しらべることができるのだ。そんな鳴々葉が断言するからには、この付近には本当に動物は存在しないのだろう。

「そういえば……見ないね、鳥。どうしてだろう」

　空を見上げて羽々姫が呟つぶやく。紗々羅と音々が、ふむ、と同時にうなずいて、

「呪のろいだな。人間よりも霊れい的てきに鋭えい敏びんな動物たちが、呪いを察知して逃げ出したに違いないぜ」

「いいえ、こういうのはきっと科学的な根拠があるはずよ。地じ震しんの前兆現象かしらー」

　それぞれもっともらしいことを口にする二人ふたり。

　鳴々葉は困ったような顔で、こめかみに浮いた汗を拭ぬぐい、

「とにかくそんなわけだから、ウサギ鍋なべはできないんじゃないかと……」

　その言葉を聞いた紗さ々さ羅らたちが、落胆したようにがっくりと肩を落とした。なぜか鳴な々な葉はも、責任を感じて下を向く。それを見ていた羽は々ば姫きが仕方なく口を開いた。

「この基地って、半年前までは普通に使われてたんですよね」

「ああ」

　だからなんだよ、と紗々羅が冷ややかに見つめてくる。

「だったら倉庫に保存食が残ってるんじゃないですか。缶詰とかカップ麵めんとか……」

　何気なくそんなことを口にした羽々姫を、全員が一斉に振り返って叫んだ。

「「それだ！」」
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　食料保管庫はすぐに見つかった。食堂に隣りん接せつして造られただだっ広い倉庫で、冷凍冷蔵設備も整ととのっていた。探たん索さくを終えて戻ってきた羽々姫と鳴々葉が、手持ちの食料を食堂のテーブルの上に置く。のど飴あめが一袋と、チョコレートバーが一本。そして食塩が一袋……のみ。

　それを見下ろす紗々羅たちの顔には、はっきりと落胆の色が浮かんでいた。

「で……見つかったのはこれだけか……」

「あんまりお腹なかの足しになりそうもないわねー」

「文句言わないでくださいよ。のど飴はわたしの私物で、チョコバーは鳴々葉のなんですから」

　不満たらたらの先せん輩ぱい二人ふたりに、羽々姫が冷たく抗こう議ぎする。

「あの……食料庫はあったんですけど、空っぽでした。冷蔵庫の扉も開きっぱなしで……」

　鳴々葉が律りち儀ぎに事情を説明する。

「壁かべにでっかい穴が空いてたんで、そこからネズミでも入ったんじゃないですかね。でなきゃ、あたしたちの前に調ちよう査さに来ていたＳＭＣの獣じゆう装そう巫ふ兵へいが持ち帰ったとか」

　羽々姫の適当な仮説を聞いていた紗々羅が、なぜかいきなり深刻な表情を浮かべた。

「……餓が鬼きのしわざか」

「は？」

「ＳＭＣの連中は、餓鬼に憑つかれていたのかもしれない。あいつらは生前の罪のために、常に飢えと渇きに苦しんでるっていうからな。なんて恐ろしいんだ……道理で基地の調ちよう査さから撤てつ退たいするわけだぜ」

「え、えー……!?」

　本気で怯おびえたように基地の建物を見上げる鳴々葉。

「いくらなんでもそれはないと思いますけどね……」

　羽々姫が率直な感想を告げて、紗々羅がそんな彼女を不ふ機き嫌げんそうに睨にらんだ。

「ほかに考えられねーだろうが。いくら腹が減ってたからって、食料庫の中身を根こそぎ持ち出す獣じゆう装そう巫ふ兵へいなんかいるか」

「わたしだったら、ありがたくもらっていきますけど……食費もバカにならないですし」

「……可か哀わい想そうにな。塩なめるか？」

「なんですかもう。いりませんよ」

　紗さ々さ羅らに哀れみの視し線せんを向けられて、羽は々ば姫きが頰ほおを膨ふくらます。

「でも、やっぱり、これっぽっちで朝まではつらいわねー」

　再びテーブルの菓子を見下ろして、音ね々ねが薄うすく溜ため息いきを洩もらす。

「あの……お水はありますよ。基地の裏に井戸があって、浄水装置も生きてましたし……」

　鳴な々な葉はが彼女を気遣うように言った。しかし音々は、お水かあ……と呟つぶやいたきり沈ちん黙もくする。むしろいっそう落ちこんだようだった。鳴々葉が責任を感じたように、うう、とうめく。

「まあ、半日ぐらい喰くわなくても死にゃしねえだろ……というわけで」

　何気ない口く調ちようでそう言って、紗々羅はほがらかに微ほほ笑えんだ。

　次の瞬しゆん間かん、彼女の薄うす紅べに色いろの聖衣シユラウドが淡く発光。荊いばら状じようの鞭むちが激はげしくしなって、その先端がテーブルに置かれた菓子へと伸びた。

　疾しつ風ぷうと化した荊の鞭が、のど飴あめとチョコバーを奪い取る──

　そう思われた瞬間、紫むらさき色いろの閃せん光こうがのど飴たちを包みこんで輝かがやき、紗々羅の鞭を跳ね返した。

　なにっ、と表情を固くする紗々羅。音々が、うふふふ、と優ゆう艶えんに笑う。

「というわけで……なんなのかしら？　早い者勝ち、とでも言いたかった？」

「てめえ、音々。いつの間に結界なんか張ってやがった？」

　奥歯を嚙かみ鳴らして、紗々羅が低くうなる。吹き寄せてくる禍まが々まがしい殺気を、音々は笑え顔がおで受け流し、

「紗々羅こそ、蔓つる鞭むちで食料をかっ攫さらおうなんて、意地汚いんじゃないの？」

「面おも白しれえ……この程度の結界で、あたしのＭＳ２４０サクヤの攻こう撃げきを防げると思ったか？」

「うふふふふ……このＬＳ２４９オトタチバナの制圧範はん囲い内では、どんな攻撃も無力だということを教えてあげるわね」

　互いに聖衣シユラウドの封印を解放し、膨ぼう大だいな魔ま力りよくを吐き出しながら睨にらみ合う二人ふたり。

　常人には目視できないほどの速度で紗々羅が攻撃を繰くり出し、そのことごとくが音々の結界によって弾はじかれる。二人の激げき突とつの余波で建物全体がビリビリと震しん動どうし、老ろう朽きゆう化かした天てん井じようからパラパラとコンクリートの破片が落ちてきた。

「ちょっと……こんな狭いとこで権能ちからを使わないでくださいよ！　痛いたっ！」

　二人を止めようとした羽々姫が、攻撃の巻き添えをくらって吹き飛ばされる。聖衣シユラウドを着ていなかったら即死だったかもしれない。しかし紗々羅たちは、まったく気にせず小こ競ぜり合いを続行。鳴々葉はそれをおろおろと見つめながら、

「や、やめてくださいよぅ……た、食べ物が……」

「え？」

「あー……」

　鳴な々な葉はの警けい告こくに気づいて、紗さ々さ羅らと音ね々ねが動きを止めた。しかし、ひとたび聖衣シユラウドから放たれた攻こう撃げきを止めることは、彼女たちにも不可能だった。

　強大な魔ま力りよくが正面からぶつかり合い、その衝しよう撃げきがダイニングテーブルを粉砕する。もちろん、テーブルの上に置かれていた菓子も、跡形すら残さず吹き飛んでいた。

「……戦せん闘とうの結末はいつも虚むなしいもんだな」

「そうね……不毛だわ」

　争う理由を失った紗々羅と音々が、妙に冷静な口く調ちようでしみじみ語り合う。

「なにやってるんですか、まったくもう……」

　壁かべにめりこむような姿で倒れていた羽は々ば姫きが、頭を振りながら身体からだを起こした。

　駆け寄った鳴々葉が彼女を心配そうに抱き起こす。

「羽々姫ちゃん、大丈夫……？」

「まあ、なんとか」

　諦てい観かんしたような無表情でうなずく羽々姫。

　一方、騒さわぎの元凶である年長組二人ふたりは、何事もなかったかのような態度で、

「今ので一気にやる気なくしたな……今日きようはもう調査はやめにしようぜ」

「そうねー……お腹なかも空すいて力も出ないし」

「まあ、仕方ないですね……こう暗いと写真も撮とれないですし」

　生き真ま面じ目めな羽々姫も、めずらしく紗々羅たちに同意する。

　実際、日没後の廃はい墟きよの中は、ほとんど完全な暗くら闇やみだった。聖衣シユラウドの暗視機き能のうがなければ、身動きすらままならないほどだ。

「発電装置はー？」

「壊こわれてました……こんなところで半年もメンテなしで放置されてたから、さすがに」

　音々の質問に、鳴々葉が申し訳なさそうに返答する。

「そうか。なら、ちょうどよかったな」

　なぜか満足げにそう言って、紗々羅は、どこからともなく私物のバッグを取り出した。鳴々葉は不吉な予感に瞳ひとみを揺らし、

「え？　あの、これって……？」

「ロウソク。用意しといた。必要だろ？」

「それは、あれば助かりますけど……なんでこんなにたくさん？」

　当然の疑問を口にする鳴々葉に、紗々羅はぞっとするような笑え顔がおを向けた。

「百ひやく物もの語がたりだよ。全員で順番に怪かい談だんを語って、語り終わったら一本ずつロウソクを消すってやつ。霊れいを喚よぶための定番の儀ぎ式しきじゃねえか」

「こ、こんなところで怪かい談だんですか……!?」

　鳴な々な葉はが、血の気をなくした顔で立ち尽くす。

「コックリさんのプレイマットも持ってきたからな。ついでにあれもやろうぜ。部へ屋やの四隅に一人ひとりずつ座って、順番に肩を叩たたくやつ。ちょうど四人いるしな。あと一人、増えるといいな」

　紗さ々さ羅らがうきうきしたような口く調ちようで言った。

「いや、その……私はそういうのは……」

「こういうときだけ無む駄だに用意がいいんだから」

　鳴々葉が怯おびえたように表情を強こわ張ばらせ、羽は々ば姫きは呆あきれたように独りごちる。

　そして音ね々ねは、紗々羅に対抗するように、胸の谷間からなにかを取り出した。聖衣シユラウドと同じ材質で造られたセルフレームのメガネである。

「心配いらないわ、鳴々葉。そんな儀式がただの迷信だって、ちゃんと証明してあげるから」

「あの……音々先せん輩ぱい？　なんですか、それ？」

　鳴々葉が不安そうに質問する。音々は得意げにメガネをかけ、

「聖衣シユラウドのオプションよ。こんなこともあろうかと整せい備び科かの袖そで乃の森もりちゃんに頼んで作っておいてもらったの。この施設内のあらゆる場所の赤せき外がい線せん映像や音声を、これで朝まで記き録ろくするのよー」

「えっと……そのメガネ……っぽいものをかけて、朝までうろつくんですか？　この廃はい墟きよを？」

「映像だけじゃないわ。気圧の変動がもたらす騒そう音おんや、地下水などが原因の震しん動どう、大気中プラズマやメタンガス、そのほか心しん霊れい現象に誤認されやすい様々な自然現象を解析する、その名も〝霊能者キラー・デバイス〟よー。まるっと全部お見通しなのよー」

「うわー……なんだか心霊特番って感じがしますねえ」

　羽々姫が心のこもらない平坦な口く調ちようで言った。紗々羅は、ハッと鼻で笑って、

「べつにいいけど、この鞭むちからこっちは百ひやく物もの語がたりのエリアだからな。あたしの許可なく入ってくんなよ、音々」

「紗々羅こそ、作り話に怯おびえて恥をかかないようにねー。そういえばトイレの入口は私のエリアにあるけど大丈夫？　自分の間違いを素直に認めて、私は科学の奴ど隷れいです、って三回宣誓するならトイレに行かせてあげてもいいわよ」

「誰だれが言うか！」

　互いに聖衣シユラウドを戦せん闘とうモードに移行させて睨にらみ合う紗々羅と音々。大人おとなげないなあ、と羽々姫が息を吐く。その呟つぶやきが聞こえていたのか、紗々羅は不ふ機き嫌げんそうに唇を歪ゆがめ、

「仕方ねえな、さっさと始めようぜ。鳴々葉も座れ。これはあたしがまだ新人だったころに、先輩が実際に体たい験けんした話なんだけどさ……」

　ゆらゆらと揺れるロウソクの炎に照らされながら、紗々羅が、異様な臨りん場じよう感かんに満ちた語りを始める。鳴々葉は、恐怖に顔を引ひき攣つらせて首を振り、

「す、すみません……私は、怪かい談だんは、その……あんまり好きじゃないかも」

　そんな鳴な々な葉はに、そっと腕を絡めてきたのは音ね々ねだった。〝霊れい能のう者しやキラー・デバイス〟の、不気味なレンズをじっと鳴々葉に向けながら、

「そうよね。鳴々葉は、私と一いつ緒しよに廃はい墟きよめぐりをするのよね」

「え？　いや、廃墟の撮さつ影えいとか、そういうのもちょっと……」

　滝のように冷や汗を流しながら、うめく鳴々葉。

　それを見た紗さ々さ羅らが、鳴々葉を庇かばうように近づいて、

「……手を離はなせよ、音々。鳴々葉はあたしと一緒に百ひやく物もの語がたりをやるんだよ。あたしと羽は々ば姫きだけじゃ盛り上がらねえだろうが」

「だめよ。鳴々葉はモニタを監かん視ししておいてもらわないと。私と羽々姫さんだけじゃ、記き録ろくの客きやつ観かん性せいが保証できないもの」

「知るか、そんなの。鳴々葉がいないとコックリさんもできないんだよ」

「鳴々葉は怪談なんか嫌いなのよ。幽ゆう霊れいなんか信じてるやつはとんだ間抜けのチキン野郎だぜ、って、さっき言ってたわー」

「噓うそつけェ！」

　鳴々葉を真ん中に挟みながら、激はげしくいがみ合う紗々羅と音々。わたしの意志は無視ですか、と羽々姫が一人ひとりで拗すねたように呟つぶやく。

　紗々羅と音々は、両側から鳴々葉に詰め寄って、
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「その辺どうなの、鳴な々な葉は!?」

「どっちにつくんだよ!?」

「わ、わた、私は……」

　殺気立った二人ふたりに問い詰められた鳴々葉は、死人のような顔色になっていた。もはや怪かい談だんや廃はい墟きよなどよりも、紗さ々さ羅らたちのプレッシャーのほうが恐ろしい。

　鳴々葉は、捕ほ獲かくされた小動物のように小刻みに全身を震ふるわせながら、なんとかこの場を切り抜けようと、あうあう、と声にならない言葉を紡ぎ、そして、

「うわああああああーん！」

　紗々羅たちの手を振りほどいて猛然と逃げ出した──と思われた瞬しゆん間かん、ごん、と凄すさまじい音を立てて、その場に倒れこんだ。

　紗々羅が部へ屋やに張り巡らせた鞭むちに足を引っかけてバランスを崩し、音々が展開した結界に頭から激げき突とつしたのだ。

「鳴々葉、大丈夫ー？」

「だからこの鞭を勝手に越えるなって言っといたのに……」

「なにやってんですか、まったくもう……鳴々葉、生きてる？」

　羽は々ば姫きが頭を抱えながら、倒れた鳴々葉のもとへと駆け寄る。しかし鳴々葉の返事はない。

　鳴々葉は悪夢にうなされるように、苦しげにうめきながら目を回していた。
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「反省してください！」

　医務室の床に紗々羅と音ね々ねを正座させ、腰に手を当てて羽々姫が言った。

　気絶した鳴々葉は、ベッドの上に寝かせてある。ひどい悪夢を見てうなされているようだが、とりあえず命に別状はなさそうだ。

「いや、だけどあれは音々が悪いだろ」

「紗々羅のせいだと思うのー」

　責任の押しつけ合いを始める年長組二人を見て、羽々姫が乱らん暴ぼうに壁かべを殴りつける。

「お二人がそんなふうに仲なか違たがいしてるから、鳴々葉が心労で追い詰められちゃったんです！　少しは自覚してください！」

「なんだよ。あたしらだけの責任かよ」

　不服そうに顔をしかめる紗々羅。羽々姫は少し戸惑うような表情を浮かべ、

「それはたしかに鳴々葉も、ちょっとメンタルが弱すぎる気はしますけど……」

「そうなのよねー……それがなければ、鳴々葉も今ごろは政府軍のエリートだったのに」

　音々が同情するようにぽつりと呟つぶやいた。

「なんですか、その話？　そういえばさっきも妙なことを言ってましたよね。動物を狩るのが得意だとかなんとか……もしかして鳴な々な葉はってレンジャーの資格を持ってたりします？」

　羽は々ば姫きが訝いぶかしむように訊きき返す。レンジャーは政府自じ衛えい軍ぐんの中でも、特に優ゆう秀しゆうな兵士に与えられる特殊な資格だ。資格取得のための訓練は非常に過酷で、狙そ撃げきや爆ばく破は、格かく闘とうなどの技能以外に、山岳地帯などでの生存技術なども叩たたきこまれるという。その手の訓練の経けい験けん者しやということならば、狩りのやり方を習った、という鳴々葉の証言とも一致する。

　しかし音ね々ねは、知らなかったんだっけ、と少し意外そうに呟つぶやいて、

「近いけど違うの。鳴々葉はね、忍者なのよー」

「は？　ニンジャ？」

　唐突に聞かされた予想外の単語に、羽々姫は目を丸くする。

　紗々羅が、だらしなく寝転がりながらうなずいた。

「あいつの実家は名門の忍者の家系なんだよ。だから鳴々葉も、ガキのころから破は壊かい工作だの、サバイバル訓練だの、斥せつ候こうだの、暗殺だのって技術を叩きこまれてたらしい。生まれついての諜ちよう報ほう員いんというか、一人ひとり特殊部隊というか……」

「樛とがの宮みや家けといえば、各国政府の情報機き関かんや軍の特殊部隊では有名なのよー。鳴々葉もずいぶん期待されてたらしいんだけどー」

　音々たちの説明を聞きながら、羽々姫は困惑したように目を細め、

「それがどうして民間軍事会社なんかの契約社員をやってるんですか？」

　うーん、と音々が、唇に手を当てる。

「直接の原因は、やっぱりあれかしらー。私も噂うわさでしか知らないんだけど、鳴々葉が十二歳のときに、人里離はなれた山奥の廃はい墟きよで潜せん伏ぷく訓練をしたことがあってー……」

「……なにか、事故に遭ったとか？」

　眠っている鳴々葉の横顔を見ながら、羽々姫は思わず声を潜ひそめた。

　音々は、悲しげな表情で首を振り、

「それがねー、一晩経たったら迎えに来る予定だったお父とうさんが、それを忘れちゃってー」

「は？　忘れた？」

「結局、迎えがきたのは一週間後だったんですってー……」

「そ、それはさすがに……」

　軽い頭痛に襲おそわれて、羽々姫はうめいた。くだらないといえばくだらない事故だが、山奥に一人ひとり取り残された幼い鳴々葉にとっては、笑い事で済む話ではない。鳴々葉がやけに幽ゆう霊れいだの廃墟だのを怖れていたのは、その体たい験けんが原因なのかもしれなかった。

「それ以来、鳴々葉はすっかり気弱になっちゃって、このまままじゃ政府の情報機き関かんはおろか、自じ衛えい軍ぐんの入隊試験に受かるかどうかも怪しいってことで──」

「それで極きよく東とう自じ衛えい機き構こうに放り込まれたみたいだな。獣じゆう装そう巫ふ兵へいの適性があったってことにすれば、樛とがの宮みや家けの面目はギリギリ保たれるからな」

「そんなことがあったんですか……」

　事情をようやく把握して、沈痛な表情で呟つぶやく羽は々ば姫き。

　紗さ々さ羅らと音ね々ねは、そうそう、と無責任にうなずき合い、

「というわけで、鳴な々な葉はがぶっ倒れたのは、過去のトラウマのせいだな、きっと」

「私たちのせいじゃないわよねー」

「鳴々葉のトラウマを知ってて、追い詰めたのはあなたたちでしょうが！」

　まったく反省の色が見えない先せん輩ぱい二人ふたりを、羽々姫が苛いら々いらと怒ど鳴なりつけた。

「とにかく、もうこれ以上、鳴々葉を刺し激げきするような行為は禁止ですからね。百ひやく物もの語がたりとか廃墟探たん索さくとか！」

「なんだよ。これから盛り上がる時間帯だったのにな」

「ねえ」

「うるさいです。ロウソクとかメガネとか片づけて、さっさと寝てください！」

　こんなときばかり意気投合する二人を無視して、羽々姫は自分のベッドに上った。

　紗々羅はなおも不満そうに頰ほお杖づえをついたまま、

「けどさ、こう腹が減ってたら眠れねーよ」

「まあ、たしかに……昼ご飯を食べられなかったのが地味に効いてきましたね……」

　羽々姫も生気の感じられない声を出す。鳴々葉が買ってきた昼食は、紗々羅と音々の喧けん嘩かに巻きこまれて、塩コーラとハバネロまみれになってしまったのだった。

「おまえらはまだマシだって。あたしなんか昨日きのうの夜からなんも喰くってねえんだぞ」

「紗々羅先せん輩ぱいは、勝手に寝坊して朝ご飯を食べなかっただけじゃないですか」

　羽々姫に冷静に指摘され、紗々羅がむくれたように黙だまりこむ。

　そのとき音々が、突然、無言のまま立ち上がった。紗々羅と羽々姫が、怪け訝げん顔がおで振り返り、

「音々？」

「どこ行くんですか？」

「トイレー」

「ああ。だったら、つき合うぜ」

　そう言ってのっそりと起き上がる紗々羅。羽々姫も慌ててベッドから降りる。

「ま、待ってください。わたしも行きますから」

「一人ひとりで残るのが怖いんだろ、羽々姫」

「ち、違いますよ。先輩たちがまた余計なことをしないかどうか見張ってるんです！」

「へいへい」

　そんなどうでもいい会話を交わしながら、羽々姫たちが廃はい墟きよの中を歩いて行く。と──

　先頭を歩いていた音々が、いきなり廊下の角を曲がった。まるでなにかに誘われるように、その先の階段を下りていく。立ち止まった紗さ々さ羅らが、不ふ審しんそうに彼女の背中に訊きいた。

「なにやってんだ、音々？　トイレはそっちじゃないぜ？」

「食べ物の匂においがするのー」

「すごい嗅きゆう覚かくですね、音ね々ね先せん輩ぱい……」

　羽は々ば姫きが感心したような呟つぶやきを洩もらす。音々はおっとりと首を振り、

「私じゃないわよ。聖衣シユラウドのオプションがー」

「ああ、さっきの……持ってきてたんですか」

　言われてみれば、たしかに音々のメガネのレンズが、不自然な点滅を繰くり返していた。内蔵された高感度センサーが、大気中の匂いの微粒子に反応したのだろう。

　兵舎の階段は地下室へと続いていた。もともとは食料庫として使われていた区画なのだろう。しかしそこにはなにも残されていなかった。地下室の床には、陥没したような深い縦たて穴あなだけが、ぽっかりと口を開けている。

　音々は、聖衣シユラウドを淡く発光させながら、その縦穴をふわふわと降りていく。羽々姫と紗々羅も彼女に続いた。

「なんだ、これ？　鍾しよう乳にゆう洞どうか？」

　縦穴の底に着地した紗々羅が、周囲を見回して軽くうめいた。

　そこには、幻想的とすらいえる広大な洞どう窟くつが広がっていた。

　つららのように垂れ下がる無数の鍾乳石や、壁かべ一面を覆おおう滑らかな流りゆう華か石せき。それは間違いなく天然の鍾乳洞だった。しかも、かなりの規模である。

「匂いがするのー。こっちー」

　音々が鼻をひくひくとさせながら、洞窟の奥へと歩いて行く。

「なんでこんなところから食べ物の匂いが……あ痛いたっ!?」

　音々のあとを追いかけようとした羽々姫が、なにかに蹴けつまずいてこける。彼女の足元に転がっていたのは、金属製のコンテナケースだった。それを見た紗々羅が、ムッと眉まゆを寄せ、

「……あたしたちが運んできた食料コンテナじゃねえか」

「え？　でも、これってヘリポートのところに置いてあったはずじゃ……」

　思わず顔を見合わせた羽々姫と紗々羅。その間に、音々は一人ひとりで洞窟の奥へと進み、そして不意に足を止めた。

　彼女の視し線せんの方角から、淡い燐りん光こうが洩もれてくる。

　見間違いようもない、禍まが々まがしい輝かがやき。

「この光、まさか破局粒子ＤＣＰか──!?　音々！」

　紗々羅が警けい告こくするように叫んだ。音々は無言でうなずいて、固有武装である鉄てつ扇せん〝走水ハシリミズ〟を広げた。

　その光は、物理的に不連続な現象を引き起こす粒子。この世界には本来存在しない、いわゆる魔ま力りよくと呼ばれるものの正体だ。その破局粒子ＤＣＰをまき散らすものこそが、〝禍憑妃マガツヒ〟と呼ばれる怪物モンスター──異界から来訪した災さい厄やくの獣けものなのである。

　羽は々ば姫きたちの接近に気づいて、燐りん光こうをまとった巨大な獣が、暗い洞どう窟くつの中で起き上がる。

　それは複数の頭を持つ、超大型の吸血ウナギとでも呼ぶべき姿をしていた。

　尻尾しつぽまで含めた全長は、軽く五十メートル近くありそうだ。その全身は分厚い金属製の甲こう羅らに覆おおわれ、さらには強きよう靱じんな爪つめを持つ四肢を備えていた。

　過去に羽々姫たちが遭遇した禍憑妃マガツヒの中でも、これほどまでに危険ヤバげな個体は多くない。とてつもない大物だ。

「そうか……食料コンテナをかっぱらっていったのは、こいつか」

「倉庫にあった食料を根こそぎ持ち去ったのも……」

「お肉とお野菜ー……」

　巨大禍憑妃マガツヒを睨にらみつけ、羽々姫たちが聖衣シユラウドの封印を解く。

　今回の羽々姫たちの任務は基地の調ちよう査さであり、禍憑妃マガツヒとの戦せん闘とうは予定にない。正体不明のマガツヒとの交戦は、本来なら避けるべきである。ましてや、相手がこんな大物ならば尚なお更さらだ。

　だが、どれだけ危険でも羽々姫たちには、このマガツヒを倒さねばならない理由があった。

　なぜなら彼女たちは見てしまったのだ。

　缶詰、乾パン、カップ麵めん、そして通称〝ミリ飯〟と呼ばれる軍用レーション──

　大型禍憑妃マガツヒの背後に積つみ上げられた、未開封の保存食の山を。

　巨大な鍾しよう乳にゆう洞どうを震ふるわせて、巨大禍憑妃マガツヒが咆ほう吼こうする

　それが戦いの始まりを告げる合図ゴングだった。
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『きみ……』

　政府自じ衛えい軍ぐんの入隊審しん査さの会場で、その男は彼女に声をかけてきた。

　かすかに見覚えのある男だった。上品なスーツを着ているが、年ねん齢れいの割に妙に姿勢のいい体たい軀くから、隠しきれない威圧感が滲にじみ出ている。職しよく業ぎよう軍人に特有の気配けはいをまとった男だ。

『きみはたしか樛とがの宮みや家けのお嬢じようさんか？　鳴な々な葉はさん、といったね。きみがまだ幼いときに一度会ったことがあるんだが、覚えていないかね』

「…………」

　自分よりも頭ひとつ背の高い男を見上げて、鳴々葉は怯おびえたように首を振った。

　男の瞳ひとみに浮かんだのは、はっきりした失望の光だった。

『ああ、呼び止めてすまなかったね。昔、樛宮の婿むこ殿どのには大変世話になってね……有能な男だったが、惜しいことをした……どうしてあんなことに』

　そう告げる男の姿が、溶けるように歪ゆがんだ。彼の声だけが、何度も耳の中で反はん響きようする。

　鳴な々な葉はは、ようやく自分が夢を見ているのだと気づいた。何度も繰くり返し見た悪夢を。

「ん……」

　覚かく醒せいする意い識しきがゆっくりと浮上して、男の姿は闇やみの中に薄うすれて消えていく。そして──




　ズン！




　突然の衝しよう撃げきに、鳴々葉は跳ね起きた。

　ベッドのシーツを、ぎゅっとつかんで振り返る。

　灯あかりのない荒廃した医務室の中には、誰だれもいなかった。羽は々ば姫きも紗さ々さ羅らも音ね々ねもいない。

「みんな、どこ？」

　か細い声で鳴々葉が訊きく。しかし返ってきたのは、耳が痛くなるような静寂だけだった。

「羽々姫ちゃん……音々先せん輩ぱい、紗々羅先輩……どこですか？」

　鳴々葉の声は、すでに半泣きになっている。見開いた瞳ひとみが涙で揺れる。

　聖衣シユラウドの音おん響きようセンサーを起動して周囲を探るが、羽々姫たちの存在は感知できない。呼吸の音や、心音すら聞こえない。建物の中は完全に無人だ。鳴々葉一人ひとりを置き去りにして、誰もいなくなったのだ。

「みんな……どこに行っちゃったの……」

　激はげしく肩を震ふるわせながら、鳴々葉はベッドの上で膝ひざを丸めた。

　恐怖で、奥歯がカタカタと鳴っていた。

　忘れようとしていた過去の記き憶おくが、否応なく鮮せん明めいに甦よみがえってくる。

　父親に置き去りにされた幼い日の記憶が。

「置いて行かれたの……私、また置いて行かれちゃった……？」

　無人の廃はい墟きよに独りぼっちで取り残された。その事実に、心しん臓ぞうをつかまれたような気分になる。

　その直後、ズン、と突き上げるような衝撃が、鳴々葉の全身を襲おそってきた。

「ひっ!?」

　鳴々葉はたまらず悲鳴を上げた。廃墟の壁かべが震しん動どうし、天てん井じようからパラパラと瓦が礫れきが降ってくる。騒霊現象ポルターガイストという単語が脳裏をよぎって、鳴々葉の表情が凍りつく。

「暗いよ……怖いよ……もういやだよ」

　すがるような気分で、うろ覚えの般はん若にや心しん経きようを唱えてみる。こんなことなら、もっと真ま面じ目めに覚えておけばよかったと後悔する。うろ覚えな上に、サビの部分しかわからない。

「どうして……どうしてなの……羽々姫ちゃん……みんな……」

　地底から伝わってくる激しい震動が、廃墟を揺らし続けていた。

　完全に恐怖に支配された鳴々葉は、為なすすべもなくベッドの上で震え続けている。

　そんな彼女の耳元で声が聞こえた。

　闇やみが、怖いか──

　それは懐なつかしい声だった。幼いころに聞いた記き憶おくの中の父の声。忍者としての過酷な修行の途中で、幾度となく聞かされた父の口くち癖ぐせだった。

「闇は私……私は、闇……」

　呪じゆ文もんのような自己暗示の言葉が、無む意い識しきに洩もれた。鳴な々な葉はの瞳ひとみから光が消えた。

　鎧よろいに覆おおわれた彼女の背中に、魚ぎよ竜りゆうに似た水すい妖ようの姿が、光ひかり輝かがやくタトゥーとなって浮き上がった。

　純白の聖衣シユラウドが、魔ま力りよくの光に包まれる。

　封印解放第二段階アンシール・レベルツー。戦せん闘とうモードへと移行。

「怖いのは嫌いやだよ……みんな……」

　抑揚の乏とぼしい無感情な声で鳴々葉が呟つぶやく。

　無人の廃はい墟きよの闇の中に、少女の身体からだがふわりと浮き上がる。
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　禍憑妃マガツヒの禍まが々まがしい巨体が、凄すさまじい地じ響ひびきを立てて横倒しになる。

　断だん末まつ魔まの痙けい攣れんを続けるその姿が、ボロボロとひび割れて崩れていく。破局粒子ＤＣＰの燐りん光こうも消えて、洞どう窟くつの中を闇が覆おおっていく。魔力の消失。それは禍憑妃マガツヒの死を意味していた。

「またタダ働きをしてしまった……」

　光剣〝十束トツカ〟を振り下ろした羽は々ば姫きが、疲れたように溜ため息いきをついた。任務と無関係にマガツヒを倒しても追加の報酬はない。むしろ聖衣シユラウドの使用料金がかさむだけなのである。

　消滅していく異界の怪物を見下ろし、紗さ々さ羅らが気け怠だるい声を出した。

「余計な手間かけさせやがって。禍憑妃マガツヒの分際で人間様の喰くい物ものを独占しようなんて、百年早いんだよ」

「冬眠するタイプの禍憑妃マガツヒだったのね。前にも何件か目もく撃げき例れいがあるはずよ。休眠中でも触覚が自動的に獲え物ものの接近を感知して、栄養源になりそうな有ゆう機き物ぶつを集めていたんだわ」

　洞窟内に蓄えられていた軍用保存食を手にとって、音ね々ねが言う。禍憑妃マガツヒの生態については、いまだにわかっていないことのほうが多い。彼らの栄養源についても不明だ。人類と同じ食料を摂取して、この巨体を維持できるとも思えない。とはいえ、気まぐれに人間の食べ物を好む禍憑妃マガツヒが存在しても、まったく不ふ思し議ぎではなかった。

　紗々羅が、手つかずのまま残された段ボール箱を開け、中身のチョコレートを取り出した。包装紙を乱らん暴ぼうに引っぺがし、口の中に放りこむ。

「ほどよく冷えてて美う味まいな」

「鍾しよう乳にゆう洞どうは天然の貯蔵庫みたいなものですからね」

「さすがに自じ衛えい軍ぐんの野戦糧食レーシヨンは美お味いしいわねー」

　羽は々ば姫きと音ね々ねも、それぞれ食べ物にありついていた。禍憑妃マガツヒから横取りしたものとはいえ、久々に口にする食事である。疲れた身体からだに高カロリーの軍用食料が心地ここちよい。

　しばらくの間、彼女たちは、無心になって食べ物を頰ほお張ばり続ける。

　やがてそれなりに腹も膨ふくれたところで、羽々姫は、ふと食事の手を止めた。頭の片隅になにかが引っかかっていた。大事なことを忘れているような気がする。大切な誰だれかをどこかに置き忘れてしまっているような──

　不気味な衝しよう撃げき音おんが洞どう窟くつ全体を震ふるわせたのは、その直後のことだった。

「な……なんの音ですか？」

　どこか不吉な予感を覚えて、羽々姫が頭上を振り仰いだ。

「地上からよね……？」

　缶詰の白桃を口に含んだまま音々が呟つぶやき、それにつられて紗々羅も顔を上げる。

　その紗さ々さ羅らの眼がん前ぜんに、鈍にぶい輝かがやきを放つなにかが突然現れた。

「うわっ！」

　本能的なカンに従って、紗々羅が地面に転がった。彼女の背後を、凄すさまじい勢いで鈍にび色いろの刃物が駆け抜けた。大気の裂ける音が聞こえた。精密で無情な遠えん距きよ離りからの狙そ撃げき。並の人間なら、今の一いつ瞬しゆんで胴体を真っ二つにされていたはずだ。

「手裏剣!?　還矢カエシヤか!?」

　その攻こう撃げきの正体に気づいて、紗々羅がうめいた。ブーメラン型の巨大手裏剣。鳴な々な葉はの聖衣シユラウド〝ＡＳ５５０サグメ〟の固有武装だった。

「な、鳴々葉？」

　羽々姫たちの頭上の岩がん盤ばんがひび割れて、無数の石塊が降りそそいできた。

　鍾しよう乳にゆう洞どうの天てん井じようを突き破り、純白の鎧よろいをまとう獣じゆう装そう巫ふ兵へいが現れる。

　その姿を見て、羽々姫は言葉を失った。普ふ段だんの鳴々葉とは雰囲気が違う。能面のような無表情な瞳ひとみは、まるで冷れい徹てつな戦せん闘とう機き械かいを見ているようだった。

　大きく広げた鳴々葉の両手の間に、光が出現した。

　それはやがて、光ひかり輝かがやく無数の短剣の姿へと変わる。

「〝磐船イワフネ〟……」

「ま、まずいー……オトタチバナ──！」

　音々が鉄てつ扇せんを広げて叫んだ。彼女の正面に、分厚い結界の楯たてが出現する。

　鳴々葉の唇が、撃うて、と音もなく言葉を紡いだ。

　その直後、弾丸のように撃ち放たれた無数の光剣が音々たちへと殺到した。

　巨大な魔ま力りよく同士がまともに激げき突とつし、鍾乳洞の内部を爆ばく発はつが満たす。

「なんで鳴々葉があたしたちを攻撃してくるんだよ。なに考えてんだ、あいつ!?」

　衝しよう撃げき波はに翻ほん弄ろうされながら、紗さ々さ羅らが怒ど鳴なった。

　羽は々ば姫きも激はげしく狼ろう狽ばいしながら、

「お、置いてけぼりにされて怒ってるんじゃないんですか？　わたしたちだけが勝手にご飯を食べてたから……」

「その程度のことでキレるか、普通!?」

「も……もしかしてー、あの噂うわさは本当だったのかもー……」

　結界を全力で展開しながら、音ね々ねが呟つぶやく。羽々姫は殺気立った表情で振り返り、

「噂ってなんですか!?」

「鳴々葉が政府の情報機き関かんにも自じ衛えい軍ぐんにも入れなかった理由ー」

「え？」

「廃はい墟きよに七日七晩放置された鳴な々な葉はを、お父とうさんが迎えにきてくれたんだけど……で、鳴々葉のお父さんは当時、最強と呼ばれていた忍者で暗殺者でレンジャー部隊の教官だったんだけど」

「は、はあ……？」

「恐怖で錯さく乱らんして暴ぼう走そうした当時十二歳の鳴々葉に、半殺しにされちゃったんですって」

「…………」

　衝撃的な結末に、羽々姫たちは絶句する。普ふ段だんなら誰だれも相手にしないような馬ば鹿かげた噂だが、なぜか今は笑えない。

「そ、それは、なんというか……」

「お父とうさんはすっかり自信を喪失して引きこもって、毎日、庭の片隅で塀に向かってぶつぶつ言ってるだけの人になっちゃって、鳴々葉もすっかり家にいづらくなって、その噂うわさが広まって、どの組そ織しきも鳴々葉のことを怖れて雇ってくれなくなったんだそうよー」

「えーと、恐怖で錯さく乱らんして暴ぼう走そうってのは、もしかしてあんな感じのことか？」

　紗々羅がぎこちなく顔をしかめて、闇やみの中に漂う鳴々葉を指さした。

「そうかもー……」

　音々が弱々しく微ほほ笑えんだ。絶え間なく続く鳴々葉の猛攻にさらされて、音々の結界が揺らいでいる。鳴々葉の魔ま力りよくに圧倒されているのだ。そして──

「げっ……あの技っ……」

　鳴々葉の周囲に展開する無数の光球に気づいて、羽々姫が悲鳴を上げた。

　数え切れないほどの大量の光剣が、天使の翼つばさのように鳴々葉の背後を覆おおい尽くす。

「〝磐船イワフネ〟……二百四十連……」

「ちょっと待て、落ち着け。鳴々葉っ！」

「──撃うて」

　必死で制止する紗々羅の言葉を無視して、鳴々葉が光剣を乱射した。

「きゃあああああっ！」

　その凄すさまじい爆ばく圧あつに耐えきれず、音ね々ねが結界ごと吹き飛ばされた。

　流りゆう華か石せきの壁かべに激げき突とつした音々の姿は、崩落する岩がん盤ばんに埋もれてたちまち見えなくなる。

「音々っ!?　よくも……！　鳴な々な葉はのくせに生意気なんだよ！」

「さ、紗さ々さ羅ら先せん輩ぱい？　なにする気ですか!?」

　炎の鞭むちを構える紗々羅に、羽は々ば姫きが掠かすれた声で訊きく。

「反はん撃げきするんだよ！　殺やらなきゃ殺やられちまうだろうが！」

　言い終える前に紗々羅は動いていた。紗々羅の〝ＭＳ２４０サクヤ〟は、熱ねつを操あやつる聖衣シユラウドだ。放たれた超高温の炎の奔ほん流りゆうが、無防備に空中を漂う鳴々葉へと殺到し、彼女の姿を完全に吞のみこむ──そう思われた瞬しゆん間かん、鳴々葉の姿が消滅した。

「なにっ!?」

　攻撃目標を見失った紗々羅の後方に、純白の聖衣シユラウドをまとった少女が現れる。

「しまった……幻げん影えいかっ!?」

　背後に出現した鳴々葉に咄とつ嗟さに反応できたのは、紗々羅が、凄まじい実力を持っていることの証あかしだった。だが、暴走モードの鳴々葉はさらにその上を行く。

　鳴々葉の聖衣シユラウドの特殊権能は波動制御。光をも自由に操って姿を消し、あるいは無数の分身を作り出す。そして完全な死角から目標を狙そ撃げき──

「ぐあっ」

「さ、紗々羅先輩──!?」

　無音の一いち撃げきを喰くらって吹き飛ぶ紗々羅を、羽々姫は呆ぼう然ぜんと眺めていた。あの紗々羅が実戦で敗北する姿など、これまで想像したことすらなかったのだ。

「クッ、クシナダ──封印解放第一段階アンシール・レベルワン！」

　一人ひとり取り残されて追い詰められた羽々姫が、聖衣シユラウドのリミッターをすべて解除した。爆ばく発はつ的てきな魔ま力りよくが真紅の鎧よろいから噴ふき出して、彼女の全感覚を数百倍に加速させる。

　聖衣シユラウド〝ＡＳ５５２クシナダ〟の特殊権能、生体感覚加速である。

　今の羽々姫の視界には、鳴々葉の姿が止まって見える。暴ぼう走そうした鳴々葉がどれほどの脅威を誇ろうとも、近接格かく闘とう戦せんで、加速した羽々姫の攻撃から逃れられる者はいない。

「ごめん、鳴々葉っ！」

　加速された世界の中で、ゆっくりと振り返る鳴々葉の背中へと、羽々姫が剣を振り下ろす。

　伝わってきたのは鈍にぶい手て応ごたえ。この鳴々葉は幻影ではない。間違いなくそう確かく信しんして、羽々姫は加速状態を解除した。だが、

「ぎゃふっ！」

　次の瞬間、くぐもった悲鳴を上げて吹き飛んだのは、淡い紫むらさき色いろの聖衣シユラウドをまとった獣じゆう装そう巫ふ兵へいの少女だった。最初に吹き飛ばされて、瓦が礫れきに埋もれていたはずの音々だ。

　硬い地面に何度もバウンドして、全身を痙けい攣れんさせつつ彼女は動かなくなる。

「変わり身!?　そんなっ!?」

　鳴な々な葉はは忍者の末裔──そう言われたことを思い出し、羽は々ば姫きは全身を粟あわ立だたせた。

　地下深くの闇やみの中、完全に姿を消した鳴々葉の声だけが、どこからともなく聞こえてくる。

「闇は私、私は闇……」

「な、鳴々葉……!?」

「怖いのは……怖いのはみんないなくなっちゃえ！」

「わっ、わあああああああああっ！」

　振り返った羽々姫の視界を埋め尽くしたのは、鳴々葉が撃うち放った無数の光剣。

　凄すさまじい爆発が鍾しよう乳にゆう洞どうを満たした。

　そして今度こそ完全な闇と沈ちん黙もくが訪れた。
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　一夜が明け、朝あさ陽ひの中で目覚めた鳴々葉は、周囲の惨状をただ呆ぼう然ぜんと眺めていた。

　昨夜ゆうべまでたしかに存在していたはずの兵舎は、跡形もなく姿を消し、すり鉢状にえぐれた地面に、瓦が礫れきの山だけが積つみ上げられている。

　その瓦礫に、頭から突き刺さっているのは羽々姫である。

　彼女の隣となりには、なぜか肩まで地面にめりこんだ沙さ々さ羅らが、生首だけの無残な姿をさらしている。そして音ね々ねは、そんな彼女たちを見おろすように、パラボラアンテナの先端部から逆さかさ吊づりにされていた。まるで何者かに呪のろわれたような凄せい惨さんな姿だ。

「あ、あの……みんな、大丈夫ですか？」

　泣きそうな顔で羽々姫たちを助け起こしながら、鳴々葉が訊きく。

「いったいなにがあったの？　誰だれがこんなひどいことを……」

　しかし彼女の質問に答える者はいない。どうやら鳴々葉の記き憶おくからは、昨夜ゆうべの出来事は一切抜け落ちているらしい。自分自身が犯人だとは夢にも思わず、鳴々葉は怯おびえ続けている。

　沙々羅は地面に埋もれたまま、

「お、恐ろしい……この世には、幽ゆう霊れいなんかよりももっと恐ろしいものが存在するってことを、思い知らされたぜ」

　うつろに視し線せんを彷徨さまよわせながらそう呟つぶやく。

　一方、音々も焦点の合わない瞳ひとみで虚こ空くうを見つめ続けながら、

「無力だわ……科学では未いまだ解明できない謎なぞがあるなんて……」

「な……なんでわたしまでこんな目に……」

　ようやく瓦礫から這はい出した羽々姫が、げっそりと憔しよう悴すいした表情で弱々しくうめいた。それきり彼女たちは再び気絶する。

「うう……みんな、どうしちゃったの。怖いよ……怖いのはもういやだよ……」

　たった一人ひとりで取り残された鳴な々な葉はが、涙声で洩もらす。

　ひどく頼りないその声は、乾いた風に乗って、荒涼とした廃はい墟きよにいつまでも響ひびき続けていた。




　結局──

　言うまでもないことだが、多大な犠ぎ牲せい者しやを出すこととなった極きよく東とう自じ衛えい機き構こうは、地じ獄ごく台だい基き地ちの調ちよう査さ任務を続行不可能として辞退。基地の再建計画は白紙撤てつ回かいされることとなった。

　呪のろわれたレーダー基地の噂うわさは、瞬またたく間まに各地へと広まって、しばらくの間、全国の獣じゆう装そう巫ふ兵へいを恐怖に陥おとしいれたそうである。
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　少女は、屋や敷しきの一室で目を覚ました。

　歴史と風格を感じさせる、近代和風建築の建物である。敷地内には広大な日本庭園があって、鬱うつ蒼そうとした竹ちく林りんが、屋敷の存在そのものを覆おおい隠すように広がっている。

　少女が眠っていた部へ屋やは、かなり余裕のある広さの和室だった。

　真新しい畳と、古い木造建築に特有の乾いた木の匂におい。そして消毒液の臭においがする。

　午後の陽ひ射ざしが障子を透かして、薄うすぼんやりと室内を照らしていた。

　鹿しし威おどしが、遠くで鳴った。

　彼女はゆっくりと上体を起こす。十歳前後の幼い少女だ。おっとりとした印象の可か愛わいらしい顔立ちをしているが、どこか儚はかない雰囲気がある。肌が白く、髪の色も淡い。病的なものを感じさせる色素の薄さだった。

　花柄の浴衣ゆかたの上に薄うす紫むらさき色いろの半はん纏てんを羽は織おって、少女は、傍そばに置いてあった本を開いた。難なん解かいな化学式が記された薬学の本だった。彼女の枕まくら元もとには、ほかにも何冊かの本が積つみ上げられていた。生物化学や医学、植物学。それに毒薬、錬れん金きん術じゆつの本なども含まれている。あどけない容よう貌ぼうの少女が読むには、あまり相応ふさわしいとは思えない本たちである。

　時折、少女はコホコホと小さく咳せきをした。それは羽毛のように軽い音だが、確かく実じつに彼女の体力を奪っていく種類の咳だった。そのたびに彼女は、お盆の上に置かれた水差しからコップに水を注いで一口飲んだ。そして本の頁をめくる。

　鹿威しが、再び遠くで鳴った。

　その余よ韻いんに混じって、襖ふすま障しよう子じの向こうから、かすかな声が聞こえてきた。

　自分の主治医と両親がそこにいるのだと、彼女は思った。姿が見えなくても、それくらいはわかる。長い間、病室で生活した経けい験けんがあると、そういうことには敏感になる。

　両親たちは、彼女がまだ眠っていると考えているようだった。

　彼らの声は普ふ段だんよりも少しだけ大きく、不用心だった。

「残念ですが」と主治医は言った。「お嬢じよう様さまは、もう長くはないでしょう」

　母親はすすり泣いていた。父親は無言だ。いつものように険しい顔で唇を嚙かんでいるのだろう。

　少女は、無表情に主治医の言葉を聞いていた。

　感情の読めない彼女の瞳ひとみの奥に、強い決意の光が生まれる。

　彼女は黙だまって、膝ひざの上の本に視し線せんを落とす。難解な化学式が描かれた薬学の本に。

　鹿威しが、遠くで鳴っている──
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　真冬の霞かすんだ青空を背景に、一人ひとりの少女が浮かんでいた。

　華やかな観かん賞しよう魚ぎよを連想させる、薄紫色の鎧よろいを着た少女である。

　彼女の鎧よろいは淡く透き通った羽は衣ごろものような、それでいて硬い金属のような美しい装甲に覆おおわれている。獣けものの姿を象かたどったシルエットは、兵器というよりも、どこか呪じゆ術じゆつ的てきな衣装を連想させた。

　獣装戦闘服ＢＤＵ。またの名を〝聖衣シユラウド〟──

　それがその奇妙な鎧の名前だった。

『音ね々ね先せん輩ぱい、聞こえますか──？』

　髪飾りのような通信ユニットを経由して、後輩の少女が、ひどく焦ったような早口で彼女の名前を呼んでいる。

『標的ターゲツトと接触しました。このまま予定の場所ポイントまで誘ゆう導どうします』

　その声に誘われたように、小こ揺ゆる木ぎ音々はゆっくりと振り返る。

　彼女たちがいるのは、廃はい墟きよの街。かつては九きゆう州しゆうの玄関口として、そして西日本でも有数の大都市として栄えていた旧西さい京きよう市しの市街である。

　しかし今、その街に人の姿はない。沖おき縄なわの一部を除く九州全域は、二十年以上も前から、禍憑妃マガツヒと呼ばれる怪物たちの棲息圏なわばりと化しているからだ。

　禍憑妃マガツヒ。人ならぬ異い形ぎようのモンスター。単に妖よう獣じゆうとも呼ばれる彼らは、神話や伝承で語られてきた災さい厄やくの獣けものそのものだ。

　いかなる進化の過程で生まれた生物なのか──そもそも彼らが、通常の意味での生物であるのかさえも定かではない。それぞれが超常的な〝魔ま力りよく〟を持つ禍憑妃マガツヒに、人類の持つ兵器ではほとんど対抗できなかった。

　ただひとつ、聖衣シユラウドをまとうことを許された、獣じゆう装そう巫ふ兵へいと呼ばれる少女たちの力を除いては──

『ていうかですね！　たしかにわたしが囮おとりになって引きつけるとは言いましたけど、聞いてませんよ、相手がこんな大物だなんて！　いったいどういうことですか!?』

　半ば廃墟と化した高速道路上を、真紅の聖衣シユラウドを着た少女が滑るような勢いで疾走している。音々と同じ極きよく東とう自じ衛えい機き構こう所属の獣じゅう装そう巫ふ兵へい──天あま乃の羽は々ば姫きだ。

　彼女を追って姿を現したのは、全長三十メートルを超える巨大な禍憑妃マガツヒだった。

　サソリによく似た胴体は分厚い甲殻に覆われて、鰐ワニのような巨大な顎あごと、分厚い刃物のような四枚の翼つばさを持っている。翼をびっしりと覆う鱗うろこは、チェーンソーの刃のように異音を放ちながら回転を続けていた。あまりお近づきになりたくない種類の化け物である。

『こ、こんなことなら、囮役は鳴な々な葉はにやらせればよかった……！』

　羽々姫が息も絶え絶えに不満を漏らす。必死で逃げ惑う彼女の背後を、ヤバげな怪かい光こう線せんをまき散らしながら、大型禍憑妃マガツヒがぴったりとついてくる。

「あとちょっとだから頑張ってー」

　音々は、おっとりとした口く調ちようで羽々姫に手を振っていた。彼女の両手に握られているのは、左右一対の鉄てつ扇せんだ。音々の聖衣シユラウドＬＳ２４９オトタチバナの固有武装〝走水ハシリミズ〟。それは聖衣シユラウドの魔力を増幅して、巨大な結界を生成するための輻ふく射しや板ばんでもある。

　逃げ続ける羽は々ば姫きのあとを追って、サソリ型の巨大禍憑妃マガツヒが結界の有効範はん囲いに侵入する。それを確かく認にんして音ね々ねはふわりと笑い、

「うふふふふ……よくできました。行くわよー、オトタチバナ」

　彼女がまとった薄うす紫むらさき色いろの鎧よろいが、眩まばゆい閃せん光こうに包まれた。

　広げた鉄てつ扇せんを優ゆう雅がに翻ひるがえし、音々の身体からだが緩ゆるやかに宙を舞まう。次の瞬しゆん間かん、波紋のように広がった光の結界が押し寄せて、禍憑妃マガツヒの巨体を包みこんだ。

　無数の光こう輪りんに締しめ上げられて、禍憑妃マガツヒが苦く悶もんの咆ほう吼こうを上げる。

　その直後、地面に埋設されていた噴ふん出しゆつ口こうから、液体ヘリウムの濃のう霧むが噴ふき出した。

　強力な魔ま力りよく、すなわち破局粒子ＤＣＰの障しよう壁へきによって護まもられている禍憑妃マガツヒには、通常兵器による攻こう撃げきはほとんど効果がない。が、音々の制圧結界は、その破局粒子ＤＣＰを無力化する。

　防ぼう護ご障壁を失った禍憑妃マガツヒは、液体ヘリウムによって極超低温にまで冷却され、文字どおり凍りついたように動きを止めた。

「さ……寒っ……！　なんでわたしばっかりこんな目に……」

　巻き添えになってヘリウムガスの冷気を浴びた羽々姫が、震ふるえながら上空へと離り脱だつする。

　民間軍事会社である極きよく東とう自じ衛えい機き構こうが、今回、日本政府から依頼されたのは、この巨大禍憑妃マガツヒの捕ほ獲かくだった。そこで羽々姫たちは捕獲用の罠わなをしかけて、標的をおびき寄せたのである。

　さすがの禍憑妃マガツヒも、障しよう壁へきを失った状態で絶対零度近くまで冷却されたら、活動を停止するしかない。この妖よう獣じゆうはこのまま冷凍状態で基地まで搬はん送そうされて、日本政府への引き渡しを待つことになる。

「任務完了みつしよんこんぷりー」

　音々が緊きん張ちよう感かんのない朗らかな口く調ちようで言った。薄紫色の聖衣シユラウドを風になびかせながら、彼女は背後を振り返る。

　西さい京きよう市しから狭い海峡を隔てた対岸に見えるのは、要よう塞さい化かされた軍事基地の姿だ。

　本ほん州しゆうの最西端、極東自衛機構赤あか間まが関せき基き地ち。そこは種族の生き残りを懸かけた戦争の最さい前ぜん線せん──人類にとっての最さい果はての土地なのだった。
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「──っくしゅっ！」

　豪快なくしゃみの音が鳴なり響ひびいた。

　兵舎の片隅にある大浴場の更衣室。任務を終えた羽々姫と音々が、シャワーを浴びて出てきたところだ。バスタオルを巻きつけただけの無防備な姿で、羽々姫は、ずるずると鼻水をすすっている。

「うー……ティッシュティッシュ……」

「大丈夫？　もしかして風か邪ぜ引いた？」

　鼻をかんでいる羽は々ば姫きを覗のぞきこんで、音ね々ねが訊きいた。

「さすがにちょっと身体からだが冷えちゃって。たいしたことはないんですけど……」

　そう言って羽々姫は、もう一度小さくくしゃみをした。ついでに、目の前で微ほほ笑えむ音々の姿と、鏡かがみに映っている自分の身体を見比べて溜ため息いきをつく。

　降ふり積つもったばかりの新雪を思わせる白い肌。緩ゆるくウェーブした柔らかそうな髪と、育ちの良さを感じさせる優ゆう美びな顔立ち。音々はとにかく美人だった。容姿が整ととのっているのはもちろんだが、しっとりとした色気と楚そ々そとした気品は羽々姫にはまったく縁えん遠どおい代物である。

　おまけに、あの凶悪な胸の膨ふくらみ。なにを喰くったらあんなふうに育つのだろうと、思わずガン見してしまう。

　そんな羽々姫の不ぶ躾しつけな視し線せんに気づかず、音々は制服を着ながらにこやかな声で、

「羽々姫さん、お薬飲むー？」

「今、持ってるんですか？」

「風邪薬っぽいものでよかったら」

　謎なぞめいた言葉を口にしながら、音々が曖あい昧まいに微笑んだ。

　羽々姫は小さく首を傾かしげて、

「っぽいもの……って、どういう意味ですか？」

「本当は風邪薬じゃなくて、睡眠薬のつもりで作ったの。でも、これを飲んでから寝ると頭痛、発はつ熱ねつ、倦けん怠たい感かん、咳せき、痰たん、肩こり、喉のどの痛みが完治するって副作用があってー」

「……普通に凄すごい薬じゃないですか」

　思わず感嘆の息を洩もらす羽々姫。たしかに風邪を引いたときには睡眠は大事ですよね、と納得しながらうなずいていると、

「そうなのー。でも、だいたい六回に一回くらいの割合で、眠ったきり二度と目を覚まさなくなっちゃうんだけど、それでも飲む？」

「飲みませんよ！」

　羽々姫は激はげしく咳せきこみながら首を振った。

「なんでちょっと風邪引いたくらいで、そんな命いのち懸がけの体たい験けんをしなきゃいけないんですか!?　ロシアンルーレットじゃないんですから！」

「うーん……だったら栄養ドリンクはどう？」

　少し残念そうに唇を尖とがらせて、音々が言った。羽々姫はホッと胸を撫なで下ろし、

「あ、そっちのほうが全然いいです。風邪引いたときは、ビタミン補給も大事ですよね」

「そうね。じゃあ、どうぞ」

　そう言ってどこからともなくドリンク剤の小瓶を取り出してくる音々。羽々姫は、それを受け取った直後に眉まゆをひそめた。小瓶のラベルには、危険な医い療りよう廃棄物を連想させる、黄き色いろのバイオハザードマークがでかでかとプリントされている。

「あの……なんとなく不吉なラベルが貼はられているんですけど……もしかして、これも音ね々ね先せん輩ぱいが調ちよう合ごうしたんですか？」

「効果のほうは保証するわよー」

　にっこりと微ほほ笑えんで答える音々。

「ちょっと軽く性格変わるくらいハイになって、意味不明な言動を繰くり返しつつ、異様にアクティブになったり暴ぼう力りよく的てきになったりするくらいで」

「全然ダメじゃないですか！　もう栄養ドリンクの効果の範はん疇ちゆう超えてますよね、それ!?」

　ドリンク剤を突き返しながら、羽は々ば姫きは声を荒らげた。

「効果あるのにー」

「もういいです。待たい機き室しつで暖かくして、あとは気合いと根性で治します」

　羽々姫は早口でそう言うと、制服を着こんで更衣室を出た。

　赤あか間まが関せき基き地ちで兵舎として使われているのは、木造の古い建物である。廃校になった小学校の校舎を、予算不足の極きよく東とう自じ衛えい機き構こうがタダ同然で接収したのだ。

　当然ながら、すきま風の吹きこむ舎内は寒々しく、歩いているだけで体温が奪われていく。

　それでも室内は暖房が効いているはず、と羽々姫は期待しながら兵員待機室のドアを開け、

「……って、寒っ!?」

　漂ってきた冷気に思わず悲鳴を上げた。

　羽々姫たち第一巫ふ兵へい隊たいが待機室として使っているのは、なんの変哲もない小学生用の教室だ。

　今は冬。窓の外には夕ゆう闇やみが広がり、だだっ広い教室を余計に寒々しく見せている。天てん井じようには古いエアコンが取り付けられていたが、なぜか電源が入っていない。

「あ、羽々姫ちゃん、おかえり。音々先輩もお疲れさまでした」

　待機室にいた樛とがの宮みや鳴な々な葉はが、戻ってきた羽々姫たちに気づいて手を振った。長い髪をポニテ風にまとめた、どことなく幸さち薄うすそうな雰囲気の少女である。

「お疲れー。悪かったな、面めん倒どうくさいほうの仕事を任せちまって」

　鳴々葉の隣となりにいた桜さくら狩がり紗さ々さ羅らも、携帯ゲーム機を操そう作さしながら投げやりに言う。

　そんな二人ふたりを見下ろして、羽々姫は眉み間けんにしわを寄せた。紗々羅たちはなぜか椅い子すではなく、床の上に置かれたテーブルを囲んで座っているのだった。

「紗々羅先輩？　なんですか、それ？」

　ゲームに熱ねつ中ちゆうしている紗々羅に向かって、羽々姫が訊きいた。紗々羅は怪け訝げんそうに顔を上げ、

「コタツという名の暖房器具だ。知らないのか？　このとおりテーブルとしての機能を備えつつ、夜には布団がわりにもなるという優すぐれものだ」

「いやいや、コタツはわかりますけど。どうして待機室にこんなものが……？」

　羽は々ば姫きは戸惑いながら呟つぶやいた。少なくとも彼女たちが禍憑妃マガツヒ捕ほ獲かく任務に出かけるまでは、コタツはなかったはずである。

「あのね……エアコンがさっき壊こわれてしまって……」

　素知らぬ顔でスルーする紗さ々さ羅らの代わりに、おずおずと答えたのは鳴な々な葉はだった。羽々姫は険しい表情になって、

「壊れた？」

「朝からちょっと調ちよう子しが悪かっただろ」

　ぶっきらぼうな口調で紗々羅が言う。

「仕方ないから調ちよう整せいしてやろうと思ったら、いきなり火を噴ふいて動かなくなったんだよ」

「……調整というのは、このくっきりと残った紗々羅先せん輩ぱいの足形のことですか？」

　そこはかとなく歪ゆがんだエアコン本体を見上げて、羽々姫は薄うすく溜ため息いきをついた。横目で紗々羅を睨にらみつけ、

「本当に馬ば鹿か力ぢからなんですから」

「うっせーな。どのみち修理が必要だったんだから、べつにいいだろうが」

「それでこのコタツは、エアコンの修理が終わるまでの代替品ってわけですか？」

「こんなこともあろうかと、粗大ゴミ置き場から拾ってきたやつを、整備科の袖そで乃の森もりちゃんに頼んで修理しといてもらったんだよ」

　なるほど、と羽々姫はいちおう納得した。

「事情はわかりましたけど……でも、コタツ布団なんてよく持ってましたね」

「まあな。本当はコタツ布団ってわけじゃないんだけどな」

　思わせぶりな口調で紗々羅が言う。羽々姫はムッと警けい戒かいの表情を浮かべ、

「……って、よく見たら、これってわたしの布団じゃないですか!?」

「気にするな。ちょっと借りてるだけだ」

「ふふっ、羽々姫ちゃんの匂においがするわねー」

　いつの間にかコタツに入っていた音ね々ねが、布団に顔を埋めて、幸せそうな表情を浮かべる。羽々姫は顔を真まっ赤かにして、

「か、嗅かがないでください……！」

「いいだろべつに。減るもんじゃなし。この布団だってもともとは基地の支給品だし、おまえの部へ屋やがいちばん近かったんだよ」

　紗々羅がゲーム機きを片手に身勝手なことを言う。むっつりと羽々姫が頰ほおを膨ふくらませていると、

「あのね、羽々姫ちゃん。もうすぐお鍋なべの支し度たくができるから」

　鳴々葉がその場を取りなすように、声をうわずらせながらそう告げた。

　コタツの上には調理器のプレートが置かれて、その上で土鍋が湯気を立てている。今は冬。部へ屋やは寒いがそれだけに、暖かいコタツで鍋をつつくというプランは魅み力りよく的てきだ。

　羽は々ば姫きは深々と溜ため息いきをつくと、もそもそと布団をかき分けて座り、

「もう……汚さないでくださいよ」

　コタツの温ぬくもりを確たしかめるように、すっぽりと肩まで潜もぐりこんだ。
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　鳴な々な葉はが用意していたのは、ちり鍋なべだった。

　メインの具材は、この地方でアラと呼ばれている高級魚。昆布の出だ汁しで野菜や豆腐とともに煮こんで、もみじおろしを薬味にポン酢で食べる。シンプルだが飽きのこない料理である。

　羽々姫たちはそれを、ほとんど奪い合うような勢いで食べまくり、最後にはおじやにして、汁の一滴も残さずに平らげた。

「はー……ぬくぬくだ」

　食事の後片付けを終えて戻ってきた鳴々葉が、コタツにぐったりとうつ伏せて、幸せそうに溜ため息いきをつく。その隣となりでは音ね々ねがみかんを食べながら、

「たまにはおこたもいいわね」

　窓の外を眺めてのんびりと言った。ですね、と鳴々葉も同意する。

「降ってきたわねー」

「雪ですか？　さっきから妙に冷えると思ったら」

　かじかんだ手をさすりながら、感慨深げに呟つぶやく鳴々葉。赤あか間まが関せき市しの気候は比較的温暖で、特に基地のある海沿いで雪が降ることはあまりない。おそらく今夜は、この冬一番の冷えこみということになるのだろう。

「こんな日に液体ヘリウムを引っかけられたわたしっていったい……」

　羽々姫が鼻水をすすりながら、地味に落ちこんだ口く調ちようで言う。

　夜になって、羽々姫の風か邪ぜは若干悪化したようだ。咳せきと鼻水が止まらないのでマスクをつけさせられている。そのマスクにヒゲとタラコ唇の落らく描がきをしたのは紗さ々さ羅らだが、羽々姫はまだ落描きされたことに気づいていない。

　音々はそれを見て、ふとなにか思い出したように、

「そうだ。さっきの任おし務ごとの報告書、書いといたから司令部に提出よろしくー」

「あ、はい。あとで持って行きます……もうちょっと暖まってから」

　そう言って羽々姫は背中を丸めた。行ぎよう儀ぎ悪わるく寝転んで携帯ゲーム機きをいじっていた紗々羅が、そんな羽々姫の肩をつついて、

「うお、バッテリ切れそうだ。悪わりィ、羽々姫。そこのアダプタ取ってくれ」

「うー……寒いのに……」

　羽々姫はコタツに下半身を突っこんだまま、目いっぱい手を伸ばしてＡＣアダプタを引き寄せる。しかし紗さ々さ羅らは、もどかしげに首を振り、

「違ちげェ。その灰はい色いろのヤツじゃねえ。もう１コの黒いほうだ。全然コネクタの形が違うだろうが」

「知りませんよ、そんなの。だいたい紗々羅先せん輩ぱい、私物持ちこみすぎ！」

　文句を言いつつも律りち儀ぎに再び手を伸ばす羽は々ば姫き。その隣となりでは、音ね々ねが山盛りだったみかんを一人ひとりで全部食べ終えて、

「みかん、もうないの？」

「ありますよ。取ってきますね」

　鳴な々な葉はが名残なごり惜おしそうにコタツを出て、みかんの入った段ボール箱を丸ごと抱えて戻ってくる。みかんの重さによろけている鳴々葉を、羽々姫は怪け訝げん顔がおで見上げて、

「なんで箱ごと？」

「あとでまた取りに行くのが面めん倒どうで」

　少し照れたようにそう言って、鳴々葉は再びコタツに潜もぐりこんだ。

「おこたって一回入っちゃうと出たくなくなるのよねー」

　わかるわぁ、とみかんをわしづかみにつかみ取りながら呟つぶやく音々。そのとき壁かべに取り付けられたインターフォンが、耳障りな電子音を立てて鳴り出した。

「あ……内ない線せん」

　みかんを剝むいていた鳴々葉が、果汁でべたべたの自分の手を見て、軽く焦ったように呟いた。紗々羅が、鳴り続けるインターフォンを鬱うつ陶とうしげに睨にらんで、

「羽々姫、出ろよ」

「えー、紗々羅先輩のほうが近いのに」

　コタツ布団にしがみつきながら、羽々姫は唇を尖とがらせて抗こう議ぎする。紗々羅はゲーム機のボタンを黙もく々もくと連打しながら、

「あたしは戦せん闘とう中ちゆうで手が離はなせない」

「戦闘中って、ただのゲームじゃないですか」

「オンラインで協力プレイやってんだよ。こんなところであたしが抜けて、みんなを死なせるわけにはいかねえ」

「ちょっと内線に出るくらいで、なにを大げさな……」

　羽々姫は溜ため息いきをついて、のろのろと立ち上がる。その直後、しびれを切らしたようにインターフォンが鳴り止やんだ。音々がホッとしたように息を吐き、

「あ……切れたわ。よかったー」

「よ、よかったのかな」

　鳴々葉が不安げにぼそりと洩もらす。音々は平然と微ほほ笑えんで、

「大事な用なら、またかけてくるわよ。それよりもテレビのリモコン、どこ？　羽々姫ちゃん、知らないー？」

「音ね々ね先せん輩ぱいの後ろにあるやつは違いますか？」

「あったー……でも無理ー。射程距きよ離り外ー」

　虚むなしく手を伸ばして音々が嘆く。羽は々ば姫きは呆あきれ顔がおでそれを眺めて、

「コタツから出て取りましょうよ。ほんの一メートルくらいじゃないですか」

「それは嫌いやー。羽々姫ちゃんお願ねがいー」

「わたしだって嫌ですよ」

「あの、音々先輩。よかったら、これ、使ってください」

　そう言って鳴な々な葉はが差し出したのは、カラフルなプラスチックで作られた小道具だった。伸しん縮しゆく式しきのマジックハンドだ。

「でかしたわー、鳴々葉……！」

　ガチャンガチャンと軽快な音を鳴らしながら、リモコンに向かってマジックハンドを伸ばす音々。しかしあと十五センチほど長さが足りずに、

「やっぱり無理ー……」

「いや、だからコタツから出て取りに行けば済む話なんじゃ……」

　そう言いかけたところで、羽々姫はブルッと背中を震ふるわせた。

　もじもじと身体からだを揺する羽々姫を見て、鳴々葉が心配そうに訊きく。

「どうしたの、羽々姫ちゃん？」

「トイレなら、さっさと行ってこいよ」

　引ひき攣つった笑いで誤ご魔ま化かそうとする羽々姫に、目も合わせずに紗さ々さ羅らが告げた。ゲームに没頭しているように見えて、案外、周囲をよく観かん察さつしている。

「あとで行きます。まだ少しは保もちますから」

　頰ほおを赤らめながらも、コタツから出ることを断固拒否する羽々姫。やれやれ、とセーブを終えたゲーム機きを投げ出し、紗々羅は仰あお向むけに転がった。

「ふー……今日きようの戦いは過酷だったぜ。ちょっと休むか」

「こんなところで寝ると風か邪ぜ引きますよ」

　目を閉じる紗々羅を眺めて、羽々姫が言う。紗々羅はその忠告をきっぱりと無視して、

「一休みするだけだって。おまえこそ、風邪気味なんだから部へ屋やで寝てろよ」

「そんなこと言われても、わたしの布団はここにあるんですけど」

　なんやかやと理由をつけてコタツから出ようとしない羽々姫。

　そんな二人ふたりのやりとりを眺めていた音々が、満足そうに目を細め、

「うふふふふふ」

「音々先輩？」

「楽しいわね、おこた」

　音ね々ねは笑いながら羽は々ば姫きに問いかける。羽々姫は少し照れたように肩をすくめ、

「まあ、そうですね」

　布団に顔を押しつけながら、誰だれにも聞こえないくらいの小声で言った。
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　翌朝、羽々姫はひどい寒気に襲おそわれて目が覚めた。西高東低の典型的な冬型気圧配置により、赤あか間まが関せき地区の天気は快晴。これでもかと言わんばかりに放射冷却が効きまくり、兵舎の中は冷え切っていた。

「んっ……朝？」

　射さしこむ朝あさ陽ひに目を細めて呟つぶやき、自分の口から洩もれた嗄しやがれ声ごえに羽々姫は顔をしかめた。鼻が詰まって息ができない。口の中がからからに乾いている。息をするたびに喉のどの奥に鈍痛が走る。完かん璧ぺきに風か邪ぜだった。

「けほっ……喉、痛いたた……」

　今日きようが非番でよかったと思いながら、羽々姫はもぞもぞとコタツから這はい出す。昨夜ゆうべは自分でも気づかぬうちに、待たい機き室しつで眠ってしまったらしい。硬い床の上で寝ていたせいか、身体からだの節々がずきずきと痛んだ。とりあえずお茶でも飲もうと上体を起こし、

「って、なんじゃこりゃあああああっ!?」

　羽々姫は、喉の痛みも忘れて悲鳴を上げた。

　コタツが真まっ赤かに染まっていた。早朝の爽さわやかさとは対極に位置する、どす黒く変色した不吉な赤である。天板からしたたり落ちた赤黒い液体が、コタツ布団にシミを作っている。ツンと金臭い臭においが鼻をついた。血の臭いだ。

「……羽々姫ちゃん？」

「なんだ？　なんの騒さわぎだ、朝っぱらから……」

　羽々姫と同じようにコタツで寝ていた鳴な々な葉はと紗さ々さ羅らが、悲鳴に驚いて起き上がった。

　紗々羅も、すぐにコタツに飛び散った血けつ痕こんに気づき、

「血？　なんだ、音々じゃねえか」

　鮮せん血けつの発生源に気づいて舌打ちする。口から大量に血を吐いて、コタツに突っ伏していたのは音々だった。血の気をなくした肌の色は蒼そう白はくで、見開かれたままの瞳ひとみはなにも映していない。死んでいるとしか思えない。

「ね、音々先せん輩ぱい？」

　動かない音々の横顔を見つめて、羽々姫は安あん堵どの息を吐く。

「もしかしていつものアレですか？」

「音々は身体弱いからなあ。うっかりコタツで寝たりしたら、まあこうなるわな」

　突き放すような口く調ちようで紗さ々さ羅らが言った。血まみれの仲間の姿を見ても、特に焦っている様よう子すはない。鳴な々な葉はは、妙に慣なれた手つきで、冷たくなった音ね々ねの肉体をチェックし、

「いちおう仮死状態っぽい感じで、生きてはいるみたいなんですけど……」

　安心したような口調でそう言った。

「ううう……見てるこっちのほうが心しん臓ぞうに悪い……音々先せん輩ぱい、これさえなければまともな人なのになあ」

　気が抜けたようにぐったりと床に転がって、恨うらみがましく羽は々ば姫きが呟つぶやく。

　美人でスタイルも抜群で、人当たりが柔らかで頭も切れる音々だが、それらの美徳を補ってあまりあるほどの欠点もいくつか抱えている。若干、天然の入った言動と、人並み外れた謎なぞの食欲。そしてこの病弱さが、彼女の最大の欠点だった。

　一口に病弱といっても程度はいろいろだが、音々の場合は、毎月のように血ち反へ吐どを吐いてぶっ倒れ、それから数日間は使い物にならなくなるという徹てつ底ていぶりである。

　そんな音々の体質にも、さすがに慣れてきた羽々姫たちだが、それでもやはりこんなふうに不意打ちを喰くらうと焦る。

「どうしましょう。今回は自力での自然蘇そ生せいは難むずかしいかも……せめてもう少し気温が高ければ」

　音々の脈を測りながら、鳴々葉が途方に暮れたような表情を浮かべる。

「前に医務室に担ぎこんだときには、当直医がパニック起こして問題になったんだよな」

　渋じゆう面めんを浮かべて頭をかく紗々羅。普通なら確かく実じつに死んでいるはずの人間が、何事もなかったかのように平然と復活するのを見たら、医者でなくても普通に恐怖する。どのみち音々の特異体質は、現代の医学でどうにかできるような代物ではない。

「とりあえず音々の部へ屋やに連れて行くか。あそこなら医い療りよう器具も揃そろってるし」

「わ、わかりまし……たわっ！」

　音々を担いで起き上がろうとした鳴々葉が、突然バランスを崩してよろめいた。そのまま倒れそうになったところを、羽々姫がぎりぎりで抱き留めて支える。

「鳴々葉？　大丈夫？」

「ご、ごめんね。ちょっと目め眩まいが……」

　弱々しい声で謝あやまる鳴々葉。普ふ段だんから薄はつ幸こうそうな顔をしているので気づくのが遅れたが、よく見れば彼女も顔色が悪い。

「鳴々葉も風か邪ぜか？　実はあたしも妙に身体からだが怠だるいんだよな……」

「いやあの、紗々羅先輩？　さっきから自分の身体が斜めに傾いてるの、気づいてます？」

「んあ？」

　いつになくぼんやりとした表情で紗々羅がうめく。彼女の額ひたいに、羽々姫は掌てのひらを押し当てて、

「めちゃめちゃ熱あついですよ、おでことか。だからあれほど風邪引きますよって忠告したのに」

　羽々姫にねちねちと小言を言われて、紗々羅がムッと頰ほおを膨ふくらます。

「死人みたいな顔色をしてるやつに言われたくねえよ。おまえもさっきから声が変だぞ。誰だれのモノマネだ？」

「喉のどが痛いんですよ。あんまり喋しやべらせないでくださいよ」

　そう言って羽は々ば姫きがゲホゲホと小さく咳せきこんだ。

　どうやらコタツで寝ていた四人が四人とも、タチの悪い風か邪ぜを引いてしまったらしい。つまり第一巫ふ兵へい隊たい所属の獣じゆう装そう巫ふ兵へいは全滅。ただでさえ貧弱な赤あか間まが関せき基き地ちの戦力は半減である。こんなところを禍憑妃マガツヒに襲おそわれたら、ひとたまりもない。が、

「まあ……とりあえず当面の問題はこいつだな」

「ですね」

「どうしましょう。音ね々ね先せん輩ぱい……」

　床の上に転がる音々を見て、羽々姫たち三人は溜ため息いきをつく。

　音々は瞳どう孔こうを開いたまま、壊こわれた人形のように無言で天てん井じようを見上げていた。
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　数分後。羽々姫たち三人は、荷物運搬用の台車を押しながら兵員宿舎へと向かっていた。

　台車の上に載っけられているのは、段ボール製のみかん箱。ただし、その中に無理やり詰めこまれているのは、みかんではなく、血まみれの音々である。変死体を捨てに行く途中の犯罪者めいた姿だが、面めん倒どう臭くさいからもうこれでいい、と紗々羅が強硬に主張したのだ。

　事情を知らない人間に見み咎とがめられたら騒さわぎになるのは確かく実じつだったが、日ひ頃ごろの行いのせいなのか、妙に殺気立った雰囲気の今の羽々姫たちに、声をかけてくる者はいなかった。

「ここが音々先輩の部へ屋やですか……」

　やがて辿たどり着いた音々の部屋を見回して、羽々姫が困惑の声を出す。

　住んでいるのは同じボロい兵員宿舎だが、第一巫兵隊の最古参兵である音々は、羽々姫たちよりも、若干いい部屋を割り当てられている。寝室と居間に分かれているし、部屋そのものもずいぶん広い。だが、せっかくの広い個室も、ほとんどの面めん積せきが怪しげな実じつ験けん器具と、壁かべ一面を埋め尽くす薬品棚に占拠されてしまっていた。兵員宿舎というよりは、大学や製薬会社の研究室のような雰囲気である。

「見たことのない薬が多いですね……これって、音々先輩が調ちよう合ごうしてるんですよね？」

「だな。音々の唯一の趣しゆ味みっつーか、生き甲が斐いみたいなもんだからな」

　薬品の臭においに顔をしかめながら、紗さ々さ羅らが投げやりな態度でうなずいた。

「あいつが巫兵になったのだって、禍憑妃マガツヒがらみの医い療りよう用素材を手に入れたかったからって話だし」

「……それって大丈夫なんですか？　その、薬事法とか」

「他人に売ってるわけじゃねえし、大丈夫だろ。だいたい音ね々ねの調ちよう合ごうする薬品は未知の化学物質とか、そんなんばっかだから規制しようがねえよ」

「なんでまたそんなけったいな趣しゆ味みを……」

「あたしも人づてに聞いた話なんだが……音々は子どものころから病弱でな。主治医からも見放されて、十歳まで生きられないと言われてたらしい。なんでも、未いまだに治ち療りよう法ほうが確かく立りつしていない難なん病びようだったんだそうだ」

「え？」

　紗さ々さ羅らの何気ない呟つぶやきに、羽は々ば姫きは驚おどろいて目を瞬しばたく。

「んで、そのことを知った音々は、自分で自分を治すための薬を調合したらしい」

「そ、それでどうなったんですか……？」

「今も生きてるってことは、その薬が効いたんだろ」

「なんかもういろいろデタラメですね……」

　みかん箱の中で眠る音々を眺めて、羽々姫は小さく溜ため息いきをついた。

　音々の実家は、鎌かま倉くらの裕福な素そ封ほう家かである。お金持ちの令れい嬢じようとして、なに不自由なく暮らしてきたのだろうと思っていたが、実は壮絶な人生を送ってきたらしい。

「病弱で外に出られなかったぶん、本を読んで知ち識しきを蓄えてたんだろうけどな。自分の命がかかってんだから、こいつなりに必死だったんだろ」

　紗々羅がそう言って、眠っている音々の頭を撫なでた。

　鳴な々な葉はが、胸の前で両手を合わせながら息を吐き、

「でも、よかった……音々先せん輩ぱいの薬のおかげで、同じ病気で苦しんでた人たちも助かったってことですもんね。音々先輩、さすがです」

「いや、そうでもないらしいんだが」

　言いづらそうに声を潜ひそめる紗々羅。

「臨りん床しよう実じつ験けんで、音々と同じ薬を投与された別の患者は、肉体が変質して、知能の低下や凶きよう暴ぼう化かなどの症状を発現、爆ばく発はつ的てきな感染力で街ひとつ滅ぼしかけたとか」

「はうっ……」

　鳴々葉が息を吞のんで硬直し、羽々姫はうんざりと頭を抱えた。

「薬っていうか、バイオテロ兵器じゃないですか」

「まあ要するに、その薬は、幼いころからの投薬治療で、色んな薬物が蓄ちく積せきしていた音々の身体からだにしか効かなかったってことなんだろ」

「聞けば聞くほど人間離ばなれしてますよね……音々先輩の体質って」

　紗々羅の説明に納得し、羽々姫は乾いた声で弱々しく笑った。

　それから三人は、冷たくなった音々の身体を、苦労してベッドに横たえた。吐血したぶんの水分を補うために点滴のチューブを接続し、念のために血圧計や心拍計的なものを取り付けておく。毎月のようにやってることなので、さすがに全員手て慣なれたものである。

「とりあえず安定したみたいだな」

　ひととおりの処置を終えたところで、紗さ々さ羅らがやれやれと溜ため息いきをついた。発はつ熱ねつのせいで、彼女も意外につらそうだ。鳴な々な葉はもぐったりと壁かべにもたれながら、

「そうですね。このまま安静にしていれば、じきに目を覚ますと思いますけど……」

「ついでだから、あたしらのぶんの薬ももらっていこうぜ。探せばどこかに、まともな風か邪ぜ薬ぐすりもあるだろ」

「ですね」

　羽は々ば姫きが小さくうなずいた。音ね々ねがコレクションしているのは、実は怪しげな薬品だけではない。市販品の普通の風邪薬も、いちおう常備しているはずだった。前に羽々姫が風邪を引いたときにも、それをわけてもらったことがある。

「風邪薬なら、そのあたりで見かけたような気がしたけど……」

　そう言って鳴々葉が指さしたのは、部へ屋やの中央にある小さな薬品棚だった。

　羽々姫は、コホコホと咳せきこみながらそこに近づいて、ずらりと並んでいる薬品ケースを眺める。ラベルがすべて手書きなのが気になるが、見た目はそれなりにまともそうである。

「本当だ。症状別にいろいろ揃そろってるね」

「解げ熱ねつ剤ざいくれ。解熱剤」

　音々の冷蔵庫からミネラルウォーターのボトルを勝手に取り出し、紗々羅が言った。

　鳴々葉も、つらそうな表情で額ひたいを押さえて遠えん慮りよがちに、

「私は頭痛薬があったら欲しいな」

「はいはい、解熱剤と頭痛薬ね。わたしはとりあえずこの鼻炎ソフトカプセルってやつを」

　羽々姫はそう言ってケースから勝手に薬を取り出していく。

　そして三人は、一斉にそれぞれの薬を飲み下した。そしてなんとなく全員で互いの顔を見合わせる。微妙に不安を抱えていたのだが、体たい調ちように異常をきたしそうな兆候はない。

　やがてそのまま数分が過ぎ、

「あ……なんか、楽になったかも」

　両手でこめかみを押さえていた鳴々葉が、少し嬉うれしそうに呟つぶやいた。

「本当だ……なんだかヤバいくらい効くね。音々先輩の薬」

　羽々姫も喉のどを押さえて、あーあー、と声を出してみる。喉の腫はれはまだ少し残っているが、咳せきや鼻づまりはほぼ完全に治まっていた。音々の薬の効果なのだろう。効き過ぎて不安になるくらいだが、風邪が治るのはやはりありがたい。

　鳴々葉と羽々姫は二人ふたりで手を取り合ってはしゃぎ、その直後、彼女たちの背後で、パサ、とかすかな音がした。それは、紗々羅が穿はいていた制服のスカートが床に落ちる音だった。

「紗々羅先せん輩ぱい？　なにやってるんですか？」

　羽は々ば姫きは少し呆あきれながら振り返り、そこでぎょっと動きを止めた。

　脱げ落ちたスカートを拾おうともせずに、紗さ々さ羅らはその場に立ち尽くしている。

　その姿に激はげしい違和感がある。

　特徴的な栗くり色いろの髪はそのまま。だが、目め線せんの位置がやけに下にある。小柄な羽々姫よりも、さらに頭ひとつぶんほど低い。着ていた制服はぶかぶかで、袖そでがすっぽり指先を覆おおうくらいに余りまくっている。端たん整せいな美び貌ぼうは紗々羅の面おも影かげを残しているが、よりあどけなさが増していた。はっきり幼いと感じるほどに。今の紗々羅の推定年ねん齢れいは、六、七歳といったところだろう。十歳ばかり若返っている計算になる。

「さ、紗々羅先せん輩ぱい……？」

　羽々姫と鳴な々な葉はが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　紗々羅はぽかんと間の抜けた表情で、縮ちぢんでしまった自分の両手を見つめていた。それから慌てて近くにあった鏡かがみを覗のぞきこむ。そこに映っている幼い少女が、本当に自分自身なのか確たしかめるため、パントマイムのような怪しいポーズをいくつか取ったあと、

「なんじゃこりゃあああああっ!?」

　紗々羅は自分の頰ほおに両手を当てて、絶叫した。
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「かっ……」

　鳴々葉が、喉のどを詰まらせたように短くうめいた。

　羽々姫が声を裏返らせて、若返った紗々羅を問い詰める。

「さ、紗々羅先輩……なんですか？　その身体からだはいったい……？」

「それはあたしのほうが訊ききてえよ！　おまえが出してきた薬でこうなったんじゃねーか！」

　舌足らずな口く調ちようで怒ど鳴なり返す紗々羅。羽々姫は、うっ、と怯ひるみながらも、

「ちゃんと解げ熱ねつ剤ざいって書いてあるのを渡しましたよ。紗々羅先輩だって、自分で確かく認にんしてたじゃないですか」

「なんで解熱剤で、こんな〝身体は子ども、頭脳は大人おとな〟みたいなことになっちまうんだよ！　あたしはどっかの高校生探偵か!?」

　小振りな頭を抱えて苦悩する紗々羅。身体が縮んでしまったのはともかく、とりあえず熱は下がったらしい。

「かっ……」

　鳴々葉が再び声を洩もらす。

　羽は々ば姫きは混乱したような顔のまま、制服のポケットからなにかを取り出して。

「よくわかりませんけど、とりあえず、これ使います？　こないだの腕うで時計どけい型がた麻酔銃」

「要いるかーっ！」

　だだっ子のようにじたばたと暴あばれながら、紗さ々さ羅らが喚わめいた。そんな紗々羅を鳴な々な葉はがいきなり抱き寄せた。ものすごい勢いで頰ほおずりしながら、いつになく興こう奮ふんした声で、

「かっ……可か愛わいいです、紗々羅先せん輩ぱい！」

「嬉うれしくねぇよ！　抱きつくなっ！」

　紗々羅が必死で抵抗するが、その動作が、さらに鳴々葉のツボに入ったらしい。きゃーっ、と甲かん高だかい声を上げながら、彼女は紗々羅の頭を撫なでくりまわす。

　そんなふうにじゃれ合う鳴々葉たちを、羽々姫は溜ため息いきをつきながら眺めていた。が、その表情が不意に曇くもった。ごしごしと目をこすり、錯さつ覚かくではないことを確かく認にんする。

「あのさ、鳴々葉」

「……羽々姫ちゃん？」

　ただならぬ羽々姫の表情に気づいて、鳴々葉もようやく冷静さを取り戻す。羽々姫は、なぜか目を逸そらしながら鳴々葉の頭頂部を指さして、

「その頭、なに？」

「え？　頭？」

「うん……ていうか、耳？」

　質問の意味がわからない、というふうに首を傾かしげたまま、鳴々葉は自分の頭に手を触れた。そして、そこから伝わってくる異様な手触りに頰を強こわ張ばらせ、

「え……？　ええええっ!?」

　慌てて鏡かがみを覗のぞきこんで、そして鳴々葉は絶句した。彼女の頭に生はえていたのは耳。柔らかな獣じゆう毛もうに覆おおわれた三角形の、いわゆるネコ耳というやつである。

　動揺している鳴々葉を見つめて、羽々姫はむしろ冷静な声で、

「わざとやってたんじゃなかったんだ？」

「や、やらないよ！　なにこれ!?　どうしてこんなのが生えてるの？」

　鳴々葉が涙目になってうろたえる。そんな彼女を、紗々羅は妙に醒さめた目で眺め、

「あざといなー、おまえ」

「ホント、鳴々葉ってばあざといよね」

　うんうん、と腕を組んでうなずく羽々姫。

「ち、違うよ。たぶんさっき飲んだ薬のせいで……」

　鳴々葉は、半泣きのまま首を振って、必死に身の潔けつ白ぱくを訴える。ぴこぴことネコ耳が頭上で揺れているせいで、あまり説得力は感じられなかったが、噓うそをついているとも思えない。

「やっぱりこいつの仕業ってことか」

　ベッドに横たわる音ね々ねを睨にらんで、紗さ々さ羅らがうんざりしたように呟つぶやいた。まあ、そりゃそうか、と羽は々ば姫きも嘆息する。紗々羅が縮ちぢんだのも、鳴な々な葉はにネコ耳が生はえたのも、音々の薬を飲んだことが原因だと考えて間違いないだろう。音々がいったいどういうつもりで、そんなわけのわからない薬を調ちよう合ごうしたのか、あまり知りたくもなかったが。

「おい、起きろ、音々！」

　意い識しき不明の音々に馬乗りになり、彼女の頰ほおを左右に引き延ばしながら紗々羅が怒ど鳴なる。羽々姫はさすがに見かねて駆け寄り、

「さ、紗々羅先せん輩ぱい。無む茶ちやしないでくださいよ、そんな限りなく死人に近い病人相手に！」

「ちっ。とりあえずこれでも飲ましてみるか」

　そう言って紗々羅は、ベッド脇わきに置かれていた栄養ドリンクを手に取った。手早く小瓶のフタを開けると、寝ている音々の口に瓶の中身を流しこむ。

「あ……あ……」

　羽々姫はそんな紗々羅の狼ろう藉ぜきを、制止することもできずに呆ぼう然ぜんと眺めた。

　やがて瓶の中身が空になり、けふっ、と音々の唇から吐と息いきが洩もれた。

　羽々姫たちが息を吞のんで見守る中、音々がゆっくりと瞼まぶたを開ける。

　そして彼女は、緊きん張ちよう感かんのないのんびりとした口調で、

「あー……紗々羅ー……おはよー」

「おはようじゃねえよ。これはいったい、どういうことか説明してもらおうか」

　若返った自分を指さしながら、紗々羅が苛いら々いらと問い詰めた。

　音々は、まだ少し寝ぼけたような表情のまま、

「あら、どうして縮ちぢんでるの？　解げ熟じゆく剤ざいでも飲んだ？」

「解熟剤……だと？　解げ熱ねつ剤ざいじゃなくて？」

　聞きき慣なれない薬品の名前に、戸惑う紗々羅。羽々姫は、薬品ケースに書かれていたラベルをもう一度確かく認にんする。たしかにそこには解熟剤という文字が書かれていた。

　音々は、ふわ、とあくびを洩らしながら、

「解熟剤よー。熟は成熟とか熟女の熟」

「ちょっと待て。それを解除するってことは……」

　半ば啞あ然ぜんとした表情で、紗々羅が訊きいた。

「若返るってことー。親しん戚せきのおばさまに頼まれて調合したんだけどー」

「そんな、まぎらわしいもの作んじゃねえ！」

　紗々羅が脱力したようにうなだれた。

　そんな彼女の背中ごしに、鳴々葉が恐る恐る顔を出し、

「あ、あの、音々先輩。だったら、わたしのこの耳はいったい……？　頭痛薬を飲んだらこうなってしまったんですけど」

「頭痛薬？　あー、それはたぶん痛いた頭あたま薬やくの間違いじゃないかしらー」

　悪びれない表情で微ほほ笑えむ音ね々ね。鳴な々な葉はは、ぎくしゃくと表情を硬くして、

「い、痛頭薬？」

「そうそう。ほら、痛車とか痛ゲーム機きとかみたく、マニアックな趣しゆ味みの改造を持ち物に施してる人たちがいるでしょう。あのノリで自分の頭を改造するためのお薬なのー」

「なるほど……」

　音々の説明を聞き終えた羽は々ば姫きは、腑ふに落ちた、というふうに鳴々葉のネコ耳を眺めた。

「たしかに、その頭はイタいね」

「ああ。イタいな」

　紗さ々さ羅らも、痛々しいものを見るような視し線せんを鳴々葉に向ける。鳴々葉は両手で頭のネコ耳を押さえて、

「ええええええ……っ」

「あとオプションで、胸が大きくなる副作用と尻尾しつぽが生はえる副作用もつけといたからー」

「い、要いりませんよぅ、そんなの」
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　言われてみれば不自然に盛り上がっている鳴々葉の胸元を睨にらんで、なんてあざとい、と羽々姫が歯は軋ぎしりする。

「結局、怪しい効果がないのは、わたしが飲んだ鼻炎ソフトカプセルだけってことですか」

　かすかな安あん堵どの表情を浮かべて羽は々ば姫きは呟つぶやき、それを聞いた音ね々ねが不ふ思し議ぎそうに眉まゆを寄せた。

「鼻炎ソフトカプセル？　私、そんなの持ってないわよ」

「え？　そんなはずは……だって、ほら」

　羽々姫はそう言って、自分が飲んだのと同じ薬を音々の前に突き出した。音々はそれを軽く一いち瞥べつし、

「ああ。それは爆ばく炎えんソフトカプセルね」

「は？」

　羽々姫の表情が彫像のように固まった。紗さ々さ羅らが、ムッと眉み間けんにしわを寄せ、

「爆炎ソフトカプセル？」

「……ってなんですか？」

　鳴な々な葉はも心配そうに問い返す。音々はなぜか得意げに胸を張り、

「飲んだ者の身体からだを生きたまま高性能爆薬に変化させて、熱ねつや衝しよう撃げきを与えると半径三十キロを巻きこむ大爆発を引き起こすという特攻兵器なんだけどー」

「なっ……!?」

　羽々姫は言葉をなくして、わなわなと震ふるえ出す。

　音々は、そんな羽々姫の一いつ瞬しゆんの隙すきを衝ついて、彼女のおでこになにかを貼はりつけた。熱冷まし用の冷却シートに似ているが、色は薄うすい水みず色いろである。羽々姫の体温に反応したのか、その色がほんのりと黄き色いろく変わっていく。

「そのおでこに貼はりつけたパッチの色が完全に赤に変わったら、体内の爆ばく薬やくの発酵が完成して自動的に爆発するからー。副作用のないソフトな効き目が自慢なの」

「じ……自爆するのに副作用もクソもあるかあああっ！」

　羽々姫が憤ふん慨がいして怒声を上げた。音々の傍そばに駆け寄って、彼女の胸ぐらを締しめ上げる。

「解毒剤は？　解毒剤はないんですかっ！」

「い、今から調ちよう合ごうすれば、お昼前には出来ると思うけどー」

「調合してください！　今すぐ！」

「そうしたいけど……でも無理ー……」

　そう言い終わるや否や、音々は、ぶはっ、と勢いよく吐血した。返り血を浴びた羽々姫が驚おどろいて手を離はなすと、音々はそのままふらふらとベッドに倒れこむ。やはり音々は、まだ完全に蘇そ生せいしたわけではなかったのだ。

　ど、どうしよう、と羽々姫は途方に暮れたような表情で鳴々葉たちを見る。しかし鳴々葉は、怯おびえたようにじりじりと後ずさり、

「羽々姫ちゃん……爆発するって……」

「やれやれ。短い付き合いだったな、羽々姫」

　くるり、と回れ右をして、紗々羅は部へ屋やを出て行こうとする。

　そんな彼女の制服の裾すそを、羽は々ば姫きはがっちりと握りしめ、

「どこ行く気ですか、紗さ々さ羅ら先せん輩ぱい」

「逃げるに決まってるだろ。おまえから三十キロ以上離はなれないと爆ばく発はつに巻きこまれちまうんだから」

　あっさりと本音を白状して、羽々姫の手を振りほどこうとする紗々羅。羽々姫は、恨うらみがましい表情で二人ふたりを睨にらみ、

「は、薄はく情じよう者もの！　わかりましたよ！　紗々羅先輩なんて、あと十年くらいそうやって子どものままで暮らせばいいんです！　やーい、ガキ。貧乳チビ」

「ぬぐ……！」

　幼児化した自分の身体からだのことを思い出して、紗々羅が奥歯をギリギリと鳴らす。このまま、羽々姫の自爆に巻きこまれて音ね々ねが死んだら、彼女はとうぶん元に戻れない。解毒剤が必要なのは、紗々羅や鳴々葉も同じなのだ。

「くそ、仕方ねえな。音々、とりあえずこれでも飲んで体力を回復させろ」

　そう言って紗々羅は机の上から、二本目の栄養ドリンクを手に取った。瓶の口にストローを差しこんで、朦もう朧ろうとした状態の音々に手渡す。

　音々は促されるままに、ちまちまとドリンク剤を吸い始め、

「ふ……ふふ……うふふふふふ」

　やがて彼女の口から洩もれ出したのは、不気味な低い笑い声だった。

　瘴しよう気きにも似た不気味なオーラを放ちながら、ゆらり、と血まみれの音々が立ち上がる。彼女の手の中から、空っぽになった瓶が落ちた。まるでそれが合図になったかのように、音々は、カッと両目を見開いた。血に酔って我を忘れた肉にく食しよく獣じゆうのように、その瞳ひとみが爛らん々らんと輝かがやきを放っている。

「ね、音々？」

　本能的な恐怖を覚えて、紗々羅が摺すり足で後退する。その直後、

「ほあーっ！」

　けたたましい怪鳥音を発しながら、音々が飛んだ。

　幼児化した紗々羅の後頭部を狙ねらった、情け容赦ない本気のローリングソバット。咄とつ嗟さに両腕でブロックした紗々羅が、一いち撃げきで壁かべ際ぎわまで吹っ飛ばされる。

「ね、音々先せん輩ぱい!?」

「だ、駄だ目めですよ。そんな急に運動したら。安静にしてないと──」

　羽々姫と鳴な々な葉はが慌てて音々を取り押さえようとするが、

「のわっ!?」

「きゃああああっ！」

　そんな二人ふたりに、音々が放ったカウンター気味のラリアットが炸さく裂れつ。まとめて薙なぎ倒した羽々姫たちを踏み台に、音ね々ねは窓に向かって跳ちよう躍やくした。窓ガラスを粉々に粉砕して、そのまま地上へと飛び降りる。ちなみに音々の部へ屋やがあるのは、兵員宿舎の二階である。

「な、なんだ。いったいなにが起きた!?」

　ぶつけた後頭部をさすりながら、紗さ々さ羅らがよろよろと立ち上がった。

「あ！　思い出した、その栄養ドリンク！」

　顎あごを押さえてうめいていた羽は々ば姫きが、床に転がる小瓶を見て叫んだ。

　そこに貼はられた手製のラベルには、黄き色いろのバイオハザードマークがでかでかとプリントされている。見覚えのある瓶だった。

「性格変わるくらいハイになって、異様にアクティブになったり暴ぼう力りよく的てきになったりする、って、たしか音々先せん輩ぱいが言ってたような……」

「そ、そんなの二本も飲んじゃったんですか？」

　羽々姫の言葉が意味するところに気づいて、鳴な々な葉はの顔が青ざめた。今の音々は強力すぎる栄養ドリンクのせいで、我を忘れるくらいハイテンションになっている、ということらしい。

「あいつ、聖衣シユラウドの格納庫のほうに行ったぞ……なに考えてやがる？」

　割れた窓から顔を出して、紗々羅が唇を歪ゆがめた。

「猛烈に嫌いやな予感しかしないんですけど……！」

　羽々姫が、弱々しく肩を落として言う。

　そんな彼女の額ひたいに貼られたパッチは、いつの間にか赤みがかったオレンジ色に変わっていた。




　　　　７




　正体不明の何者かによる奇き襲しゆうを受けて、赤あか間まが関せき基き地ちはパニックに陥おちいっていた。

　九きゆう州しゆう地方からの禍憑妃マガツヒ侵攻阻止のため要よう塞さい化かされたこの基地は、外からの襲しゆう撃げきに対しては強固だが、内側からの攻撃にはほぼ無力である。管制室のオペレーターたちも取り乱し、いまだにまともな出撃許可も出ていない。

　しかしそれは今の羽々姫たちには、むしろ幸運なことだった。司令部が混乱しているうちに音々を取り押さえてしまえば、騒さわぎを揉もみ消すことも、まだ不可能ではない。

『ほーっほっほっほ！　愚かなる人間どもよ、この惑星の真の支配者が誰だれなのか、思い知るがいい！　ベントラー・ベントラー・イア・イア・ヌアナムトック・ヤムプラームック・トートマンプラー・ケープムー！』

　そんな羽々姫たちの気遣いを嘲あざ笑わらうかのように、上空から音々の声が響ひびいてくる。

　格納庫の窓からそれを見上げて、鳴々葉は泣きそうな表情を浮かべ、

「ね、音々先輩……なんでそんな邪神を召喚するみたいな呪じゆ文もんを……」

「……完全にイッちまってんな、あれは」

　素っ裸の紗さ々さ羅らが、どこか投げやりな口く調ちようで呟つぶやいた。

「そんな吞気のんきなこと言ってる場合ですか。邪神はともかく、音ね々ね先せん輩ぱいが本気で暴あばれたら、赤あか間まが関せき市しが壊かい滅めつしちゃいますよ」

　羽は々ば姫きが自分の聖衣シユラウドを装着しながら、頰ほおを伝う冷や汗を拭ぬぐった。

　上空を舞まう音々が着ているのは、薄うす紫むらさき色いろの優ゆう麗れいな聖衣シユラウド。オトタチバナと名付けられたその獣装戦闘服ＢＤＵは、結界生成能力と火力支援に特化しており、単体の聖衣シユラウドとしては最大級の広こう範はん囲い攻撃力を持つ。音々の暴ぼう走そうがこのまま続けば、半日とかからずこの街は、草木の一本も生はえない廃はい墟きよと化すだろう。

「いや、まあ大丈夫だろ。今は薬で一時的にハイになってるってだけで、あいつの体力がそんなに長く保もつとも思えんし……」

　紗々羅は、気楽な口調で分析する。しかし彼女のそんな余裕の態度は、次の瞬しゆん間かん、呆あつ気けなく崩れ去った。音々の背後に付き従うように、異い形ぎようの怪物が現れたのだ。

　サソリに似た胴体と、刃物のような翼つばさを持つ巨大な影かげ。禍憑妃マガツヒだ。

「──って、やべえ。あのバカ、捕ほ獲かくした禍憑妃マガツヒを解放しやがった！」

　氷漬けになっていたはずの巨大禍憑妃マガツヒの背中に仁に王おう立だちして、音々が、勝ち誇ったような高笑いを続けている。解放してくれた音々に恩義を感じているのか、それとも単に自分よりも強いものに従っているだけなのかは謎なぞだが、ともかく禍憑妃マガツヒは、音々と手を組むことにしたらしい。

　暴ぼう走そう状態の獣じゆう装そう巫ふ兵へいと、人類の天敵である異い形ぎようの怪物。これ以上ない最悪の組み合わせだ。

「二人ふたりとも急いで！　禍憑妃マガツヒを倒して、音々先輩を止めないと！」

　聖衣シユラウドの装着を終えた羽々姫が、もたついている紗々羅たちを苛いら々いらと怒ど鳴なりつけた。しかし幼児化状態の紗々羅は、

「いや、さっきから急いでんだけど……聖衣シユラウドのサイズが合わなくてどうしたもんだか……」

　ぶかぶかの聖衣シユラウドを抱えたまま、途方に暮れたように立ち尽くしている。

「ああ、もう！　貸してください！」

　羽々姫は、そんな紗々羅の手から、彼女の聖衣シユラウドを乱らん暴ぼうに奪い取った。ウエストにタオルを巻きつけたり胸にパットを詰めたりして、なんとか着られるようにサイズを調ちよう整せいしてやる。

「鳴な々な葉ははなにをやってるの!?」

　さらに羽々姫は、嚙かみつくような勢いで振り返って鳴々葉を睨にらんだ。

　聖衣シユラウドの胸部パーツを手で押さえたまま、鳴々葉はびくびくと肩を震ふるわせて、

「む、胸がつっかえて……」

　叱しかられた子どものように怖おず怖おずと言い訳する。どうやら薬の副作用で急速に成長したバストが邪じや魔まで、聖衣シユラウドの胸元が閉じなくなってしまったらしい。

　胸を押さえて四苦八苦している鳴々葉を、しかし紗々羅と羽々姫は憎々しげに眺めて、

「なんてあざといやつだ」

「ほんと最低」

「な、なんで!?　なんでわたしが責められてるの!?」

　鳴な々な葉はは涙目で悲痛な声を出す。

　その間にようやく聖衣シユラウドを着終えた紗さ々さ羅らが、めずらしく心配そうな様よう子すで羽は々ば姫きを見上げた。

「おまえは大丈夫なのかよ、羽々姫。強い衝しよう撃げきを受けると爆ばく発はつするとか言われてなかったか？」

「わたしだって気になってますけど、仕方ないじゃないですか。音ね々ね先せん輩ぱいが正気に戻ってくれないと、解毒剤を調つ合くってもらえないんですから」

　羽々姫は溜ため息いきをつきながら、額ひたいに貼はったパッチに手を当てる。

　その直後、格納庫が眩まばゆい閃せん光こうに包まれた。一いつ瞬しゆん遅れて、爆ばく風ふうが羽々姫たちを襲おそってくる。音々がまき散らした攻性衝しよう撃げき波はを浴びて、格納庫の屋根が吹き飛んだのだ。

「痛いてて……くそっ」

　頭上に降り注いだ瓦が礫れきを撥はね飛ばしながら、紗々羅が起き上がって唇に浮いた血を拭ぬぐう。

　次の瞬しゆん間かん、彼女の右手が灼しやく熱ねつの炎に包まれた。その炎はやがて巨大な鞭むちの形を取る。紗々羅のＭＳ２４０型汎用獣装戦闘服ＢＤＵは、炎を操あやつる聖衣シユラウドなのだ。

「あのアマ、調子に乗りやがって。ぶっ飛ばす！」

　言うが早いか、紗々羅は上空にいる音々に向かって炎の鞭を繰くり出した。紗々羅の聖衣シユラウドの専用武装〝散藤バラフジ〟だ。その鞭むちは、灼しやく熱ねつの炎の奔ほん流りゆうと化して、無防備に上空を舞まう音々を襲おそう──と思われた瞬しゆん間かん、大きく狙ねらいを外して、まったく無関係な司令部の建物を吹き飛ばした。羽々姫は、それを呆ぼう然ぜんと眺めて、

「どこ狙ってんですか、紗々羅先輩！」

「うるせえ！　手足が急に縮ちぢんだから、ちょっと感覚が狂っただけだ！」

　幼児化した紗々羅が、ムキになって炎の鞭を振り回す。が、それらはことごとく目標を見失って、無関係な建物を火の海に変えただけだった。逆に攻こう撃げきの反動で紗々羅はふらつき、ぜえぜえと荒い息を吐く。

「そうか……子どもだから体力も……」

　羽々姫が妙に納得して呟つぶやいた瞬間、紗々羅が足をもつれさせて転倒した。

「だ、大丈夫ですか、先輩？」

　力尽きたように動かない紗々羅に、羽々姫は心配そうに呼びかけ、

「か、可か愛わいい……」

　鳴々葉が思わず声を洩もらす。その直後、

「うふふふふふふふ！」

　聞こえてきた不気味な笑い声に、羽々姫たちはハッと頭上を振り仰いだ。そして、上空に広がる光の魔ま法ほう陣じんに気づいて絶句する。虹にじ色いろに輝かがやく複雑な結界。その内部に満たされているのは高こう濃のう度どの破局粒子ＤＣＰ──聖衣シユラウドの魔ま力りよくの塊だ。

　音ね々ねが得意とする、爆ばく縮しゆく結界と呼ばれる魔ま法ほう陣じん。幾層もの結界を周囲から連れん鎖さ的てきに爆発させることで、結界中央の魔力を極限まで濃のう縮しゆくする。それを最後に解き放ったときの威力は、中程度の都市程度なら跡形もなく消滅させるといわれていた。世界中探しても、この技が使える獣じゆう装そう巫ふ兵へいはわずかに数人。ましてやこんなものを日常的に連発するのは音々だけだ。

　羽は々ば姫きが血相を変えて叫んだ。

「やばっ！　鳴な々な葉は！」

「う、うん！」

　サイズの合わない聖衣シユラウドを無理やり装着した鳴々葉が、巨大な十字手裏剣を構えた。羽々姫たちの聖衣シユラウドの能力では、爆縮結界の威力は防げない。音々が結界を完成させる前に彼女を無力化しなければ、赤あか間まが関せき基き地ちは全滅する。

　上空に浮かんでいる音々に向かって、鳴々葉が無数の光の短剣を撃うち出した。〝磐船イワフネ〟と名付けられた光剣の数は、最大で二百発以上。嵐あらしのようなその弾幕を、しかし音々は左手に握った鉄てつ扇せんの一いつ閃せんですべてかき消した。

「な、なんてパワー!?」

　羽々姫が呆ぼう然ぜんと声を震ふるわせる。だが、そのときには鳴々葉はすでに、次の攻こう撃げきを終えていた。光剣の弾幕にまぎれて放たれた十字手裏剣が、ブーメランのように弧を描いて背後から音々を強きよう襲しゆうする。

　それを防いだのは禍憑妃マガツヒだった。音々の忠実な下僕と化した巨大禍憑妃マガツヒが、自らの身体からだを楯たてにして彼女を護まもる。そんな馬ば鹿かな、と羽々姫たちは絶句し、音々は優ゆう艶えんに微ほほ笑えんだ。

「無む駄だよー。ぶっ潰つぶれなさい──爆ばく縮しゆく結界！」

「やらせるかっ！」

　音々が結界を起爆させる寸前、起き上がった紗々羅が炎の鞭むちを放った。摂氏数万度の灼しやく熱ねつの閃せん光こうが、音々が張り巡らせた結界の魔法陣を分断する。

　しかし今の紗々羅の体力では、それが限界だった。幾層にも張り巡らされた結界の表面を破は壊かいしただけで、紗々羅は力尽きたように膝ひざを突く。

「くそ……散藤バラフジの直ちよく撃げきでも駄だ目めか。今のあいつの結界は、遠えん距きよ離り攻撃じゃどうにもできねえな」

　疲労の表情を浮かべて、紗々羅が悔しげに呟つぶやいた。

　そんな彼女を庇かばうように前に出たのは、羽々姫だった。愛用の大剣〝十束トツカ〟を握り、聖衣シユラウドの背中に翼よく竜りゆうのような翼つばさを広げる。

「だったら援えん護ごしてください。わたしが結界の内側に入って音々先せん輩ぱいを倒します」

　そう言いながら、羽々姫は聖衣シユラウドの封印を解放した。解き放たれた魔力が流れこみ、十束トツカの刀身が光に包まれる。羽々姫のＡＳ５５２クシナダは、突撃型の聖衣シユラウドだ。禍憑妃マガツヒの護ご衛えいと、張り巡らされた防御結界を撃うち破って音々を倒せるのは羽々姫しかいない。

　しかしそんな羽は々ば姫きの前に、思い詰めたような表情の鳴な々な葉はが立ちはだかる。

「あの、それはやめておいたほうがいいかも」

「え？　どうして？」

「だって、おまえの聖衣シユラウドの能力って生体感覚加速だろ」

　羽々姫の額ひたいのパッチを指さして、紗さ々さ羅らが溜ため息いきをついた。

「体内の代たい謝しや速度を加速したら、そのぶんだけ爆ばく弾だん化かの進行も早まるんじゃねーの？」

「あ……」

　額のパッチを押さえて羽々姫がうめく。すでにパッチの色はオレンジの段階を通り越し、限りなく赤に近い葡萄茶えびちや色いろに染まっていた。自爆までもはや一刻の猶ゆう予よもない。

　そして紗さ々さ羅らの言うとおり、羽々姫の聖衣シユラウドが持っているのは、体内の感覚を加速して、常人の何倍もの速度で行動するという特殊権能である。

　だがそれは逆に言えば、能力を使っている間、羽々姫の中では普ふ段だんの数百倍の速さで時間が流れているということになる。当然、肉体の爆弾化も、その速度で進むことになるだろう。

　ただでさえ残された時間の少ない羽々姫にとって、その副作用はおそらく致命的だ。

　羽々姫は一いつ瞬しゆんだけ、呼吸を整ととのえるように目を閉じた。それから空中に浮かぶ音々を見上げて、笑いながら首を振る。

「行きます。どのみち、このままじゃ音ね々ね先せん輩ぱいの身体からだも保もちませんし……」

「羽々姫ちゃん……」

　息を吞のむ鳴々葉たちを見返して、羽々姫は少し照れたように微ほほ笑えんだ。奇妙に落ち着いた気分で二人ふたりに手を振り、額ひたいのパッチをむしり取る。

「わたしが爆発しても、基地のみんなのことを守ってあげてくださいね」

「……羽々姫っ！」

　飛び立つ羽々姫を引き留めようとして、紗々羅が手を伸ばした。その動きが急きゆう激げきに鈍にぶくなり、やがて完全に静止する。否、紗々羅の動きが止まったのではなく、羽々姫の感覚が加速状態に入ったのだ。特殊権能〝生体感覚加速〟──今の羽々姫を止められる者はもういない。

「クシナダ！　封印解放第一段階アンシール・レベルワン！」

　聖衣シユラウドの魔ま力りよくを全開にした羽々姫が、一いつ瞬しゆんの閃せん光こうと化して空へと駆け上がる。

　音々が従えていた巨大禍憑妃マガツヒが爆発四散し、気絶した音々が地上に落下してきたのは、その直後の出来事だった。

　しかしそこには羽々姫の姿はもはや跡形もなく、

「羽々姫──っ！」

　ただ彼女の名前を呼び続ける紗々羅たちの絶叫が、いつまでも響ひびき渡っていた。
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「羽は々ば姫き……無む茶ちやしやがって……」

　翌日の午後。よく晴れた冬の空を見上げてぼそりと呟つぶやいたのは、めずらしく殊勝な表情を浮かべた紗さ々さ羅らだった。

　そんな彼女の背後から、恨うらみがましい声が弱々しく聞こえてくる。

「遠い目をして人の名前を呼ぶのはやめてください。まだ死んでないですから！」

　声の主は、どてらやマフラーで全身を包んだ小柄な少女だった。くしゃみを連発しながら、垂れてきた鼻水をティッシュで拭ぬぐう。羽々姫である。

　なぜかナース服を着せられた鳴な々な葉はが、そんな羽々姫の体温を測りながら、

「でも、よかったね、羽々姫ちゃん。ちょうどいいところに液体ヘリウムのタンクがあって」

「うう……嬉うれしくないよ。いくら聖衣シユラウドを着てたからって、解凍されるのがあとちょっと遅れてたら、本当に死んでたんだからね」

　かすれた声でそう言って、羽々姫は自じ嘲ちようのような溜ため息いきをついた。

　生体感覚加速によって巨大禍憑妃マガツヒを撃げき破は、そのまま結界を切り裂いて音々を昏こん倒とうさせたところで羽々姫はついに力尽きた。そして禍憑妃マガツヒを捕ほ獲かくしていた液体ヘリウム槽そうに落っこちた。

　そのことが結果的に羽々姫の命を救った。

　軍の爆発物処理班は、爆弾の解体作業の際、起爆装置が作動しないように液体窒素で爆弾を凍らせるという。それと同じ理屈で、氷こおり漬づけになった羽々姫は自爆することなく、奇跡の生せい還かんを遂げたのだった。冷凍された後こう遺い症しようで風か邪ぜ気味だが、その程度で済んだのは、やはり幸運だったといえるだろう。

「極低温下だと爆発しなくなるなんて、兵器としては重大な欠陥だわ……」

　一方、どこか不満げな口く調ちようで、そんなことを呟つぶやいていたのは音ね々ねだった。

　彼女は行ぎよう儀ぎよくコタツに正座して、幸せそうにみかんを食べている。

　仮死状態になったり、暴ぼう走そうしたりで大変な目に遭ったのは音々も同じはずだが、自分で調合した薬を飲んで一晩寝たら、何事もなかったかのように復活したらしい。しかもまったく懲こりてないらしく、

「どうやら改良の必要があるみたいね。また新しい薬を作ったら実じつ験けんさせてね、羽々姫さん」

「液体ヘリウム漬けとか、もう二度と嫌いやですよ。金魚じゃないんですから」

　ゲホゲホと咳せきこみながら羽々姫は首を振る。

　そんな二人ふたりのやりとりを、紗さ々さ羅らはやる気のない表情で眺めて、

「ま、とりあえずよかったぜ。なんだかんだで解毒剤の調合が間に合ったわけだし。あたしと鳴々葉も、元の状態に戻れたしな」

　気け怠だるげな口調でそう言った。羽は々ば姫きは黙だまって肩をすくめる。

　そしてナース服を着せられた鳴な々な葉はは、自分の胸元を押さえたまま、上うわ目め遣づかいで紗さ々さ羅らたちを見上げ、

「それが……その……胸のサイズだけが戻ってないんですけど……」

　その一いつ瞬しゆん、白しら々じらとした沈ちん黙もくが部へ屋やの中に流れた。

　紗々羅と羽々姫は、冷ややかな半はん眼がんで鳴々葉を睨にらみ、

「なんてあざといやつだ」

「ほんと最低」

「な、なんでわたしが責められてるの!?」

　目を潤うるませて抗こう議ぎする鳴々葉。音ね々ねはにこやかに微ほほ笑えみながら、新しいみかんに手を伸ばす。

「くしゅっ……うー……完全に風か邪ぜだわ、これ」

　再びくしゃみを連発して、羽々姫が鼻声で呟つぶやいた。

　そんな羽々姫を楽しそうに見つめて、音々が訊きく。

「ふふっ……お薬、飲む？」

「要いりません！」

　羽々姫の怒声が、暖かな陽光の中に溶けていく。

　極きよく東とう自じ衛えい機き構こう赤あか間まが関せき基き地ち。

　本ほん州しゆう最西端のこの最さい果はての地にも、ゆっくりと春の気配けはいが近づいていた。
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　赤あか間まが関せき要よう塞さいは、民間軍事会社〝極きよく東とう自じ衛えい機き構こう〟の分ぶん屯とん基地だ。

　九きゆう州しゆう方面からの禍憑妃マガツヒ侵攻阻止を担う最さい前ぜん線せんだが、慢性的な予算不足によって、稼か働どう中ちゆうの戦力は多くない。配属された傭よう兵へいたちのほとんどはワケありの余剰人員であり、設備もボロい。兵舎として使われている建物も、廃校になった小学校の木造校舎だった。

「二十七、二十八、二十九……三十……」

　そんな兵舎の一室、古い教室の片隅で、天あま乃の羽は々ば姫きは腕立て伏せを続けている。

　小柄で可か愛わいらしい顔立ちをしているが、勝ち気そうな瞳ひとみが印象的な少女である。

「三十六……三十七……三十八……」

　季節は夏。無む駄だによく晴れた空からは、灼やけるような陽ひ射ざしが窓越しに容赦なく降りそそぎ、部へ屋やの中には蒸し暑い空気が澱よどんでいる。

　もちろん、老ろう朽きゆう化かの進んだこの兵舎に、エアコンなどというものはない。室温は軽く四十度を超えているだろう。ほとんど蒸し風ぶ呂ろと化した待たい機き室しつで、羽々姫は腕立て伏せを続けている。

「はぁー……怠だりぃー……」

　黙もく々もくと筋トレに励む羽々姫の隣となりで、のんびりと溜ため息いきをついたのは桜さくら狩がり紗さ々さ羅らだった。

　どことなく日本人離ばなれした、でたらめに端たん整せいな容姿の美少女だ。

　モデルのような長身に面めん積せきの小さな水着だけを身につけて、紗々羅は、どこからか運びこんできた幼児用のビニールプールにプカプカと浮かんでいる。

　彼女がストローですすっているのは、よく冷えた青あお色いろのトロピカルドリンク。高級リゾートのプールサイドにいるかのような、堂々とした態度である。

「いちごと、レモンと、メロンと、抹まつ茶ちやとー……小豆あずきを載せるかどうか迷うわねー」

　そのころ待機室の反対側の隅では、小こ揺ゆる木ぎ音ね々ねが、色とりどりのシロップ類を前にして苦悩の表情を浮かべていた。彼女の手元にあるのは、ペンギン型の電動かき氷機き。どうやら、かき氷の味付けに頭を悩ませているらしい。

「うー、このネジがこっちのカバーのやつで、この線せんがこっちにつながってるから……」

　そして音々の背後では、汚れた作業服姿の樛とがの宮みや鳴な々な葉はが、バラバラに分解された電化製品を前に途方に暮れていた。ハンダゴテから立ち上る熱ねつ気きと電動ドライバーの騒そう音おんが、ただでさえ高い室内の不快指数をさらに跳ね上げる。

　そんな中、淡々と腕立て伏せを続けていた羽々姫も、ついに我慢の限界に達したのか、

「三十……九……四……十……っ！　あああああああああああああああああああっっ！」

　突然、なんの前触れもなく声を張り上げて絶叫した。

　床に突っ伏して奇声を上げる羽々姫を、ほかの三人が困惑顔で振り返り、

「んあ？」

「羽々姫さん？」

「ど、どうしたの、羽は々ば姫きちゃん!?」

「どうしたもこうしたもあるかーっ！」

　羽々姫が髪を振り乱して起き上がる。

「わたしたち今、勤務時間ですよね!?　待たい機き任務の最中ですよね!?　なのに、なにやってるんですか、みんなして!?」

「なに……って、見てのとおり自主トレだが……？」

　きょとんとした表情で答えたのは紗さ々さ羅らだった、涼しげな表情を浮かべたまま、彼女は、トロピカルドリンクを優ゆう雅がにすする。

　羽々姫は、くわっ、と目を見開いて、

「自主トレ!?　どこが!?」

「知らないのか。水泳は全身運動だし、水の抵抗で負荷がかかるから身体からだを鍛きたえるには最適なんだってよ」

「お子様用のビニールプールにぷかぷか浮いてるその姿を、あくまでもトレーニングだと言い張りますか!?　言い張りますか!?」

　平然としている紗々羅を呆あきれ顔がおで睨にらんで、羽々姫が苛いら々いらと言い返す。

　紗々羅は悪びれもせずにうなずいて、プールの中からなにかを取りだした。プラスチック製の黄き色いろいライフル銃である。

「しかも射しや撃げき訓練も兼ねてるぜ。ほら」

「水鉄砲じゃないですかっ!?」

「いやー、最近の水鉄砲はなかなかの威力でさ。これがけっこう……あ」

「ぶはっ!?」

　紗々羅がなにげなく構えた水鉄砲から、水流が勢いよく迸ほとばしる。その直ちよく撃げきを顔面に喰くらって、羽々姫は激はげしく咳せきこんだ。水が思いきり鼻に入ってしまったのだ。

「おー、悪ワり。だけど、元から汗だくだったし、たいして変わりないからいいよな」

　紗々羅がそう言って明るく笑った。ズブ濡ぬれになった羽々姫は、そんな小隊長を恨うらめしげに睨みつける。

「いいわけないじゃないですか……げほっ」

「だいたいおまえ、なんでこのクソ暑い中で腕立て伏せとかやってんだ。罰ゲームか？」

「違いますよ！　訓練ですよ、訓練！　やはり傭よう兵へいとして、いつ禍憑妃マガツヒが出現しても大丈夫なように日ひ頃ごろから鍛えておかないと！」

「あ……それで、ひとり我慢大会を？」

　鳴な々な葉はが、ようやく納得した、というふうにポンと手を打った。なんでそうなる、と羽々姫は歯は軋ぎしりして、

「我慢大会じゃないよ！　筋トレだってば！」

「私はてっきり羽は々ば姫きさんは汗フェチなんだと思ってたわー」

　音ね々ねが真顔でそんなことを言う。

「なんでですか!?　こんなクソ暑い中で筋トレしてたら、それは汗くらいかきますけど！」

「そうだな。Ｔシャツについた自分のワキ汗の臭においとか、たまに嗅かいじゃうよな。な？」

　紗さ々さ羅らが汗だくの羽々姫を見つめて、同意を求めるように訊きいてきた。

「な、じゃないですよ！　そんなこと言われても知るかーっ！」

「でもマジで見てて暑苦しいからやめてくれ。猛暑ポイントに一点追加しとくからな」

「猛暑ポイントってなんなんですか!?　ていうか、暑苦しいっていうならわたしよりもむしろ鳴な々な葉はのほうが……」

「……え!?　わ、私？」

　いきなり話を振られて、鳴々葉がぎょっとしたように自分を指さす。

　羽々姫は重々しくうなずいて、

「そうだよ。だいたい、どうしてこの肝心なときに扇せん風ぷう機きを分解バラしてるのさ？　風があれば、まだ少しは体感気温がマシになるのに」

「そ、そんなこと言われても、先せん輩ぱいたちが扇風機を壊こわしちゃったから仕方なく修理してるのに……うう……暑い……」

　ぼそぼそと呟つぶやいて、うつむく鳴々葉。巫ふ兵へいとしては極めて高い実力を持つ彼女だが、気弱な性格が災いしてか、気苦労の多い少女なのである。

　そんな鳴々葉を庇かばうように、音々がおっとりと微ほほ笑えみながら、

「また紗々羅の仕業なのー？」

「違うって。その扇風機が壊れたのは、羽々姫が『ワ・レ・ワ・レ・ハ・宇・宙・人・ダ』をやり過ぎたせいで……」

「やってねーよそんなこと！　よしんばやったとしても、そんなことで壊れませんからね！」

　羽々姫が声を荒らげて抗こう議ぎする。紗々羅は、やれやれと肩をすくめて、

「いやー、回しても全然涼しくならねーのは、その扇風機に速さが足りないせいだと思って、ちょっと回転数を上げてみたんだけどな。やっぱり音速の壁かべは越えられなかったなー」

「基地の備品の中古の扇風機に、いったいなにを期待してたんですかあなたは……」

　羽々姫は深々と溜ため息いきをついた。そしてふと、一人ひとりだけ涼しげな表情をしている音々の手元に目を留める。

「……音々先せん輩ぱいは涼しそうですね。なんですか、そのペンギン？」

「かき氷を作ってるのよ。やっぱり、定番のイチゴミルクと宇う治じ金きん時ときにしてみたのー」

　そう言って音々が自慢げに、かき氷の器を掲げて見せた。羽々姫は、その器から漂ってくる臭いに気づいて顔をしかめた。実じつ験けん用ようの試薬と洗剤を混ぜ合わせたような不気味な薬品臭。どう考えても、まともなかき氷の匂においではない。

「えーっと……もしかして、そのシロップって音ね々ね先せん輩ぱいが調ちよう合ごうしたとか……？」

　羽は々ば姫きがおずおずと質問すると、音々はにこやかに微ほほ笑えんだ。

「羽々姫ちゃんも食べる？」

「い、いえ……ちょっと今日きようはお腹なかの調子が悪いのでやめておきます」

「美お味いしいのにー……」

　残念そうに唇を尖とがらせながら、音々がかき氷を無造作に頰ほお張ばった。心配そうに羽々姫たちが見守る中、シャリシャリと小気味いい音を立てながら彼女は咀そ嚼しやくを続ける。そして、

「うっ！　くっ！」

　突然、自分の頭を押さえてその場にうずくまった。

　鳴な々な葉はが驚おどろいて音々に駆け寄り、

「音々先輩？　ど、どうしました!?」

「頭の奥が……急にキーンってなって……」

「え？」

「こ、このプレッシャーは……いったい!?」

　苦く悶もんの声を洩もらしながら、何者かの気配けはいを探ろうとする音々。

　鳴々葉は、困ったような表情でそんな音々を見つめて、

「いやあの……それって、かき氷の食べすぎて頭が痛くなっただけなんじゃないかと……」

　しかし音々は、なおも自らの額ひたいを押さえて絶叫した。

「ううっ、こ、こんなときに……！　やめて！　お願ねがい！　静まって！　私はもう誰だれも傷つけたくなんかないのよ、ってウボアーッ！」

「い、いったいなにと戦ってるんですかっ……!?」

　鳴々葉が軽く涙目になって動揺する。そんな彼女たちを、紗さ々さ羅らは冷ややかに眺めながら、

「まあ、こう暑いといろいろあるよな」

「……そうですね」

「隠された真の能力ちからが覚かく醒せいしたりとかな」

「いやいや、ないです。それはない」

　羽々姫が溜ため息いき混じりに首を振った。紗々羅もやれやれと肩をすくめて、

「それで、扇せん風ぷう機きは直ったのか、鳴々葉？」

「うう……やっぱり駄だ目めでした。完全に壊こわれてます」

　疲れたような声で鳴々葉が言った。仕方ねーな、と紗々羅はあっさりと呟つぶやき、

「そうか。じゃあ扇風機は諦あきらめて、あれでもやるか」

「あれってなんですか？」

　どことなく不安げな表情で鳴々葉が訊きき返す。紗々羅は、ニヤリと唇を吊つり上げて、

「夏といえば、涼しい気分を味わう定番のイベントがあるだろ。幽ゆう霊れいとかお化けとか」

「も、もしかして怪かい談だんですか？　たしかに寒くなるかもしれませんけど、さすがに、こんな真っ昼間に恐い話を聞いても……」

「ていうか、紗さ々さ羅ら先せん輩ぱいのオカルト好きって設定、まだ生きてたんですか。また音ね々ね先輩の機き嫌げんが悪くなるからやめてくださいよ。そっちのほうが恐こわいですから」

　うんざりした口く調ちようで羽は々ば姫きが言った。すると、それを聞き咎とがめた音々が不意に顔を上げ、

「あら……私も怪談はべつに嫌いじゃないわよー」

「え？　そうだったんですか？　それは、なんか意外ですね……」

　怪け訝げんな表情を浮かべる羽々姫に、音々はにこやかに笑ってみせた。

「そういえば、これは整せい備び科かの袖そで乃の森もりちゃんに聞いた話なんだけどー……」

「はあ……いきなり来ましたね」

「ほら。こうやって指先を揃そろえて伸ばしたとき、薬指のほうが人差し指よりも長い男の人って、男性器が大きい傾向があるって噂うわさは本当なのかしらー？」

「知りませんよそんなことっ！」

　羽々姫は頰ほおを赤くしながら、真剣な表情の音々を怒ど鳴なりつけた。

「いったいなんの話をしてるんですか!?　誰だれが怪談じゃなくて猥わい談だんをしろって言ったよ!?」

「あ、あれー……!?」

　なぜ自分が怒られているのかわからない、というふうに音々が戸惑いの声を出す。

　羽々姫は、なおも生き真ま面じ目めな態度で鼻息も荒く音々に詰め寄り、

「あれー、じゃない！　そんなんで涼しくなる人がどこにいるんですか!?　だいたいですね、先輩たちはたるんでるんです。そんな無む駄だ話ばなしをしてる暇があったら少しは……あ、あれ……」

　そのまま羽々姫は、急な目め眩まいに襲おそわれたように、不意にその場にへたりこむ。興こう奮ふんし過ぎて、立たち眩くらみを起こしたのだ。軽い脱水症状が原因なのかもしれない。

　さすがに危険だと思ったのか、鳴な々な葉はと紗々羅が心配そうに駆け寄ってきて、

「だ、大丈夫、羽々姫ちゃん!?」

「おいおい、まさか熱ねつ射しや病びようか？　このクソ暑いときに、筋トレなんかしてっから。ほら、とりあえずこれで冷やしとけ」

「ぶはっ、大丈夫……大丈夫ですから、水鉄砲はやめてくださいよ!?　ていうか、冷たっ!?　なんでかき氷を背中に突っこむかっ!?」

　全身氷まみれにされた羽々姫は、抗こう議ぎする気力も失って、ぐったりと床にうつ伏せた。

　やがて赤あか間まが関せき要よう塞さいの殺風景な敷しき地ちに、勤務交替の時間を知らせるチャイムの音が鳴なり響ひびいた。

　いつの間にか西に傾いていた太陽が、空を赤く染め始めている。

「あー、もうこんな時間か。そろそろ引き継ぎだな」

　ぬるくなったプールから這はい出して、紗々羅が大きく背伸びをした。

「さすがに夕方になると、少しはしのぎやすくなりますね」

　鳴な々な葉はも、ホッとしたような声を出す。羽は々ば姫きは床に突っ伏したまま、弱々しく息を吐き、

「なんの生産的な活動もしないまま一日が終わってしまった……こんなんで今日きようの活動報告書、なにを書くつもりなんですか？」

「業務日誌の記き録ろくか？　そんなもん、書くことは決まってんだろ」

　不満たらたらな羽々姫を呆あきれ顔がおで眺めて、紗さ々さ羅らは業務日誌を手に取った。

　そして意外な達筆で、サラサラと日付と活動報告の欄らんを埋めていく。

「え？　あー……まあそうなりますよね……」

　紗々羅が書き終えた業務日誌を覗のぞきこみ、羽々姫はがっくりと諦あきらめたように呟つぶやいた。

　そこには今日の彼女たちを形容するのに相応ふさわしい、一行だけの簡かん潔けつな報告文が書かれていた。




　いつもどおり。異常なし──




　ある夏の暑い日の出来事だった。







　　　あとがき




「今度、イラストメインの企画をやりたいんですけどー」

　というような話を担当さんにしたのは、当時やってたシリーズ（『アスラクライン』）が終わる間ま際ぎわの、打ち合わせの席でのことでした。

「ん？　それってイラストノベルみたいなやつってこと？」

「そうですそうです。女の子が四人くらい出てくる日常モノで」

「あー、日常モノね。そういうの流は行やってるけどねー……具体的にはどういう話なわけ？」

「えーとですね、舞ぶ台たいになるのは日本が巨大なモンスターに侵略されてる世界で──」

「……モンスター？」

「はい。それで女の子たちは、そのモンスターを狩る仕事をしている傭よう兵へいなんです。でもって普ふ段だんは仕事しなくて、部へ屋やでだらだらしてる感じで。あとはゲームしたりとか」

「いや……まあ、べつにいいんだけど」

「だけど？」

「とりあえず、それって日常モノじゃないよね」

「え？　でも、お菓子とか食べますよ？」

「……ちょっときみがなに言ってるのかわからない」

「あ、あれー？」

　そんな感じで『サイハテの聖衣シユラウド』をお届けしております。

　冒頭にもありましたとおり、本作は、日常系戦場ファンタジーという、よくわからないコンセプトで書かれた作品です。謎なぞの怪物の侵攻によって国家存亡の危き機きに瀕ひんした日本、傭兵として戦せん闘とうの最前線に送りこまれた兵士たち──などというと、殺さつ伐ばつとした世せ界かい観かんをイメージされるかもしれませんが、あくまでも日常系ということで、肩の力を抜いて気楽に読める内容ではないかと思います。本作のメインであるところの華やかなイラストとともに、楽しんでいただければ幸いです。




　この作品は、もともと『電でん撃げき文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ』向けのオリジナル企画として書き下ろしたものでした。前述のとおり、小説だけでなくイラストでも積極的に世界観を表現していこう、という趣旨の企画で、設定やストーリーもそれを前提にしたものになっております。

　こんな贅ぜい沢たくな企画を実現することができたのは、ひとえにキャラデザインとイラストを担当してくれた朱あかシオさんのおかげです。この文庫にも一部が収録されていますが、雑誌掲載時には、大迫力の見開きカラーページや大量の設定資料など、雑誌掲載のオリジナル短たん編ぺんとしては異例の豪華なビジュアルで、毎回、作品を盛り上げていただきました。

　物語のキモとなる聖衣シユラウドや、羽は々ば姫きたちメインキャラの四人のデザインも魅力的で、ラフスケッチと一いつ緒しよに提供してもらった設定や小ネタを元に、小説版のアイデアを考える作業はとても楽しかったです。この場を借りて、あらためてお礼申し上げます。




　それから言い忘れておりましたが、この作品はもちろんフィクションです。実在の人物、団体、事件などとはいっさい関係ありません。

　どことなく聞き覚えのある地名がモンスターに蹂じゆう躙りんされて廃はい墟きよになってたりしますが、その土地にお住まいの皆様には、なにとぞご容赦いただきたく。決して悪意ではないのです。むしろ行き過ぎた愛情だとでも思っていただければ……！




　それでは最後になってしまいましたが、この本を読んでくださったすべての皆様に、心から感かん謝しやいたします。電でん撃げき文庫で展開中のもうひとつのシリーズ、『ストライク・ザ・ブラッド』ともども、末永くよろしくお願ねがいいたします。
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三み雲くも岳がく斗と

大分県出身。主に小説などを書いている人。朱シオさんとの共同作業が多い本作は、いろいろ新鮮で楽しかったです。ちなみに本作の企画段階のキャッチコピーが「はいてないしつけてない」だったのはスタッフだけの秘密。
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イラスト／朱あかシオ

岡山在住のイラストレーター。神社とフィギュアとドールをこよなく愛しています。『サイハテの聖衣』の他に、『魔王学校に俺だけ勇者!?』（ＨＪ文庫）などで挿絵を担当しています。
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